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エンジニアは唯我独尊に陥りがちです。
それを避けるためにも、
いつも視点を変えて物を見ることが
大切だと痛感しました。
�Ｐ58「リーダーの軌跡」富士重工業 代表取締役社長 竹中恭ニ氏

知識創造のマネジメントには、トップダウンでも、
ボトムアップでもない第三の方法として、
「ミドルアップダウン」がある。ミドル層はとかく
“変化に遅れたリストラ対象者”的な見方を
されがちだが、実はミドルこそ企業変革において
重要な役割を担うことをこのケースは示している。
Ｐ53「成功の本質」一橋大学大学院 野中郁次郎教授

退職後の仕事がないなどとなれば、
今後の採用、国家の安全に影響します。
退職後であれ、就職希望者全員を
100％援護するのが我々の任務です。
Ｐ65「年間総数7600人。陸上自衛隊に見る“セカンド・キャリア支援”」
防衛庁 陸上幕僚監部 人事部援護業務課総括班長一等陸佐 宇佐美真氏

完全無欠の上司なんていないんですよ。
仮にいたとしても、そんなのちっとも
カッコよくないし、なりたくないですよ。
Ｐ64「カタリスト」作家 横山秀夫氏

▼
▼

▼

▼

ワーズ オブワークス
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府
試
、
院
試
と
３
つ
の
予
備
試
験
に
合
格
し

た
者
が
、
3
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
科
挙
試

へ
の
挑
戦
が
許
さ
れ
、
こ
の
科
挙
試
も
郷
試
、

会
試
、
殿
試
の
３
段
階
に
分
か
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
試
験
も
数
回
続
い
た
か
ら
、
究
極
の
試

験
地
獄
で
あ
る
。
殿
試
に
合
格
し
、
晴
れ
て

官
途
に
つ
く
資
格
を
も
つ
進
士
と
な
れ
る
。
進

士
の
首
席
を
状
元
、
次
席
を
榜
眼
、
第
３
席

を
探
花
と
呼
ん
だ
。
一
方
で
、
孔
乙
己
の
よ

う
に
一
生
を
台
無
し
に
さ
れ
不
遇
を
か
こ
つ
人

間
を
無
数
に
生
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

●

民
族
に
刻
印
さ
れ
た
記
憶
は
そ
う
簡
単
に

は
消
え
な
い
。
今
回
、
中
国
企
業
を
取
材
し

て
ま
わ
り
、
そ
う
思
っ
た
。
人
の
能
力
を
見
極

め
、
評
価
す
る
こ
と
に
中
国
人
は
と
に
か
く
熱

心
な
の
で
あ
る
。
科
挙
を
考
案
し
、
運
用
し
た

〝
血
〞
が
流
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
人
が
そ
う
で
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
日
本
人
は
暗
黙
知
ベ
ー
ス
で
、
長
期

に
わ
た
っ
て
そ
の
人
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
。

評
価
の
結
果
は
心
の
奥
底
に
し
ま
い
こ
み
、
表

面
上
の
大
き
な
処
遇
差
は
つ
け
な
い
。
一
方
、

形
式
知
ベ
ー
ス
で
、
短
期
で
の
能
力
評
価
を

行
い
、
目
に
見
え
る
差
を
つ
け
る
の
が
中
国
人

だ
。
こ
れ
は
同
じ
民
族
で
あ
る
台
湾
人
に
も
理

取
材
で
訪
れ
た
北
京
で
、
現
地
の
人
が
孔コ
ン

乙イ
ー

己チ
ー

と
い
う
名
前
の
酒
楼
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
。
後ホ
ウ

海ハ
イ

と
い
う
湖
を
望
む
一
軒
家
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
入
り
口
を
入
る
と
、
に
ぎ

わ
う
店
内
を
じ
っ
と
見
て
い
る
よ
う
に
鎮
座
す

る
石
膏
像
が
目
に
入
っ
た
。
文
豪
・
魯
迅
の

上
半
身
像
だ
っ
た
。
聞
け
ば
、「
孔
乙
己
」
と

は
魯
迅
の
一
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
、
作
中
で
は
、

有
名
な
官
吏
登
用
試
験
制
度
・
科
挙
に
何
度

も
挫
折
し
た
貧
乏
書
生
の
あ
だ
名
で
あ
っ
た
。

中
国
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
作
品
で
、
し

か
も
居
酒
屋
が
舞
台
だ
か
ら
、
そ
ん
な
名
前
を

つ
け
た
ら
し
い
。

●

孔
乙
己
が
合
格
を
熱
望
し
た
科
挙
は
、
世

界
最
初
の
能
力
評
価
制
度
で
あ
る
。
世
襲
貴

族
の
跋
扈
に
頭
を
悩
ま
せ
た
隋
の
文
帝
が
作

っ
た
も
の
で
、
貴
族
に
対
抗
で
き
る
官
吏
予
備

軍
の
養
成
が
目
的
だ
っ
た
。
時
に
西
暦
5
8

7
年
。
民
主
主
義
が
進
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え

官
吏
登
用
試
験
を
始
め
た
の
は
1
8
7
0
年

代
以
降
で
あ
り
、
米
国
は
1
8
8
3
年
、
日

本
で
も
1
8
9
5
年
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
の
先
進
性
に
は
舌
を
巻
く
。
そ
の
歴
史

は
清
代
ま
で
約
1
3
0
0
年
も
続
い
た
。

運
用
は
な
か
な
か
に
複
雑
だ
っ
た
。
県
試
、

解
し
が
た
い
面
が
あ
る
ら
し
い
。
あ
る
台
湾
人

が
中
国
に
赴
任
し
人
事
を
任
さ
れ
た
が
、
ふ
と
、

30
段
階
も
あ
る
賃
金
制
度
を
さ
も
当
然
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
、
愕
然
と

し
た
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
時
代
は
変
わ
っ
た
。
年
功
給
の
廃

止
と
成
果
主
義
導
入
の
流
れ
が
奔
流
と
な
っ

て
日
本
企
業
を
襲
い
、
日
本
も
中
国
型
に
近

づ
い
て
い
る
。

●

こ
の
特
集
は
、
終
身
雇
用
／
年
功
主
義
に

代
わ
り
、
非
・
終
身
雇
用
／
成
果
主
義
に
傾

き
つ
つ
あ
る
日
本
の
今
を
先
取
り
し
て
い
る
世

界
と
し
て
中
国
を
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
、
日
本

企
業
の
人
事
や
働
く
個
人
が
大
き
な
示
唆
を

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
か

ら
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

１
章
で
、
評
価
制
度
を
中
心
に
、
民
営
・

国
営
を
含
め
、
中
国
企
業
の
人
事
シ
ス
テ
ム

を
紹
介
、
２
章
で
は
、
改
革
・
開
放
か
ら
現

在
ま
で
、
社
会
主
義
・
中
国
の
市
場
経
済
へ

の
体
制
転
換
の
軌
跡
を
、
企
業
制
度
・
雇

用
・
賃
金
・
大
学
の
４
分
野
を
概
観
す
る
年

表
な
ど
で
ま
と
め
た
。
３
章
は
中
国
に
進
出
し

た
日
系
企
業
の
人
事
制
度
を
紹
介
、
中
国
人

に
よ
る
座
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
働
く
場
と
し

て
の
等
身
大
の
日
系
企
業
の
姿
に
迫
っ
て
み

た
。
最
終
章
で
は
、
中
国
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き

か
、
を
考
察
し
て
み
た
。

今
ま
で
に
な
い
大
部
の
特
集
に
な
っ
た
が
、

全
体
の
軸
に
ブ
レ
は
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル

欧
米
」
と
い
う
視
点
を
少
し

で
も
提
供
で
き
れ
ば
、
特
集
の
意
義
は
あ
っ
た

も
の
と
考
え
る
。

ひ
と
握
り
の
進
士
と

無
数
の
孔
乙
己
と

編
集
担
当

荻
野
進
介
（
本
誌
）

は
じ
め
に

トのダイナミズム
≠
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中国―
競争とマネジメン

この20年は中国人民の
能力開放の時期でもあった
Ｐ7 劉積仁氏（東軟集団 総裁）

「雇用の流動性」を確保したおかげで、
今の中国がある
Ｐ29 安室憲一氏（神戸商科大学教授）

人事には日本人を入れない。
中国人の心のひだに触れる施策が
できなくなる恐れがあるからだ
Ｐ41 岡田芳和氏（三得利投資有限公司 董事 総経理）

▼

▼

▼

人事の根本理念は“天井なき舞台”。
キャリアの発展空間の
大きさにひかれて入社する人が多い
Ｐ12 蓉氏（聯想集団 人力資源部 採用ディレクター）▼
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中国には「社会主義の三鉄」という言葉があった。
一度入社したら、御飯を食いはぐれることがない「鉄飯碗」、一度昇進すれば降格なしの「鉄椅子」、
一度昇給すれば下がらない「鉄工賃」の3つで、中国の国営企業の象徴だった。
改革・開放以前、中国の工業生産額の8割以上を占めていたのがこの国営企業だが、
この「三鉄」、今では遠い過去の話になりつつある。
ここでは、中国企業、「人と組織の最先端」をご報告する。

文・構成荻野進介（本誌）

Part 1
大学が企業を作り、その企業が大学を作った
――知識経済を牽引する新たなビジネスモデル

Part 2
採用から評価、退出まで
中国企業の競争力の根幹を支える人事システム

近代都市に変貌した大連市内の風景。撮影：岩崎稔

中国企業の
大変貌　
終身雇用のまどろみから、
成果・能力主義の徹底へ

4Apr.-May  2004

特集1 W63_4
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Part1 中国企業の大変貌111

中
国
は
広
い
。
経
済
発
展
の
先
進
地
域
を

見
て
も
、
組
み
立
て
加
工
業
が
栄
え
る
華
南
、

消
費
意
欲
が
高
い
上
海
地
区
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
覇
を
競
う
北
京
版
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
一
言
で
括

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
陰
に
隠
れ
て
、

知
名
度
は
や
や
低
い
が
、
東
北
地
方
随
一
の

都
市
・
大
連
は
、
戦
前
は
植
民
地
だ
っ
た
こ

と
も
相
ま
っ
て
日
本
と
の
結
び
つ
き
が
非
常
に

強
く
、
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
は
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
だ
が
、
な

か
に
は
Ｇ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
に
、
日
本
語
の

堪
能
な
現
地
人
材
を
生
か
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
企
業
も
あ
る
。
最
近
の
目
玉

は
、
1
9
9
8
年
に
設
置
さ
れ
た
、
市
の
西

南
に
位
置
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
で
あ

る
。
2
0
0
1
年
、
政
府
の
科
学
技
術
部
が

大
連
を
中
国
唯
一
の
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
国
際

化
模
範
都
市
」
に
認
定
し
た
こ
と
で
弾
み
が

つ
き
、
現
在
約
１
６
０
の
企
業
が
こ
こ
に
進

出
し
て
い
る
。
う
ち
約
３
分
の
１
が
日
系
企

業
だ
。
最
近
で
は
、
運
営
会
社
が
、
パ
ー
ク
内

の
企
業
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
Ｓ

Ｅ
ク
ラ
ス
の
人
材
を
斡
旋
す
る
試
み
を
始
め

て
い
る
。

パ
ー
ク
周
辺
に
は
大
連
理
工
大
学
な
ど
、

８
つ
の
大
学
・
研
究
機
関
が
存
在
し
、
毎
年

そ
こ
か
ら
大
量
の
学
生
・
研
究
者
が
送
り
出

さ
れ
、
パ
ー
ク
内
の
企
業
に
就
職
す
る
。
大
連

の
あ
る
遼
寧
省
各
地
か
ら
も
、
こ
の
パ
ー
ク
内

で
働
く
こ
と
を
夢
見
る
多
く
の
若
者
が
や
っ
て

来
る
。
し
か
し
、「
国
家
的
に
も
、
一
企
業
と

し
て
見
て
も
、
Ｉ
Ｔ
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
」

と
判
断
し
た
、
パ
ー
ク
内
に
拠
点
を
も
つ
東
軟

集
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
＝
ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
）

と
い
う
中
国
最
大
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
が
、

パ
ー
ク
の
運
営
会
社
と
、
自
社
の
母
体
で
も

あ
る
東
北
大
学
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
）
の
出
資
を
得
て

作
っ
た
の
が
、
中
国
初
の
Ｉ
Ｔ
専
門
大
学
、

大
連
東
軟
信
息
技
術
学
院
で
あ
る
（
信
息
＝

情
報
の
意
）。

2
0
0
1
年
に
開
学
し
、
計
6
5
0
0
名

の
学
生
が
在
籍
す
る
こ
の
大
学
は
、
２
年
制

大
学
が
企
業
を
作
り
、
そ
の
企
業
が
大
学
を
作
っ
た

―
―
知
識
経
済
を
牽
引
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

Part 1
世
界
レ
ベ
ル
か
ら
見
れ
ば
、
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
ア
ジ
ア
の
中
進
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
中
国
が
、
90
年
代
以
降
、
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

重
要
な
要
因
が
、
産
学
連
携
体
制
の
強
力
な
推
進
だ
っ
た
。
大
学
も
研
究
所
も
国
家
と
一
心
同
体
の
存
在
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
校
弁
企
業
と

い
わ
れ
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
数
多
く
花
開
く
。
こ
こ
ま
で
は
ど
こ
の
国
で
も
聞
く
話
だ
。
し
か
し
、
中
国
で
は
す
で
に
そ
の
先
が
あ
る
の
だ
…
…
。

1
6
0
社
が
入
居
す
る

一
大
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク

中
国
初
の
Ｉ
Ｔ
専
門
大
学

即
戦
力
の
人
材
を
養
成

大連東軟信息技術学院（手前）と大連ソ
フトウェアパーク全景
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の
短
大
、
４
年
制
の
本
科
、
修
士
課
程
、
博

士
課
程
（
学
位
授
与
は
東
北
大
学
が
実
施
）、

社
会
人
向
け
の
生
涯
教
育
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
機
能
も
あ
わ
せ
も
つ
、
中
国
国
内
で
も
有
数

の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
日
本
語
・
英
語

教
育
の
徹
底
と
、
卒
業
し
て
す
ぐ
に
即
戦
力

に
な
る
実
務
教
育
が
特
徴
だ
。
し
か
も
、
大
連

に
続
き
、
広
東
省
南
海
市
、
四
川
省
成
都
市

で
も
同
じ
技
術
学
院
が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
の

試
み
に
刺
激
を
受
け
、
中
国
政
府
は
全
国
35

カ
所
で
、
即
戦
力
の
Ｉ
Ｔ
・
ソ
フ
ト
人
材
を

養
成
す
る
同
趣
旨
の
大
学
設
置
の
許
可
を
出

し
た
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ほ
ど
、
政
府
も
国
の
未
来

を
こ
の
分
野
に
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。

こ
の
大
学
の
教
育
方
針
は
、「
①
国
際
化
、

②
実
用
化
、
③
個
別
化
」
だ
。
順
に
説
明
し

て
い
こ
う
。
ま
ず
①
だ
が
、
英
語
と
日
本
語
教

育
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
５
０
０
人
い
る
教

師
の
う
ち
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
も
含
め
、
語
学
の
教

師
が
１
０
０
人
を
超
え
る
。
②
に
関
し
て
は
、

1
3
2
1
と
名
づ
け
た
教
育
モ
デ
ル
を
実
施

し
て
い
る
。
理
論
と
実
践
双
方
を
重
視
す
る

た
め
、〝
１
〞
年
を
〝
３
〞
つ
に
分
け
、
は
じ

め
の
〝
２
〞
つ
の
学
期
を
理
論
学
習
に
、
最

後
の
〝
１
〞
学
期
を
実
践
、
つ
ま
り
実
際
の

企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
さ
せ
る
と

い
う
も
の
だ
。
実
用
化
の
一
環
と
し
て
、
大
学

生
創
業
セ
ン
タ
ー
と
い
う
特
別
授
業
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
数
人
が
一
組
に
な
り
、
架
空
の
会
社

を
立
ち
上
げ
、
交
替
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
な

ど
を
経
験
す
る
。
こ
れ
は
単
な
る
模
擬
練
習
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
起
業
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
と
い
う
。

最
後
の
③
だ
が
、
学
生
は
常
時
、
数
千
も

あ
る
学
習
ソ
フ
ト
や
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ソ
コ
ン
は
い

わ
ば
電
子
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
。
校
内
い
た
る
と
こ

ろ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
子
が
あ
り
、
自
分
の
好

き
な
時
間
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
所
有
が
必
須
で
、
入
学
時
に

購
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
授
業
も
す
べ
て
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

同
学
院
の
人
力
資
源
（
人
事
）
部
部
長
の

任
昊
氏
は
こ
う
語
っ
た
。「
教
育
目
標
は
、
学

生
の
価
値
を
教
育
で
高
め
、
結
果
的
に
社
会

の
価
値
も
高
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま

で
の
中
国
で
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
企
業

で
役
に
立
た
ず
、
教
育
と
実
践
が
あ
ま
り
に
離

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
す
き
間
を
埋
め
る
の
が

こ
の
大
学
の
使
命
で
す
。
昨
年
、
第
一
期
の

卒
業
生
を
出
し
ま
し
た
が
、
1
8
7
名
中
、

22
名
が
東
軟
集
団
、
16
名
が
日
系
や
欧
米
の

外
資
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
就
職
率
は

90
％
を
超
え
、
こ
れ
は
通
常
の
大
学
の
70
％

と
比
べ
て
非
常
に
よ
い
数
字
で
す
」

こ
の
大
学
の
特
徴
で
あ
る
煉
瓦
を
積
み
上

げ
た
瀟
洒
な
外
見
の
建
物
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
そ
の
電
脳
武
装
ぶ
り
が
よ
く
わ
か
る
。

図
書
館
に
は
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
用
の
プ
ラ
グ
が
並

び
、
警
備
室
で
は
す
べ
て
の
部
屋
の
様
子
が
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
贅
沢
な
設
備

は
学
費
に
跳
ね
返
る
。
学
費
は
通
常
の
３
倍

近
い
年
間
１
万
６
千
元
だ
。
そ
れ
で
も
学
生

が
全
国
か
ら
集
ま
る
と
こ
ろ
に
中
国
人
の
大

き
な
意
欲
が
う
か
が
え
る
。

大
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

国
際
化
・
実
用
化
・
個
別
化

教
育
と
実
践
の
一
体
化
で

就
職
状
況
も
上
々

大
学
発
の
巨
大
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
集
団

中
国
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
担
う

図書館でもノートパソコンが威力を発揮する

大連東軟信息技術学院
人力資源部部長
任昊（Ren Hao）氏

瀋陽にある東軟集団（NEUSOFT）の本社
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Part1 中国企業の大変貌1

13
年
前
、
３
万
元
（
約
45
万
円
）
の
資
金
、

３
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
も
と
に
、
研
究
資
金
捻

出
の
た
め
や
む
な
く
と
い
う
動
機
で
、
私
を

含
め
３
名
で
こ
の
会
社
を
作
り
ま
し
た
。
今

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
資
本
金
は
１
０
０
０

倍
、
社
員
数
も
２
０
０
０
倍
に
膨
れ
上
が
り

ま
し
た
。
当
時
は
若
く
て
お
金
も
な
か
っ
た

社
員
た
ち
が
結
婚
し
て
子
ど
も
を
も
う
け
、

一
戸
建
て
の
住
宅
と
マ
イ
カ
ー
を
持
っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
、

ま
た
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
社
が
こ
こ
ま
で
発
展
で
き
た
の
は
、

優
秀
な
人
材
の
力
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大

変
大
き
い
。
企
業
が
人
材
面
で
成
功
す
る
に

は
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
①
リ

ー
ダ
ー
が
企
業
の
未
来
性
と
発
展
性
を
社
員

に
明
確
に
示
す
こ
と
、
②
最
適
な
職
場
に
最

適
な
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
、
③
社
員
に
十

分
に
報
い
る
報
酬
制
度
、
④
仕
事
そ
の
も
の

に
楽
し
み
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
企
業
文
化
、

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
社
も
こ
れ
ら
を
率
先

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
社
は
日
本
企
業
と
非
常
に
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
る
企
業
で
す
が
、
日
本
企
業
に
は

見
習
う
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
３

つ
あ
げ
れ
ば
、
社
内
の
諸
制
度
、
経
営
管
理

手
法
、
そ
し
て
戦
略
の
立
て
方
で
す
。
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、
仕
事
に
対
す

る
忠
誠
心
、
会
社
に
対
す
る
態
度
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
ら
は
中
国
企
業
は
日
本

企
業
に
ま
だ
ま
だ
か
な
い
ま
せ
ん
。
一
方
、

日
本
企
業
に
は
な
い
中
国
企
業
の
魅
力
は
、

組
織
が
シ
ン
プ
ル
で
決
断
が
早
い
、
年
功
序

列
は
あ
り
え
ず
、
能
力
を
見
極
め
て
人
を
採

用
・
昇
進
さ
せ
る
、
と
い
う
点
で
し
ょ
う
か
。

人
事
制
度
の
面
で
は
日
本
企
業
よ
り
米
国
企

業
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

改
革
・
開
放
以
後
の
こ
の
20
年
あ
ま
り
、

中
国
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ

と
り
の
自
由
な
思
想
、
行
動
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
20
年
は
人
的
資

源
の
開
放
、
中
国
人
民
の
能
力
の
開
放
時
期

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
大
学
の
あ
り
方
も
一

変
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
大
学
は
学
内
の
研

究
や
教
育
に
の
み
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、

き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
場
所
で
し
た
が
、
今
は

〝
能
力
の
開
放
期
〞に
生
ま
れ
た
新
た
な
夢

劉
積
仁
氏
（
東
軟
集
団
有
限
公
司
董
事
長
・
総
裁
・
博
士
）

企
業
人
事
が
成
功
す
る
ポ
イ
ン
ト

中
国
人
民
の
能
力
も
開
放
さ
れ
た

違
い
ま
す
。
社
会
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
た

な
い
大
学
に
は
未
来
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、

私
の
よ
う
に
大
学
か
ら
社
会
に
出
て
企
業
を

興
し
、
再
び
大
学
に
戻
る
人
が
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

東
軟
信
息
技
術
学
院
は
、
こ
れ
か
ら
の
中

国
に
ど
ん
な
人
材
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
た

め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ビ
ジ
ネ
ス
知
識
、

あ
る
い
は
語
学
を
、
ど
ん
な
内
容
、
時
間
、

や
り
方
で
教
育
す
れ
ば
よ
り
効
果
的
か
、
私

が
こ
の
10
年
あ
ま
り
考
え
て
き
た
こ
と
の
い

わ
ば
集
大
成
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
の
理

事
に
私
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

を
や
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
で
教
職
に
未
練
を

感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
、
こ
の
大
学
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
私
の
新
た
な
夢
で
す
。

劉積仁（Liu Jiren）
1955年生まれ。文化大革
命の時期に中学・高校生だ
ったため、工場で労働に従
事。75年東北大学に研究
生として入学。米国留学を
経て、33歳で東北大学教授。
91年、自身の研究室と日本
のアルパインとで合弁会社
（東軟集団の前身）を設立、
総経理に就任した。現在、
東北大学の副学長も兼任。

Ｏ
）
を
含
め
た
３
名
が
少
額
の
資
金
を
も
と

に
起
業
、
後
に
日
本
の
ア
ル
パ
イ
ン
が
劉
博
士

の
力
量
を
見
抜
き
、
合
弁
会
社
設
立
を
申
し

入
れ
、
そ
れ
が
大
き
く
実
っ
た
の
が
飛
躍
の
は

じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
91
年
に
合
弁
会
社
が
設
立

さ
れ
、
93
年
に
は
中
国
政
府
か
ら
同
社
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
が
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
初
の
認
証
を

受
け
た
。
続
く
96
年
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業

と
し
て
は
中
国
初
の
株
式
上
場
を
上
海
証
券

市
場
で
果
た
し
た
。
国
外
で
は
日
本
の
東
芝

を
は
じ
め
、
オ
ラ
ク
ル
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
と
い
っ
た
企
業
と
提
携
を
結
ぶ
。
現
在
で

は
取
引
顧
客
は
大
手
企
業
中
心
に
2
0
0
0

社
に
及
び
、
中
国
の
社
会
保
障
分
野
で
は
４

割
の
シ
ェ
ア
、
移
動
通
信
業
界
で
も
揺
る
ぎ

な
い
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

大
連
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時
間
、
遼
寧
省

の
省
都
、
瀋
陽
に
あ
る
同
社
の
本
社
に
行
く

と
、
広
大
な
敷
地
と
そ
の
設
備
に
誰
も
が
び
っ

く
り
す
る
は
ず
だ
。
敷
地
の
真
ん
中
に
人
工
池

が
あ
り
、
周
囲
に
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
プ
ー
ル
、

食
堂
、
従
業
員
住
宅
な
ど
が
点
在
す
る
。
優

秀
な
人
材
確
保
の
た
め
に
同
社
が
い
か
に
腐

心
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

劉
総
裁
に
企
業
が
大
学
を
作
る
こ
と
の
意

味
を
尋
ね
て
み
た
。「
改
革
・
開
放
以
前
、
人

は
負
担
の
存
在
で
し
た
が
、
今
は
違
い
ま
す
。

中
国
が
も
つ
最
大
の
宝
物
が
人
な
ん
で
す
。
私

は
東
北
大
学
副
学
長
と
い
う
公
職
も
兼
ね
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ

た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
に
行
き
、
そ
れ
を
痛
感
し
、

製
品
を
作
る
よ
り
人
を
作
る
ほ
う
が
大
切
だ

と
判
断
し
ま
し
た
。
一
方
、
企
業
人
の
立
場

〝
負
担
〞か
ら〝
宝
物
〞へ

産
官
学
一
体
で
人
材
育
成

こ
の
大
学
の
母
体
で
あ
る
東
軟

と
ん
な
ん

集
団
は
、

中
国
最
大
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
で
あ
る
。
1

9
8
8
年
、
瀋
陽
に
あ
る
名
門
・
東
北
大
学

の
研
究
室
に
い
た
現
・
劉
積
仁
総
裁
（
Ｃ
Ｅ



東
軟
集
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
）

業
績
と
多
面
評
価
の

２
軸
で
社
員
を
９
分
類

企
業
の
根
本
に
根
づ
く

〝
人
材
育
成
の
思
想
〞

李印杲（Li Yingao）氏
東軟集団有限公司　人材資源部部長

東軟集団有限公司、瀋陽東軟軟件股分
有限公司など８社でグループを構成。
●設立年：1991年
●従業員数：約6000名
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ま
ず
、
図
表
１
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
は
東
軟
集
団
の
人
事
制
度
の
全
体
図
で
あ

る
。
会
社
全
体
の
目
標
が
あ
り
、
そ
れ
が
戦
略

に
落
と
さ
れ
、
社
員
に
戦
略
遂
行
の
要
求
が

届
く
。
そ
れ
と
は
別
に
、
図
の
右
上
方
に
あ
る

企
業
文
化
も
社
員
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
こ

バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を

も
と
に
し
た
精
緻
な
人
事
体
系

か
ら
言
い
ま
す
と
、
私
た
ち
の
よ
う
に
、
顧
客

の
問
題
解
決
を
目
標
と
す
る
企
業
は
、
大
学

を
も
つ
こ
と
が
競
争
優
位
に
つ
な
が
り
ま
す
。

商
品
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
を
通
じ
、

顧
客
の
人
材
育
成
や
運
用
サ
ポ
ー
ト
に
必
要

な
知
識
を
供
給
す
る
こ
と
が
製
品
の
大
き
な

採
用
か
ら
評
価
、
退
出
ま
で
中
国
企
業
の

競
争
力
の
根
幹
を
支
え
る
人
事
シ
ス
テ
ム

Part 2
こ
こ
で
は
、
中
国
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
企
業
か
ら
明
日
の
飛
躍
を
夢
見
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ま
で
、
Ｉ
Ｔ
関
連
を
中
心
に
、
中
国
企
業
の
人
事
の
仕
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

今
の
中
国
は
、
終
身
雇
用
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、
95
年
に
施
行
さ
れ
た
労
働
法
に
よ
り
、
短
期
の
労
働
契
約
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
転
職
が
当
た
り
前
の
社
会
で
あ
り
、

業
績
評
価
の
部
分
が
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
取
材
に
同
行
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｇ
Ｐ
行
動
科
学
分
析
研
究
所
所
長
の
永
井
隆
雄
氏
に
監
修
し
て
い
た
だ
い
た
。

付
加
価
値
に
な
る
か
ら
で
す
」（
編
註：

先
述

の
学
院
で
は
、
企
業
側
の
資
金
提
供
に
よ
る

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す
で
に
存
在
す
る
）

大
学
が
企
業
を
作
り
、
そ
の
同
じ
企
業
が

今
度
は
実
学
重
視
の
大
学
を
作
る
。
そ
の
企

業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
重
鎮
・
国
立
大
学
の
副
学
長

を
兼
ね
、
時
に
は
国
家
的
見
地
か
ら
全
土
に

応
用
可
能
な
斬
新
な
試
み
を
行
う
。
こ
れ
は

産
学
連
携
な
ど
と
い
う
生
な
か
な
も
の
で
は
決

し
て
な
い
。
知
識
社
会
に
合
致
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
か
つ
産
官
学
が
一
体
と
な
っ

た
強
固
な
国
家
施
策
な
の
で
あ
る
。
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か
ら
紐
づ
い
て
、
人
事
戦
略
が
決
ま
り
、
ま
た

そ
の
下
に
、
配
置
、
教
育
、
評
価
、
処
遇
、

組
織
で
構
成
さ
れ
る
五
角
形
が
社
員
を
規
定

す
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
左
方
で
、
年
に

１
回
実
施
さ
れ
る
社
員
満
足
度
調
査
と
顧
客

満
足
度
調
査
の
結
果
が
今
度
は
会
社
全
体
の

目
標
に
影
響
を
与
え
る
仕
組
み
だ
。
こ
の
概

念
を
作
り
上
げ
た
同
社
人
材
資
源
部
部
長
の

李
印
杲
氏
は
こ
う
話
す
。「
モ
デ
ル
に
し
た
の

は
、
欧
米
企
業
の
人
事
管
理
の
思
想
で
、
主

に
バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
当
社
の
コ
ア
の
競
争
力
は
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
、
問
題
解
決

を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
事
制

度
だ
け
取
り
出
し
て
考
え
て
も
だ
め
で
、
技
術
、

組
織
、
サ
ー
ビ
ス
、
社
員
の
態
度
、
企
業
文

化
な
ど
を
す
べ
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」

上
下
の
わ
け
隔
て
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
同
社
の
組

織
階
層
は
、
一
般
社
員
、
部
長
、
経
営
層
と

い
う
３
段
階
。
ま
た
会
社
の
業
績
に
貢
献
し

た
人
に
は
金
銭
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
手
厚

く
与
え
て
い
る
。
代
表
的
な
の
が
社
員
持
ち
株

制
度
で
、
８
割
の
社
員
が
自
社
株
を
所
有
し

て
お
り
、
こ
れ
は
全
株
式
の
３
割
を
占
め
る
。

「
自
分
の
成
長
が
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
り
、

再
度
、
そ
れ
が
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
意
識
を
社
員
が
も
つ
の
で
す
」（
劉
総
裁
）

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。
採

用
（
主
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、

筆
記
試
験
と
面
接
で
、
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
の
視

点
で
評
価
す
る
。
技
術
力
、
分
析
力
、
革
新

行
動
力
、
そ
れ
に
潜
在
資
質
で
あ
る
。
大
学

新
卒
の
場
合
、
中
国
国
内
の
有
名
大
学
で
就

職
説
明
会
を
開
催
し
た
り
す
る
が
、
母
体
で

あ
る
東
北
大
学
の
卒
業
生
が
最
も
多
い
。
東

北
大
学
に
は
奨
学
金
制
度
も
設
け
、
東
軟
信

息
技
術
学
院
に
つ
い
て
は
文
化
祭
の
後
援
を

し
て
い
る
。
中
途
採
用
に
関
し
て
は
、
各
地
の

就
職
フ
ェ
ア
や
人
材
斡
旋
会
社
の
利
用
、
ネ

ッ
ト
採
用
の
実
施
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
既
存

社
員
が
知
人
を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
毎
年
の
採
用
者
は
新
卒
が
４
割
、
中
途
が
６

割
で
す
。
中
途
の
場
合
、
採
用
手
段
と
し
て

は
ネ
ッ
ト
が
一
番
多
い
。
昨
年
は
１
０
０
人

の
新
卒
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
大
連
信
息
技

術
学
院
か
ら
は
10
名
ほ
ど
。
本
当
は
も
っ
と
採

り
た
か
っ
た
の
で
す
が
」（
李
氏
）

採
用
し
た
人
材
は
部
署
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
違
う
が
、
お
し
な
べ
て
、
試
用
期
間
が

３
カ
月
あ
り
、
１
年
か
ら
５
年
の
契
約
制
で

あ
る
。
営
業
セ
ー
ル
ス
で
１
年
、
研
究
開
発

で
３
年
、
経
営
層
・
専
門
技
術
者
で
５
年
だ
。

新
卒
の
場
合
、
３
年
契
約
が
多
い
。
年
間
の

退
職
率
は
５
％
で
、
約
15
％
と
さ
れ
る
業
界

平
均
よ
り
だ
い
ぶ
低
い
数
字
だ
。

次
は
評
価
の
手
法
に
移
る
。
こ
こ
で
も
、
図

表
２
の
ご
と
く
、
明
快
な
体
系
が
出
来
上
が

っ
て
い
る
。
縦
軸
に
業
績
、
横
軸
に
上
下
・

4
割
が
新
卒
採
用

お
お
む
ね
3
年
間
の
契
約
制

賛
否
両
論
あ
る
3
6
0
度
評
価

5
年
運
用
し
た
実
績

周
囲
か
ら
の
３
６
０
度
評
価
を
置
き
、
合
計

９
つ
の
グ
リ
ッ
ド
で
社
員
を
評
価
し
て
い
る
。

縦
軸
の
業
績
評
価
は
上
司
が
下
す
。
い
ず
れ

も
絶
対
評
価
で
あ
る
。「
同
僚
、
部
下
、
上
司

か
ら
の
３
６
０
度
評
価
は
、
中
国
で
も
議
論

が
分
か
れ
て
い
て
、
人
事
の
専
門
雑
誌
に
賛

否
両
論
の
特
集
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
。
導
入
す

る
目
的
と
ツ
ー
ル
の
選
定
、
企
業
理
念
と
合

致
す
る
か
と
い
う
３
つ
の
判
断
が
と
て
も
重
要

で
す
。
当
社
の
企
業
理
念
は
、〝
学
習
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
常
に
革
新
を
目
指
す
集
団
〞
と
い
う
も

の
で
す
か
ら
、
３
６
０
度
評
価
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
す
る
害
よ
り
、
功
の
ほ
う
が
大

き
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
弊
害
が
出
た
ら
や
め

れ
ば
い
い
、
そ
れ
ま
で
は
ま
ず
実
行
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
で
す
」（
李
氏
）

３
６
０
度
評
価
は
年
１
回
の
実
施
で
あ
る
。

評
価
の
中
身
は
本
人
と
上
司
に
し
か
知
ら
さ

れ
な
い
（
同
社
は
こ
の
３
６
０
度
の
評
価
手

法
を
ツ
ー
ル
に
し
て
他
社
に
販
売
し
て
い
る
）。

運
用
か
ら
５
年
経
つ
が
、
さ
し
た
る
弊
害
は
出

て
い
な
い
と
い
う
。
問
題
は
、
９
つ
の
グ
リ
ッ

ド
の
う
ち
、
左
下
に
位
置
す
る
低
業
績
・
低

信
頼
の
社
員
の
扱
い
だ
。「
①
他
の
部
署
へ
の

異
動
、
②
能
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
受
講
、

③
降
格
の
３
つ
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
で
も
う
ま

く
行
か
な
い
場
合
は
ご
退
出
願
い
ま
す
」（
李

氏
）同

社
で
は
、
職
種
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ

人
を
育
て
る
企
業

能
力
を
伸
ば
す
企
業

直
属
の
上
司
が
採
点

学習 

目標 

顧
客
満
足
度 

戦略 

人事戦略 

社員満足度 

企業文化 

組織 

処遇 

配置 

教育 

評価 

チームワーク 

顧客ニーズ 

革新する力 社員に要求 

【図表1】東軟集団の人事制度の全体図【図表2】東軟集団の評価体系

わるい ふつう よい

よ
い

ふ
つ
う

わ
る
い

360度評価を実施

業績

総合素質（能力）
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ば
に
急
成
長
を
遂
げ
、
現
在
は
世
界
７
カ
国

に
拠
点
を
も
ち
、
社
員
数
約
一
万
名
、
中
国

に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
の
27
・
3
％
の

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
（
2
0
0
2
年
）
を
誇
る
。

同
社
の
人
事
制
度
を
採
用
の
場
面
か
ら
見

て
い
こ
う
。
名
門
・
清
華
大
学
を
出
て
す
ぐ

入
社
し
た
と
い
う
人
力
資
源
部
採
用
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の

蓉
氏
は
言
う
。「
採
用
は
、
こ

ん
な
人
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
を
社
内
か
ら
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。
人
を
選
ぶ
と
き
は
、
優
秀

な
人
材
と
い
う
よ
り
も
、
聯
想
に
ふ
さ
わ
し
い

人
を
優
先
し
ま
す
。
評
価
は
、
価
値
観
、
論

理
的
思
考
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
性
格
の
５
つ
の
観
点
か
ら
見
ま
す
」

採
用
対
象
は
、
新
卒
、
中
途
、
海
外
か
ら

の
帰
国
人
材
の
３
つ
で
あ
る
。
一
番
数
の
多

い
中
途
か
ら
見
て
い
く
と
、
そ
の
手
段
は
イ
ン

の
研
究
所
で
あ
る
中
国
科
学
院
計
算
技
術
研

究
所
の
な
か
の
小
さ
な
事
務
室
で
う
ぶ
声
を

あ
げ
た
。
国
が
資
金
を
提
供
し
、
研
究
員
が

経
営
と
研
究
に
あ
た
る
国
有
民
営
型
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
11
人
、
わ
ず
か

な
資
金
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
90
年
代
半

中
国
最
大
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

メ
ー
カ
ー
・
聯
想

れ
ん
そ
う

は
、
1
9
8
4
年
、
政
府

採
用
は
能
力
よ
り
ポ
ス
ト
優
先

適
性
テ
ス
ト
も
自
社
開
発

聯
想
集
団
（
ｌ
ｅ
ｎ
ｏ
ｖ
ｏ
）

２
７
１
ル
ー
ル
で
回
る

〝
天
井
な
き
舞
台
〞

ハ
イ
レ
ベ
ル
の

人
事
部
隊
が
後
押
し

蓉（Wu Xiaorong）氏
聯想集団有限公司
人力資源部　採用ディレクター

●設立年：1984年
●従業員数：約9705名
●業務内容：コンピュータの設計・製造・

販売
●売上げ：202億3329万香港ドル（2003

年）
●本社所在地：北京市

聯想集団（lenovo）

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
問
題
は
、
仕
事
の
意
欲
は
あ
る
の

に
、
自
分
が
や
り
た
い
仕
事
と
の
間
で
能
力
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
だ
。「
問
題
は
、
技
術
な

の
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
の
か
、
革
新
を
起

こ
す
力
な
の
か
を
見
極
め
た
う
え
で
、
既
存
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
自
学
自
習
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、

指
導
役
を
つ
け
た
学
習
、
と
い
う
４
つ
の
選
択

肢
か
ら
選
び
ま
す
。
ま
た
自
分
の
職
種
以
外

の
内
容
も
学
習
で
き
ま
す
」

劉
総
裁
も
こ
う
話
す
。「
大
学
か
ら
生
ま
れ

た
企
業
で
す
か
ら
、
事
業
の
根
本
に
、
人
を
育

て
る
思
想
が
深
く
根
づ
い
て
い
ま
す
。
社
員
の

平
均
年
齢
は
27
歳
と
非
常
に
若
い
。
つ
ま
り
、

当
社
は
個
人
の
能
力
を
伸
ば
す
学
校
で
も
あ

る
の
で
す
。
よ
く
、
経
験
が
足
り
な
い
と
思
わ

れ
る
人
で
も
背
伸
び
を
さ
せ
、
重
要
な
役
職
に

つ
け
た
り
し
ま
す
」

総
じ
て
、
会
社
の
理
念
と
戦
略
に
合
致
し

た
、
誰
も
が
理
解
し
や
す
い
明
確
な
人
事
制

度
が
実
現
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
に
３
６
０

度
評
価
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。

中
国
で
も
導
入
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

本
人
の
気
づ
き
を
促
し
、
能
力
開
発
を
進
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
昇
格
や
昇
進
、
逆
に
降
格

や
解
雇
な
ど
の
処
遇
に
反
映
さ
せ
る
の
に
、
絶

対
評
価
で
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
恐
れ
も
あ

る
。
日
本
で
は
、
上
司
や
同
僚
に
厳
し
い
評

価
を
下
せ
な
い
、
部
下
か
ら
の
評
価
導
入
に

現
場
の
抵
抗
が
強
い
と
い
う
理
由
で
、
紹
介

は
早
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
の
導
入
は
遅
れ
て

い
る
。
米
国
で
は
90
年
代
後
半
に
急
速
に
普

及
し
、
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
主
要
企
業
の
半

分
以
上
が
導
入
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
で
も

中
国
で
の
議
論
を
参
考
に
再
度
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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【図表3】聯想の新卒採用フロー

主
に
大
学
ご
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動（
外
部
委
託
）

応
募
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録

リ
ス
ト
ア
ッ
プ

筆
記
・
適
性
検
査

グ
ル
ー
プ
討
論

職
場
担
当
者
に
よ
る
面
接

採
否
決
定

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
就
職
説
明
会
、
新
聞
広
告
、

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
会
社
（
管
理
職
中
心
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
国
内
外
で
開
催
さ
れ

る
各
種
の
学
会
で
目
ぼ
し
い
人
材
を
見
つ
け

て
く
る
場
合
も
あ
る
。
国
の
研
究
所
出
自
の

会
社
な
ら
で
は
の
方
法
だ
。「
今
後
は
既
存
社

員
に
よ
る
知
人
の
紹
介
に
も
力
を
入
れ
た
い
」

と

氏
は
話
す
。

新
卒
あ
る
い
は
海
外
帰
国
組
の
場
合
、
採

用
業
務
の
前
段
階
を
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
会
社

に
委
託
を
し
て
い
る
。
中
途
と
、
新
卒
・
海

外
帰
国
組
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
フ
ロ
ー
を
図
表

３
に
掲
げ
て
お
く
。
図
中
に
適
性
検
査
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
聯
想
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
だ
。

論
理
的
思
考
力
、
言
語
力
、
数
学
、
図
形
、

そ
れ
に
性
格
や
職
業
観
も
見
る
た
め
の
も
の

で
、
回
答
に
は
２
時
間
か
か
る
。
こ
う
し
た
ツ

ー
ル
も
自
前
で
開
発
し
て
い
る
点
に
こ
の
会
社

の
人
事
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

聯
想
で
は
、
人
の
育
成
を
最
も
重
視
し
て

い
る
。
特
に
管
理
職
だ
。
管
理
職
で
も
初
級
、

中
級
、
上
級
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
育
成
す
べ
き
能
力
が
違
っ
て
く
る
。「
初

級
の
人
は
部
下
の
指
導
と
い
っ
た
管
理
技
術

が
中
心
で
す
が
、
中
級
に
な
る
と
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
高
め
な
が
ら
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

同
時
並
行
的
に
進
め
る
能
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
上
級
管
理
職
に
は
戦
略
策
定
力
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
学
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー

ス
を
用
意
し
た
り
、
海
外
で
経
験
を
積
ん
で
も

ら
っ
た
り
し
ま
す
」（

氏
）。
新
人
教
育
は
、

企
業
の
ル
ー
ル
、
自
社
製
品
の
知
識
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
な
ど
が
中
心
だ
。

仕
事
の
選
択
は
本
人
の
希
望
を
優
先
さ
せ

る
。
本
人
と
上
司
が
話
し
合
い
、
仕
事
の
中

身
が
決
ま
る
と
、
必
要
な
能
力
と
仕
事
の
間

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際

は
、
特
別
に
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
、

希
望
に
近
い
実
際
の
業
務
に
取
り
組
ま
せ
、

指
導
員
を
あ
て
が
い
、
実
地
で
学
習
さ
せ
る
。

社
内
に
は
聯
想
管
理
学
院
と
い
う
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
あ
り
、
一
般
社
員
に

は
１
人
当
た
り
年
間
5
0
0
0
元
、
上
級
管

理
職
に
は
２
万
元
の
教
育
費
を
投
じ
て
い
る
。

聯
想
の
人
事
制
度
の
真
骨
頂
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
先
ほ
ど
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、
部

下
と
上
司
が
話
し
合
う
と
述
べ
た
。
目
標
管

理
で
あ
る
。
そ
の
際
、
仕
事
の
内
容
、
手
順
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
と
と
も
に
、
最
終
的
な
仕

事
の
評
価
基
準
も
両
者
が
共
有
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
評
価
基
準
は
仕
事
の
内
容
、
職
種
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
異
な
る
。「
３
カ
月
も

し
く
は
６
カ
月
単
位
で
成
果
を
見
直
す
の
で

す
が
、
そ
の
際
、
上
司
は
部
下
を
相
対
評
価

で
ラ
ン
ク
づ
け
し
ま
す
。
そ
の
評
価
を
持
ち
寄

り
、
さ
ら
に
部
門
長
が
部
員
す
べ
て
を
ラ
ン
ク

づ
け
し
ま
す
。
上
位
２
割
が
優
秀
、
真
ん
中

７
割
が
普
通
、
下
位
１
割
は
劣
る
と
い
う
２

７
１
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
、
下
位
１
割
に
２

回
入
る
と
、
解
雇
さ
れ
ま
す
」（

氏
）

絶
対
評
価
な
ら
と
も
か
く
、
相
対
評
価
で

下
位
１
割
を
切
る
の
は
、
き
わ
め
て
ド
ラ
イ
な

や
り
方
に
思
え
る
。
そ
う
し
て
止
む
な
く
去
る

人
は
年
間
で
全
体
の
５
％
だ
と
い
う
。「
会
社

の
発
展
が
早
い
の
で
、
個
人
の
能
力
が
追
い

つ
か
な
い
と
、
会
社
は
も
ち
ろ
ん
本
人
に
と
っ

て
不
幸
で
す
」（

氏
）

た
だ
し
、
こ
の
ル
ー
ル
は
中
途
入
社
お
よ
び

社
歴
３
年
以
上
の
人
に
適
用
さ
れ
、
新
卒
は

除
外
さ
れ
る
。

管
理
職
向
け
に
は
、
１
年
に
１
回
、
上
司
、

同
僚
、
部
下
を
前
に
し
て
、
自
ら
の
１
年
間

の
業
績
、
能
力
向
上
の
成
果
を
発
表
す
る
会

が
あ
る
。
業
績
発
表
の
場
＝
述
職
、
能
力
発

表
の
場
＝
述
能
と
名
づ
け
ら
れ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
作
っ
た
資
料
を
も
と
に
、
各
15
分
程
度

で
各
人
が
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
そ
の
後
、
数
十

分
、
周
囲
か
ら
、
よ
く
や
っ
た
と
か
、
あ
ん
な

ミ
ス
が
あ
っ
た
で
は
な
い
か
と
か
、
指
摘
さ
れ

る
。「
内
部
で
は
『
価
値
あ
る
会
議
』
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
笑
）。
管
理
職
に
と
っ
て
の
目
標

達
成
発
表
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
」（

氏
）

業
績
発
表
の
内
容
は
よ
く
わ
か
る
。
で
も
、

能
力
発
表
の
場
と
は
何
が
話
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。「
部
門
ご
と
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

戦
略
策
定
、
顧
客
意
識
、
経
営
マ
イ
ン
ド
、

会
社
へ
の
忠
誠
度
、
決
定
力
、
実
行
力
、
論

理
的
思
考
力
と
い
っ
た
全
社
共
通
の
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
が
７
つ
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
こ

の
１
年
、
自
分
は
こ
れ
を
や
っ
た
、
こ
れ
が
足

年
1
回
の
述
職
と
述
能

管
理
職
に
も
試
練
の
場
が

で
き
な
い
者
は
去
れ
！

驚
愕
の
2
7
1
ル
ー
ル

人
材
育
成
を
重
視

そ
の
た
め
の
投
資
は
惜
し
ま
な
い
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友
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目
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用
友
軟
件
は
、
現
在
、
中
国
で
、
企
業
の

基
幹
業
務
ソ
フ
ト
お
よ
び
財
務
ソ
フ
ト
の
分

野
で
最
大
の
売
上
げ
を
誇
る
。
1
9
8
8
年
、

20
代
の
ふ
た
り
の
若
者
が
わ
ず
か
な
資
金
で
創

業
し
た
同
社
は
、
創
業
当
初
か
ら
急
成
長
を

遂
げ
、
現
在
は
社
員
4
0
0
0
人
、
シ
リ
コ

育
成
よ
り
採
用
が
大
切

能
力
の
8
割
は
生
ま
れ
つ
き

唐　 （Tang
Changjun）氏
用友軟件股　有限
公司人力資源部
教育マネージャー

り
な
か
っ
た
と
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の
で
す
」（

氏
）そ

の
内
容
を
も
と
に
、
そ
の
上
の
上
司
（
時

に
は
評
価
チ
ー
ム
が
加
わ
る
）
が
当
該
管
理
職

の
評
価
を
下
す
。
聞
け
ば
、
先
述
し
た
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
紐
づ
き
、
細
か
な
行
動

パ
タ
ー
ン
リ
ス
ト
が
付
随
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
も
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
２
社
を
使

っ
て
参
考
意
見
の
み
を
聴
取
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
自
社
で
作
成
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

他
社
向
け
の
人
事
コ
ン
サ
ル
の
部
隊
を
社
内

に
抱
え
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。

こ
ん
な
に
評
価
の
厳
し
い
聯
想
だ
が
、
中
国

の
大
学
生
か
ら
は
就
職
し
た
い
企
業
、
第
４

位
の
人
気
企
業
だ
（
33
ペ
ー
ジ
参
照
）。「
賃
金

は
平
均
よ
り
少
し
上
で
、
決
し
て
賃
金
が
高

い
会
社
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ち
の
人
事
の
根

本社にある吹き抜けの休息兼打ち合せスペース。ここで、経営陣
がコーヒーを飲みながら社員と歓談する時間が週に1時間ある

本
理
念
は
『
天
井
な
き
舞
台
』
と
い
う
も
の
。

能
力
あ
る
者
は
ど
こ
ま
で
も
上
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
発
展
空
間
の
大
き
さ

に
ひ
か
れ
て
入
社
を
希
望
す
る
人
が
多
い
の
で

す
」（

氏
）

こ
の
聯
想
は
日
本
の
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
10
年
先
を
行
く
好
事
例
だ
。
評
価
基
準
は

上
司
と
部
下
と
の
話
し
合
い
で
決
め
る
。
し
か

も
絶
対
評
価
で
は
な
く
相
対
評
価
で
行
い
、

２
７
１
ル
ー
ル
で
低
業
績
者
を
切
る
。
採
用

プ
ロ
セ
ス
は
日
本
と
あ
ま
り
差
が
な
い
が
、
す

べ
て
の
選
考
ツ
ー
ル
を
自
社
で
開
発
し
、
適
性

テ
ス
ト
ま
で
作
成
し
て
い
る
。
人
事
担
当
者
の

能
力
も
欧
米
並
み
で
、
す
べ
て
が
世
界
を
意

識
し
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
や

れ
る
企
業
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
優
秀
な
人
事

ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
企
業
は
日
本
に
は
あ
ま
り

な
い
。

大
学
生
に
は
憧
れ
の
企
業

日
本
の
人
事
の
10
年
先
を
行
く
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ン
バ
レ
ー
に
も
拠
点
を
も
つ
巨
大
ソ
フ
ト
メ
ー

カ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
創
業
者
の
会

長
が
、
社
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

を
自
ら
探
し
出
し
て
入
社
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
物
語
る
よ
う
に
、
優
秀
な
人
材
の
獲

得
こ
そ
が
企
業
競
争
力
を
高
め
る
と
い
う
考

え
が
貫
か
れ
て
い
る
。
人
力
資
源
部
の
唐

氏
は
話
す
。「
人
の
能
力
の
８
割
は
生
来
の

も
の
で
、
採
用
す
る
側
は
そ
れ
を
見
抜
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
育
成
で
き
る
の
は
２
割
だ
け
で

す
」新

卒
、
中
途
合
わ
せ
て
、
中
心
と
な
る
採

用
手
段
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
雑
誌
や
新
聞

広
告
、
人
材
斡
旋
が
そ
れ
に
続
く
。
最
近
は

社
員
が
知
人
を
紹
介
す
る
や
り
方
も
始
ま
っ

た
。
採
用
に
至
っ
た
場
合
、
一
般
社
員
の
場

合
は
5
0
0
元
、
管
理
職
の
場
合
は
3
0
0

0
元
が
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
販
売

な
ら
び
に
運
用
サ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
即
戦
力

の
人
材
を
効
率
よ
く
採
用
す
る
た
め
、
こ
ん
な

や
り
方
も
実
施
し
て
い
る
。「
専
門
知
識
を
６

カ
月
で
学
ぶ
独
自
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

寮
費
や
教
材
費
も
含
め
、
料
金
は
約
5
0
0

0
元
。
は
じ
め
の
３
カ
月
で
基
礎
を
学
び
、
中

間
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
人
が
実
践
コ
ー
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
修
了
生
の
約
半
分
が
実
際
に

当
社
に
入
社
し
ま
す
」（
唐
氏
）。
人
材
育
成
の

初
期
費
用
を
本
人
に
負
担
さ
せ
、
あ
わ
せ
て

即
戦
力
の
人
材
を
確
実
に
確
保
す
る
方
法
だ
。

同
社
の
人
事
制
度
の
根
本
に
は
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ヘ
イ
の
助
け
を
借
り
て
作

っ
た
Ｋ
Ｃ
Ｉ（K
ey
C
om
petence

Indicator

）

が
あ
り
、
最
近
、
よ
う
や
く
運
用
の
段
階
に
入

っ
た
。
こ
れ
は
社
員
全
員
に
共
通
す
る
も
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
（
研
究
開
発
、
営
業
、
運

用
サ
ポ
ー
ト
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
ご
と
の

も
の
、
リ
ー
ダ
ー
層
の
も
の
（
戦
略
策
定
者
と

一
般
管
理
職
の
２
種
類
）
が
あ
る
（
図
表
４
）。

「
こ
れ
を
選
別
、
教
育
、
配
置
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
管
理
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
活

用
し
ま
す
（
図
表
５
）」（
唐
氏
）

評
価
に
つ
い
て
は
、
職
種
、
職
位
ご
と
に
評

価
基
準
が
決
ま
っ
て
い
る
。
基
本
は
目
標
管

理
で
あ
る
。
設
定
目
標
に
対
す
る
達
成
度
が

業
績
と
な
る
。「
個
人
の
目
標
を
す
べ
て
数
値

化
し
て
い
ま
す
。
営
業
な
ら
売
上
げ
数
字
、
開

発
な
ら
問
題
発
生
率
や
納
期
、
人
事
な
ら
、

例
え
ば
、
先
述
し
た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講

者
と
採
用
歩
留
ま
り
率
な
ど
で
す
」（
唐
氏
）。

部
署
単
位
で
は
、
週
ご
と
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
３
カ
月
に
一
度
評

価
会
議
が
開
か
れ
る
。
会
議
に
際
し
、
個
々

の
社
員
が
自
己
評
価
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、

上
司
に
提
出
す
る
。
上
司
は
周
囲
の
意
見
も

全社員共通 

管理職 

経営陣 

職種別 

研究開発 
営業 
運用サポート 
アフターサービス 
 

マネジメント 

戦略策定 

【図表4】用友軟件のコンピテンシーモデル

モチベーション 

教育 

選別 

配置 

KCI

【図表5】KCIをさまざまな局面で活用

ヘ
イ
の
助
け
を
借
り

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
管
理
は
じ
ま
る

個
人
目
標
を
数
値
化

3
カ
月
ご
と
の
目
標
管
理

聞
き
、
目
標
と
業
績
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

最
終
評
価
を
下
す
。

「
低
業
績
者
は
賞
与
が
下
が
り
、
昇
進
も
不
可

能
に
な
り
ま
す
か
ら
、
自
然
に
退
職
し
て
い
き

ま
す
。
年
間
退
職
者
数
は
全
体
の
５
〜
７
％

で
す
」（
唐
氏
）

米
国
企
業
の
人
事
管
理
を
大
い
に
参
考
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
と
唐
氏
に
尋
ね
る
と
、

「
米
国
と
い
う
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
っ
た
ほ

う
が
正
し
い
で
す
ね
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
た
。

最
後
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
私
ど
も
は
、

先
の
57
号
の
特
集
で
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
管
理

は
、
米
国
で
も
成
功
事
例
が
あ
ま
り
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
適
切
な
人
材
を
示
す
採
用

基
準
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
用
友
も
、
実
際
の
活
用
は
未
知

数
の
部
分
が
多
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お

り
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。
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北
京
網
新
喜
思
軟
件
技
術

人
材
評
価
の
全
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
論
む

採
用
に
直
結
す
る

大
学
と
の
教
育
提
携

楊 暁 東
（Yang Xiaodong）氏
北京網新喜思軟件技術有
限公司　董事　常務副総
経理

●設立年：2001年
●従業員数：316名
●業務内容：日本向けソフトの受注開発
●売上げ：7億円（2003年）
●本社所在地：北京市

北京網新喜思軟件
技術

ふ
さ
わ
し
い
人
を
採
用
す
る
た
め
、
ど
ん
な
や

り
方
を
し
て
い
る
の
か
、
前
者
か
ら
見
て
い
こ

う
。新

思
ソ
フ
ト
は
、
Ｉ
Ｔ
教
育
の
先
端
大
学
、

杭
州
に
あ
る
浙
江
大
学
が
株
主
で
あ
り
パ
ー

ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
北
京
工
業
大

学
な
ど
、
４
つ
の
大
学
と
も
人
材
教
育
提
携

を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
大
学

で
は
、
３
年
生
向
け
に
、
日
本
語
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
技
術
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
新
思
ソ
フ
ト

が
欲
し
い
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
特
別
講

義
が
組
ま
れ
て
い
る
。
同
社
へ
の
入
社
を
希
望

す
る
学
生
は
、
そ
れ
ら
を
受
講
し
単
位
を
取
得

し
た
う
え
で
、
卒
業
の
半
年
前
か
ら
は
、
同
社

で
採
用
選
考
を
兼
ね
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
す
る
。「
講
座
の
費
用
負
担
者
は
新
卒
市

場
の
状
況
で
変
わ
り
ま
す
。
売
り
手
市
場
の

場
合
は
当
社
が
費
用
を
負
担
し
、
逆
の
場
合

は
大
学
が
負
担
す
る
。
大
学
側
も
学
生
が
売

れ
残
っ
た
ら
大
変
で
す
か
ら
ね
」（
楊
氏
）

一
方
の
日
本
語
人
材
の
ほ
う
は
こ
ん
な
や

北
京
網
新
喜
思
軟
件
技
術
（
以
下
、
新
思

ソ
フ
ト
）
は
、
2
0
0
1
年
11
月
、
日
本
で

働
い
た
経
験
の
あ
る
３
人
の
中
国
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
率
い
る
ソ
フ
ト
会
社
を
合
併
し
て
で

き
た
会
社
で
あ
る
。
日
本
向
け
ソ
フ
ト
の
受
注

開
発
が
主
な
業
務
で
、
日
本
の
大
手
Ｓ
Ｉ
ベ

ン
ダ
ー
と
メ
ー
カ
ー
が
主
要
顧
客
だ
。「
品
質

立
社
」
を
経
営
理
念
に
す
え
、
社
員
の
個
人

業
績
へ
の
品
質
評
価
の
反
映
や
、
徹
底
し
た

社
員
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

同
社
の
新
卒
の
採
用
手
法
は
か
な
り
ユ
ニ

ー
ク
だ
。
人
事
を
担
当
す
る
董
事
　
常
務
副

総
経
理
の
楊
暁
東
氏
は
こ
う
話
す
。「
わ
が
社

が
欲
し
い
新
卒
は
２
種
類
で
す
。
優
秀
な
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
専
攻
の
学
生
と
、
日
本
語
が
堪

能
な
学
生
で
す
。
当
社
の
顧
客
は
ほ
ぼ
日
本

企
業
で
す
か
ら
日
本
語
が
必
須
な
の
で
す
」。

大
学
と
一
体
と
な
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
新
卒
採
用
手
法

り
方
だ
。「
日
本
語
の
能
力
が
高
く
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
も
興
味
が
あ
る
人
材
に
、
こ
ち
ら
が

指
定
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
に
自
費

で
通
っ
て
も
ら
い
、
学
習
成
果
を
テ
ス
ト
し
、

合
格
し
た
人
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
20

名
の
新
卒
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
倍

の
40
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
」（
楊
氏
）

中
途
入
社
に
つ
い
て
は
即
戦
力
の
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
を
、
数
に
し
て
年
間
10
数

人
、
ネ
ッ
ト
や
人
材
斡
旋
会
社
な
ど
を
通
し

て
採
用
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
新
卒
採
用
に

関
し
て
、
特
定
の
大
学
と
こ
こ
ま
で
密
接
な
関

係
を
結
び
、
あ
る
い
は
、
入
社
前
か
ら
、
こ
こ

ま
で
徹
底
し
て
学
生
の
即
戦
力
化
を
図
っ
て

い
る
企
業
は
中
国
で
も
稀
だ
。

め
で
た
く
採
用
さ
れ
入
社
す
る
と
、
今
度
は

厳
密
な
評
価
制
度
が
社
員
を
待
っ
て
い
る
。

新
思
ソ
フ
ト
の
賃
金
は
、
基
本
給
と
業
績
給

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
副
社
長
の
朱
士
乾
氏

が
話
す
。「
基
本
給
は
技
術
レ
ベ
ル
で
評
価
さ

れ
ま
す
。
社
内
基
準
で
す
が
、
４
級
あ
り
ま
す
。

人
事
や
経
理
な
ど
、
管
理
部
門
に
は
ま
た
別

の
指
標
が
あ
り
ま
す
。
業
績
給
は
、
作
業
量
、

品
質
、
就
業
態
度
の
３
つ
で
測
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
絶
対
評
価
で
す
」

作
業
量
、
品
質
は
よ
く
わ
か
る
。
問
題
は

就
業
態
度
だ
。「
協
調
性
、
責
任
感
、
ル
ー
ル

遵
守
の
３
つ
を
、
５
段
階
で
評
価
し
ま
す
。

い
か
に
も
日
本
的
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

朱 士 乾
（Zhu Shiqian）氏
北京網新喜思軟件技術有
限公司　副社長

賃
金
は
毎
月
変
動

熱
心
な
社
内
学
習



い
ろ
な
人
事
制
度
は
平
均
の
８
割
の
人
が
納

得
で
き
れ
ば
よ
く
て
、
優
秀
層
１
割
に
納
得

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
ル
ー
ル
を
曲
げ
て
も

処
遇
す
れ
ば
い
い
。
逆
に
下
位
１
割
に
納
得

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
、
彼
ら
が
辞
め
る
の

を
待
て
ば
い
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
年
間
10
％

く
ら
い
の
退
職
率
が
適
切
だ
ろ
う
と
思
う
の
で

す
」（
朱
氏
）

最
近
、
開
発
部
の
部
長
が
ど
う
に
も
業
績

が
上
が
ら
な
い
社
員
４
名
に
最
後
通
告
を
言

い
渡
し
た
。
し
か
し
、
４
名
が
４
名
と
も
会
社

を
辞
め
た
く
な
い
と
言
い
張
っ
た
。

「
仕
方
な
い
の
で
、
う
ち
２
名
は
私
の
紹
介
で

他
の
会
社
へ
転
職
し
、
残
り
２
名
は
も
う
１

年
頑
張
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う

い
う
温
情
的
な
部
分
は
わ
れ
わ
れ
が
日
本
企

業
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」（
楊
氏
）

正
し
く
効
率
的
に
社
員
を
ど
う
評
価
す
る

か
、
そ
の
こ
と
で
企
業
の
競
争
力
を
ど
う
担
保

す
る
か
、
世
界
中
の
ど
ん
な
企
業
に
と
っ
て
も

切
実
な
問
題
で
あ
る
。
同
社
は
業
績
評
価
へ

の
取
り
組
み
に
多
大
の
労
力
を
か
け
て
い
る
。

評
価
を
め
ぐ
る
会
社
と
社
員
の
真
剣
な
態
度

が
印
象
的
だ
っ
た
。
辞
め
て
も
ら
い
た
い
社
員

へ
の
温
情
的
な
対
応
は
日
本
的
と
い
え
る
が
、

一
方
で
、
今
の
日
本
企
業
は
こ
の
会
社
ほ
ど

温
情
的
で
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。

す
べ
て
の
評
価
を
数
値
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
の
で
す
が
…
…
」（
朱
氏
）

そ
の
他
、
日
本
語
レ
ベ
ル
、
管
理
職
は
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
毎
月
手
当
が
つ

く
。「
そ
れ
ぞ
れ
６
段
階
あ
り
ま
す
。
特
に
日

本
語
能
力
は
毎
年
４
月
に
社
内
統
一
試
験
が

あ
り
、
手
当
が
毎
月
出
ま
す
か
ら
、
皆
懸
命

に
勉
強
し
て
い
ま
す
」（
朱
氏
）。
ま
る
で
学
校

の
よ
う
な
会
社
な
の
だ
。

賃
金
水
準
に
つ
い
て
、
他
の
会
社
の
レ
ベ

ル
を
参
考
に
し
て
決
定
す
る
要
素
は
少
な
い

が
、
日
本
向
け
ソ
フ
ト
開
発
会
社
の
な
か
で
は

平
均
よ
り
や
や
高
い
レ
ベ
ル
だ
と
い
う
。「
最

近
、
う
ち
よ
り
賃
金
の
高
い
日
本
向
け
ソ
フ
ト

会
社
か
ら
転
職
し
て
き
た
人
が
い
る
の
で
す

が
、
転
職
理
由
は
、
自
分
の
能
力
が
伸
ば
せ

る
感
じ
が
し
た
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
中
国

人
は
少
し
で
も
賃
金
が
高
い
会
社
に
す
ぐ
移

る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
い
人
ほ
ど
特
に
、
自
分
を
大
き

く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
会
社
で
働
き
た
い
と
思

う
の
で
す
」（
朱
氏
）

あ
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
昨
年
、
北
京
市
内

に
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
年
間
離
職
率
は
20
％
だ

っ
た
。「
当
社
の
場
合
は
5
・
7
％
で
す
。
退

職
率
が
あ
ま
り
高
く
て
も
困
り
ま
す
が
、
逆
に

低
す
ぎ
る
の
も
考
え
も
の
。
ひ
と
つ
の
会
社
に

は
、
で
き
る
人
が
１
割
、
平
均
の
人
が
８
割
、

で
き
な
い
人
が
１
割
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
。
上
司
の
お
ぼ
え
が
め
で
た
い
人
が
高
評
価

を
得
る
危
惧
は
あ
る
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
評
価
を
そ
の
上
の
上
司
が
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
で
、
そ
の
弊
は
あ
る
程
度
免
れ
て
い
る
は

ず
で
す
」

何
カ
月
ご
と
に
、
こ
う
し
た
評
価
が
行
わ
れ

る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
驚
く
な
か
れ
。
何

と
毎
月
評
価
が
行
わ
れ
、
毎
月
、
賃
金
が
変

動
す
る
の
だ
！

経
理
業
務
も
大
変
だ
ろ
う
。

し
か
も
賞
与
も
年
４
回
支
給
さ
れ
る
。「
勤
務

態
度
な
ど
は
毎
月
変
動
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
私
生
活
に
波
風
が
あ
っ
た

と
き
な
ど
は
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
毎
月
実
施
す
る
こ
と
で
、
管
理
コ
ス
ト
も

膨
大
な
の
で
す
が
、
評
価
時
期
に
近
い
業
績

ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
が
ち
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面

は
逆
に
払
拭
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
わ
れ
わ

れ
は
技
術
者
集
団
で
す
か
ら
、
最
終
的
に
は
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Part2 中国企業の大変貌1

退
職
率
の
適
正
値
は

年
間
10
％
程
度

厳
し
い
評
価
の
反
面

日
本
的
な
温
情
さ
も
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中
国
上
海
俊
杭
電
子

仕
事
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

評
価
を
全
社
で
公
開

毎
月
昇
給
・
毎
月
減
給

も
あ
り
得
る

●設立年：1997年
●従業員数：約30名
●事業内容：ソフトウェアとハードウェア

の開発・生産・販売
●本社所在地：上海市

中国上海俊杭電子
有限公司

蒋寿杭（Syo
Jyukou）氏
上海俊杭電子
有限公司
董事
市場開発部経理

強
い
の
だ
。
彼
ら
に
応
え
る
た
め
、
ど
ん
な
組

織
を
目
指
し
て
き
た
か
、
蒋
氏
は
話
す
。「
会

社
の
雰
囲
気
を
自
由
に
楽
し
く
す
る
こ
と
で

す
。
ル
ー
ル
を
少
な
く
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
考
え
や
習
慣
を
尊
重
し
、
社
員
が
能
力
や

個
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
社
員
に
も
、

仕
事
を
完
全
に
任
せ
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
己
管
理
能
力
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積

極
性
を
引
き
出
す
こ
と
で
す
」

賃
金
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
完
全
な
能

力
主
義
と
成
果
主
義
を
採
用
し
て
い
る
と
い

う
。「
入
社
時
の
基
本
給
は
低
め
に
設
定
し
て

い
ま
す
。
優
秀
な
社
員
と
、
一
般
的
な
社
員

と
の
報
酬
に
差
を
つ
け
る
た
め
で
す
。
採
用
時

に
、
努
力
し
て
優
秀
な
社
員
に
な
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
高
い
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う

で
な
い
場
合
、
他
社
と
比
較
し
て
も
低
い
報

酬
し
か
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
い
ま
す
。
昇
給
は
年
１
回
で
は
な

く
、
能
力
が
上
が
れ
ば
随
時
昇
給
し
ま
す
。
逆

に
、
能
力
が
下
が
れ
ば
減
給
で
す
。
賞
与
は
年

2
回
で
、
優
秀
な
社
員
と
、
そ
う
で
な
い
社
員

と
の
差
が
10
倍
以
上
つ
き
ま
す
。
こ
う
し
た
制

度
に
よ
っ
て
、
優
秀
な
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
逆
に
、
能
力
が
向
上
し

な
い
社
員
は
淘
汰
さ
れ
、
自
ら
辞
め
て
い
き
ま

す
」（
蒋
氏
）

中
国
に
は
ソ
フ
ト
開
発
に
従
事
す
る
人
材

秀
な
人
材
が
流
出
し
な
い
こ
と
を
目
的
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
材
を
引
き
止
め
る
最
も
簡

単
な
方
法
は
、
高
い
報
酬
を
払
う
こ
と
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
大
手

ほ
ど
報
酬
を
与
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
違

う
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

流
動
性
が
最
も
高
い
と
い
わ
れ
る
上
海
の

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
企
業
に
求
め
て
い
る
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
優
秀
な
人
材
が
、

賃
金
以
外
で
企
業
に
求
め
る
こ
と
が
５
つ
あ

り
ま
す
。
①
働
き
や
す
い
環
境
、
②
公
正
か
つ

正
確
な
評
価
、
③
能
力
発
揮
と
能
力
向
上
の

機
会
、
④
仕
事
か
ら
得
ら
れ
る
達
成
感
、
⑤

会
社
の
成
長
で
す
。
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す

た
め
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
」（
蒋
氏
）

起
業
当
時
は
日
本
人
の
採
用
を
念
頭
に
置

い
た
が
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
ら
ず
困
っ
て
い

た
。
中
国
人
の
採
用
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が
飛

躍
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
30
名
程
度
の
中
小

企
業
だ
が
、
新
卒
で
入
社
し
て
く
る
人
材
は

上
海
交
通
大
学
な
ど
一
流
大
学
出
身
者
が
多

い
。
中
国
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
志
向
が
そ
れ
だ
け

中
国
上
海
俊
杭
電
子
は
、
計
測
ソ
フ
ト
の

開
発
を
主
な
事
業
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

だ
。
日
本
に
も
事
務
所
を
も
ち
、
ジ
ャ
ス
ト
ウ

ェ
ア
と
名
乗
っ
て
い
る
。
社
長
の
呉
俊
氏
は
、

名
門
・
上
海
交
通
大
学
の
修
士
課
程
を
修
了

し
た
後
、
日
本
に
留
学
し
東
京
大
学
の
博
士

課
程
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
寺
岡
精

工
で
技
術
者
と
し
て
働
い
た
後
、
1
9
9
7

年
に
独
立
し
た
。
最
初
は
日
本
で
起
業
し
た

が
、
2
0
0
0
年
に
上
海
で
事
業
会
社
を
設

立
し
た
。
現
在
の
社
員
は
約
30
名
で
あ
る
。

同
社
董
事
の
蒋
寿
杭
氏
は
話
す
。「
中
国
で

は
I
T
人
材
の
流
動
性
は
日
本
以
上
に
高
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
当
社
の
人
事
制
度
は
、
優

日
本
帰
り
の
博
士
が
起
業

計
測
ソ
フ
ト
の
開
発
が
主

人
事
制
度
づ
く
り
の
根
本
は

優
秀
な
人
材
が
流
出
し
な
い
こ
と

完
全
な
能
力
主
義
と
成
果
主
義

ボ
ー
ナ
ス
で
10
倍
の
差
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Part2 中国企業の大変貌1

上
場
し
、
現
在
、
市
内
に
4
6
0
0
台
、
郊

外
に
1
5
0
0
台
の
車
両
を
走
ら
せ
て
い
る
。

上
海
市
内
の
タ
ク
シ
ー
の
数
は
約
４
万
台
、

シ
ェ
ア
は
約
１
割
だ
。
タ
ク
シ
ー
は
規
制
業
界

上
海
巴
士
出
租
汽
車
（
巴
士
＝
バ
ス
、
出

租
汽
車
＝
タ
ク
シ
ー
の
意
）
は
上
海
市
内
に

７
社
あ
る
大
手
タ
ク
シ
ー
会
社
の
う
ち
の
１

社
で
、
国
有
企
業
だ
。
1
9
9
6
年
に
株
式

の
数
は
多
い
が
、
し
っ
か
り
し
た
知
識
や
技
術

を
有
す
る
人
材
は
決
し
て
多
く
な
い
。
同
社
で

人
材
を
ネ
ッ
ト
募
集
す
る
と
1
0
0
通
を
超

え
る
応
募
が
殺
到
す
る
そ
う
だ
が
、
レ
ジ
メ
に

書
か
れ
た
能
力
や
経
験
と
、
実
際
の
も
の
が
か

け
離
れ
た
応
募
が
多
か
っ
た
た
め
、
昨
年
後
半

か
ら
試
験
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
応
募
者
の
多

く
が
６
割
以
下
の
点
数
し
か
取
れ
ず
、
軒
並

み
不
採
用
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
採
用
を
決

定
し
た
人
材
に
は
、
人
事
の
考
え
方
を
十
二

分
に
説
明
し
、
お
互
い
に
納
得
し
た
う
え
で
入

社
を
決
め
て
い
る
と
い
う
。

次
は
、
人
材
の
評
価
方
法
と
、
処
遇
へ
の

反
映
の
さ
せ
方
で
あ
る
。「
透
明
で
公
正
な
評

価
を
最
も
重
視
す
る
」
と
い
う
蒋
氏
は
、
評
価

の
具
体
策
に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

「
年
２
回
の
賞
与
を
決
め
る
た
め
に
、
各
社
員

に
、『
仕
事
の
姿
勢
、
仕
事
の
難
易
度
、
仕
事

の
量
、
仕
事
の
効
率
と
品
質
』
の
5
つ
の
側

面
か
ら
自
己
評
価
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
上
司
も
含

め
て
、
仕
事
に
関
係
し
て
い
る
社
員
す
べ
て
が

そ
の
人
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
ト
ッ
プ
に
送

り
ま
す
。
ト
ッ
プ
は
他
の
社
員
の
評
価
点
を
集

計
し
、
自
分
の
点
数
も
加
味
し
て
、
そ
の
合

計
点
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
ま
す
。
賞
与
は
そ

の
点
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
一
般
社
員
の
な
か
か
ら
、
点
数
の

高
い
人
を
選
び
、
優
秀
リ
ー
ダ
ー
、
優
秀
社

員
と
し
て
表
彰
し
、
賞
金
を
贈
呈
し
ま
す
」

徹
底
し
た
オ
ー
プ
ン
な
評
価
を
実
施
し
て

い
る
同
社
だ
が
、
蒋
氏
は
こ
う
も
話
す
。「
社

員
数
が
増
え
た
、
新
製
品
が
開
発
さ
れ
た
、

売
上
げ
が
前
年
よ
り
増
加
し
た
、
新
し
い
オ
フ

ィ
ス
に
引
っ
越
し
た
な
ど
、
常
に
会
社
自
体
が

変
化
し
、
成
長
し
て
い
る
と
社
員
が
実
感
で

き
る
経
営
を
心
が
け
た
い
」

業
績
評
価
を
こ
こ
ま
で
徹
底
す
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
働
く
側
の
意
識
や
関
心
が
高
い
か
ら

だ
が
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
経
営
側
の
努

力
も
無
視
で
き
な
い
と
感
じ
た
。
公
開
性
を
重

視
し
、
制
度
を
補
完
す
る
話
し
合
い
の
実
施

な
ど
、
と
こ
と
ん
社
員
に
評
価
を
納
得
さ
せ
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
示
唆
に
富
む
事
例
で
あ
る
。

透
明
で
公
正
な
評
価

全
社
の
結
果
を
ネ
ッ
ト
上
に
公
開

で
あ
り
、
企
業
の
都
合
で
車
の
数
を
増
や
せ
な

い
。
会
社
の
規
模
拡
大
を
果
た
す
に
は
、
同

業
の
買
収
や
合
併
し
か
道
は
な
い
。
総
経
理

の
殷
賢
徳
氏
は
語
る
。「
ス
タ
ー
ト
時
、
う
ち

に
は
タ
ク
シ
ー
が
5
0
0
台
し
か
な
く
、
そ
れ

が
今
は
10
倍
で
す
。
中
小
の
タ
ク
シ
ー
会
社
や

個
人
業
者
を
買
収
し
た
結
果
で
、
こ
れ
か
ら

も
買
収
は
経
営
の
最
重
要
課
題
で
す
」

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
見

て
い
こ
う
。
台
数
規
制
の
関
係
で
、
採
用
は

欠
員
補
充
の
形
で
行
わ
れ
る
。
男
性
60
歳
、

女
性
55
歳
の
定
年
制
が
あ
る
た
め
、
募
集
対

象
は
男
性
45
歳
以
下
、
女
性
35
歳
以
下
の
免

許
取
得
者
だ
。
運
転
手
の
数
は
現
在
9
0
0

0
人
で
あ
る
が
、
確
実
に
稼
げ
る
職
種
で
あ
る
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基
準
が
あ
り
、
星
（
★
）
の
数
で
技
量
が
わ
か

る
仕
組
み
だ
。
星
な
し
か
ら
星
５
つ
ま
で
６
段

階
で
、
星
を
獲
得
し
ラ
ン
ク
を
上
げ
る
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
常
識
、
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
の
試
験

が
課
さ
れ
る
。
星
５
つ
レ
ベ
ル
の
人
は
英
語
で

日
常
会
話
が
で
き
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
は
か
な

り
高
い
。
３
つ
星
以
上
に
は
奨
励
金
が
会
社

か
ら
毎
月
支
払
わ
れ
る
。
同
社
に
は
５
つ
星

運
転
手
は
１
名
し
か
お
ら
ず
、
毎
月
1
0
0

0
元
の
奨
励
金
を
手
に
し
て
い
る
。
実
は
星

印
で
運
転
手
の
ラ
ン
ク
づ
け
を
す
る
制
度
は
日

本
に
も
存
在
す
る
が
、
多
く
の
星
を
獲
得
し
て

も
金
銭
的
な
見
返
り
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

運
転
手
9
0
0
0
人
を
管
理
す
る
の
は
50

数
人
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
だ
。
採
用
は
、
既
存
社

員
含
め
、
縁
を
頼
っ
て
の
紹
介
か
、
市
が
管

理
す
る
人
材
市
場
に
募
集
を
出
す
か
、
ど
ち

ら
か
で
行
わ
れ
る
。
即
戦
力
が
欲
し
い
た
め
、

新
卒
は
稀
に
し
か
採
用
し
な
い
。

国
営
企
業
に
は
厄
介
な
問
題
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
80
年
代
後
半
を
境
に
、
終
身
雇
用

が
前
提
で
入
社
し
た
人
と
、
期
間
を
区
切
っ

た
契
約
制
の
人
が
混
在
し
て
い
る
の
だ
。
終
身

雇
用
契
約
の
人
を
契
約
制
に
改
め
る
か
否
か
、

は
企
業
ご
と
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
契

約
制
に
改
め
る
場
合
、
勤
続
年
数
に
よ
る
退

職
金
を
支
払
い
、
改
め
て
期
間
を
区
切
っ
た

契
約
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。

た
め
人
気
が
高
く
、
常
時
40
〜
50
人
が
採
用

選
考
を
待
っ
て
い
る
状
態
だ
。

車
１
台
に
つ
き
、
1
・
5
人
の
運
転
手
を

配
置
す
る
や
り
方
は
日
本
と
変
わ
ら
な
い
が
、

面
白
い
の
は
、
人
で
は
な
く
、
ま
ず
車
あ
り
き

で
、
車
が
故
障
し
な
い
範
囲
で
働
く
点
で
あ
る
。

定
年
制
の
範
囲
内
で
普
通
は
５
年
契
約
を
結

び
、
割
り
当
て
ら
れ
た
車
の
耐
用
年
数
内
で

あ
れ
ば
契
約
を
更
新
で
き
る
。
交
通
事
故
や

違
法
運
転
な
ど
が
発
覚
し
た
場
合
、
会
社
は

運
転
手
を
解
雇
で
き
る
。
逆
に
契
約
期
間
内

で
辞
め
る
場
合
、
運
転
手
は
会
社
に
違
約
金

を
払
う
。
ま
だ
ま
だ
車
が
希
少
価
値
で
あ
る
中

国
な
ら
で
は
の
車
優
先
の
労
働
契
約
で
あ
る
。

人
事
部
門
の
責
任
者
、
李
州

氏
は
こ
う

話
す
。

「
賃
金
の
決
め
方
も
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
。

働
い
た
時
間
当
た
り
32
元
を
運
転
手
は
会
社

に
納
め
ま
す
。
１
日
８
時
間
労
働
、
22
日
勤

務
と
し
て
月
5
0
0
0
元
（
＝
約
７
万
円
。

上
海
市
内
の
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
は
10
元
）

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
や
車
の
維
持
費
は
運
転
手

持
ち
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
収
入
は
す
べ
て
運

転
手
の
取
り
分
で
す
」。
車
と
い
う
設
備
は
用

意
す
る
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
さ
な
が
ら
の
自

営
業
と
も
い
え
、
中
国
の
労
働
者
の
意
識
を

う
ま
く
反
映
し
た
制
度
と
い
え
る
。

運
転
手
の
評
価
だ
が
、
上
海
市
内
共
通
の

9
0
0
0
人
の
運
転
手
を

50
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
管
理

「
も
と
も
と
当
社
は
、
契
約
切
り
替
え
を
実
施

し
た
会
社
と
、
終
身
雇
用
で
い
く
会
社
が
合

併
し
て
で
き
た
の
で
、
同
じ
年
齢
、
職
種
で
も
、

契
約
制
と
終
身
雇
用
の
人
が
混
在
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
微
妙
な
感
情
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

年
々
、
契
約
制
の
人
ば
か
り
が
下
か
ら
上
が

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
終
身
雇
用
意
識
は
徐
々

に
払
拭
さ
れ
て
き
ま
し
た
」（
李
氏
）

評
価
の
仕
組
み
だ
が
、
業
績
と
社
員
満
足

度
と
い
う
２
つ
の
指
標
で
行
わ
れ
る
。
前
者
は

各
職
種
、
地
位
に
よ
っ
て
指
標
が
設
け
ら
れ
、

こ
れ
が
全
体
の
７
割
を
占
め
る
。
残
り
３
割

を
占
め
る
社
員
満
足
度
は
、
上
司
か
ら
の
評

価
が
７
割
、
運
転
手
か
ら
の
評
価
が
３
割
だ
。

こ
れ
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
運
転
手

と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
た
め
可
能
と
い
う
。

「
身
分
が
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
国
営
企
業

で
す
が
、
昇
進
と
降
格
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

行
い
ま
す
。
こ
の
１
年
で
３
名
の
降
格
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
上
下
の
競
争
を

い
か
に
活
性
化
す
る
か
、
合
わ
な
い
人
を
ど
う

退
出
さ
せ
、
ふ
さ
わ
し
い
人
を
外
か
ら
ど
う
入

れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
」（
李
氏
）

規
制
業
界
と
い
っ
て
も
、
吸
収
合
併
が
日

常
茶
飯
に
行
わ
れ
、
業
容
の
変
化
に
応
じ
て

新
し
い
人
材
が
常
に
必
要
と
さ
れ
る
業
界
。

国
営
企
業
で
も
、
す
で
に
中
国
で
は
競
争
と

い
う
言
葉
が
常
に
つ
い
て
ま
わ
る
の
だ
。

本社の入り口に掲げられている優秀ドライバー

車
優
先
の
雇
用
契
約

評
価
が
賃
金
に
反
映
す
る

今
後
の
課
題
は

社
内
の
上
下
の
競
争
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跳躍の背骨は
こう作られた
改革・開放後の25年

「改革・開放」とは、中国国内体制の改革と対外開放政策を意味し、
1978年12月、 小平により決定されたキーワードだ。
改革と開放は車の両輪とされ、ここから、
中国の新たな革命が始まったといっても過言ではない。
この章では、中国企業の大変貌の裏に何があったか、背景を見ていきたい。

文・構成荻野進介（本誌）

小平が証券会社の広告看板に登場。大連市内で。撮影：岩崎稔

広大な大陸国家・
中国のポテンシャル
“世界の工場”から
“世界の商場”へ

中国の“人と組織”を
理解する7つのキーワード

社会主義から市場経済へ
急激に進んだ
企業・労働・大学改革

中国企業はなぜ競争力を
獲得できたのか
安室憲一氏

Part 1
広大な大陸国家・
中国のポテンシャル
“世界の工場”から
“世界の商場”へ

Part 2
中国の“人と組織”を
理解する7つのキーワード

Part 3
社会主義から市場経済へ
急激に進んだ
企業・労働・大学改革

Part 4
中国企業はなぜ競争力を
獲得できたのか
安室憲一氏（神戸商科大学教授）
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広
大
な
大
陸
国
家
・
中
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

〝
世
界
の
工
場
〞か
ら〝
世
界
の
商
場
〞へ

Part 1
中
国
の
国
土
面
積
は
、ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
世
界
第
3
位
で
、
日
本
の
２６
倍
だ
。
そ
こ
に
１２
億
8
4
5
3
万
人（
2
0
0
2
年
）、
日
本
の
１０
倍
の
人
口
が
住
む
。

「
改
革
・
開
放
」以
後
、
G
D
P
は
３０
倍
に
増
え
、
現
在
、
世
界
第
7
位
だ
。
し
か
し
、
通
貨
が
も
つ
購
買
力
に
着
目
し
た
購
買
力
平
価
換
算
の
G
D
P
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
中
国
は
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
2
位
の
地
位
を
占
め
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
。
中
国
で
生
産
さ
れ
る
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
も
つ
製
品
も
数
多
く
あ
る
。

一
方
で
、
中
国
す
べ
て
が
豊
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
は
８０
年
代
か
ら
全
土
を
東
部
、
中
部
、
西
部
に
分
け
て
き
た
が
、
経
済
発
展
の
中
心
は
何
と
い
っ
て
も

東
部
で
あ
り
、
西
部
と
東
部
の
経
済
格
差
は
同
じ
国
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
だ
。
そ
ん
な
な
か
、
中
国
と
日
本
の
経
済
的
関
係
は
緊
密
度
を
増
し
て
い
る
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
、
中
国
と
ど
う
付
き
合
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

上海市　4909

北京市　3436

天津市　2703

地域別ひとり当たりGDP（2002年、単位：ドル）

西部… 中部… 東部…

出典：『中国統計年鑑』
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甘粛省　543

貴州省　381

広西壮族自治区
616

日本の相手国別の貿易輸出入額

中国 
13.5％ 

中国圏 
22.0％ 5.3％ 5.8％ 

香 
港 韓

国 

台 
湾 
5.3％ 

米国 
23.4％ 

7535億 
100万ドル 

中国の国内総生産の伸び（単位：億元）
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80,000

100,000
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1978 79 80 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03（年） 

販売力平価でみた各国のGDP（単位：兆ドル元）

0

2

4

6

8

10

12

米国 中国 日本 インド ドイツ フランス イギリス イタリア ブラジル ロシア連邦 

（財務省）

出典：世界銀行World Development Indicators database出典：『中国統計年鑑2003』

中国の相手国別の貿易輸出入額

日本 
16.4％ 

香港 
11.2％ 

台湾 
7.2％ 

韓国 
6.9％ 

米国 
15.7％ 

6208億 
5400万ドル 

（いずれも2002年、財務省統計などにより作成）

製　品 生産量 世界シェア

9598万台 50％

5514万台 50％

1827万台 30％

3936万台 29％

1443万台 24％

1279万台 16％

出典：『図解中国ビジネスQ＆A』（蒼蒼社）

中国で生産される主な製品の世界シェア（2000年）

電話

カメラ

エアコン

カラーテレビ

洗濯機

冷蔵庫
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戸
籍

中
国
に
は
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
の
２

種
類
が
あ
る
。
農
村
戸
籍
を
も
つ
農
民
が

都
市
に
移
転
す
る
こ
と
は
、
都
市
で
の
就

職
、
大
学
へ
の
入
学
、
軍
へ
の
入
隊
な
ど

の
場
合
を
除
き
、
基
本
的
に
不
可
能
で
、

こ
れ
に
よ
り
人
口
の
都
市
集
中
を
防
い
で

い
る
。

日
本
で
は
地
方
行
政
機
関
が
戸
籍
を
管

理
す
る
が
、
中
国
の
場
合
は
公
安
機
関
が

管
理
す
る
。
農
民
は
都
市
住
民
が
享
受
で

き
る
食
糧
配
給
は
も
ち
ろ
ん
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
と
い
っ
た
社
会
保
障
の
対
象
外

の
存
在
だ
っ
た
が
、
1
9
8
0
年
代
後
半

に
は
大
都
市
や
経
済
特
別
区
へ
の
農
民
に

よ
る
出
稼
ぎ
が
一
般
化
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
な
か
で
も
戸
籍
制
度
が
堅
持
さ

れ
て
い
る
の
は
、
農
民
出
身
者
が
都
市
に

住
み
着
き
、
都
市
が
ス
ラ
ム
化
し
た
り
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
問
題
が
起
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
最
近
の
上
海
や
北
京
で
は
、
35

歳
以
下
、
４
年
制
大
学
卒
業
以
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
内
で
企
業
に
就
職
し
て
い
る

人
を
〝
人
材
〞
（
外
国
人
を
含
む
）
と
定

義
し
、
彼
ら
に
対
し
て
、
１
年
ご
と
の
在

住
許
可
を
毎
年
更
新
す
る
と
い
う
事
実
上

の
永
住
権
付
与
政
策
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
戸
籍
制
度
の
あ
る
部
分
は

揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。
か
わ
っ
て
、
85
年

か
ら
居
民
証
と
呼
ば
れ
る
身
分
証
明
書
を

公
安
が
発
行
、
常
時
携
帯
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
め
ぐ
っ
て
、
警
官
と
市
民
の
い
さ
か

い
が
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
最
近
で
は
、

か
つ
て
ほ
ど
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

労
働
契
約
制

1
9
7
0
年
代
ま
で
、
中
国
の
企
業
は

雇
用
自
主
権
を
も
た
ず
（
＝
固
定
工
制

度
）、
国
家
の
従
業
員
採
用
計
画
を
実
施

す
る
だ
け
の
存
在
だ
っ
た
。
人
も
、
食
料

や
資
材
と
同
じ
く
配
給
制
だ
っ
た
の
だ
。

従
業
員
は
事
実
上
、
国
家
に
雇
わ
れ
た
国

家
従
業
員
で
あ
り
職
業
選
択
の
自
由
も
存

在
せ
ず
、
就
業
開
始
か
ら
死
亡
す
る
ま
で

国
家
に
よ
る
終
身
雇
用
（
鉄
飯
椀
＝
中
国

流
〝
親
方
日
の
丸
〞
）
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
労
働
管
理
制
度
は
社
会
の

安
定
性
確
保
と
い
う
面
で
絶
大
な
効
果
を

あ
げ
た
が
、
労
働
力
の
効
率
的
な
運
用
と

い
う
面
で
大
き
な
阻
害
と
な
っ
て
い
た
。

82
年
、
国
務
院
労
働
人
事
部
が
国
有
建

設
企
業
で
労
働
契
約
制
を
試
行
す
る
こ
と

を
指
示
、
86
年
か
ら
「
国
営
企
業
契
約
労

働
制
に
関
す
る
暫
定
規
定
」
と
い
う
具
体

策
を
発
表
、
全
国
の
国
有
企
業
の
新
規
採

用
者
を
中
心
に
こ
の
制
度
が
広
が
る
。
こ

こ
で
は
契
約
期
間
は
１
〜
３
年
の
短
期
、

経
営
幹
部
な
ど
向
け
の
５
年
を
超
え
る
長

期
契
約
に
分
け
て
い
る
。
95
年
の
労
働
法

施
行
を
契
機
に
、
国
有
企
業
以
外
の
企
業

に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働

法
で
は
、
契
約
期
間
、
業
務
内
容
、
報
酬

な
ど
を
書
面
で
明
記
し
た
労
働
契
約
締
結

の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

使
用
者
に
と
っ
て
は
雇
用
の
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
制
度
で
あ
り
、
従
業
員

に
と
っ
て
は
転
職
の
自
由
を
保
証
す
る
制

度
で
も
あ
る
。

な
お
、
勤
務
が
10
年
を
過
ぎ
る
と
、
期

間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
労
働
法
に
は
あ
る
が
、
経
営

側
（
い
つ
で
も
解
雇
で
き
る
）
と
労
働
側

（
事
実
上
の
終
身
雇
用
だ
）
で
解
釈
が
異

な
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

工
会

日
本
で
は
労
働
組
合
と
訳
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
官
製
の
労
組
、
企
業
に
お
け

る
共
産
党
の
下
層
執
行
組
織
で
あ
り
、

「
労
使
を
結
ぶ
重
要
な
パ
イ
プ
」
と
い
っ
た

存
在
で
あ
る
。
工
会
の
上
に
は
、
党
中
央

の
命
令
を
伝
え
る
伝
達
組
織
と
し
て
の
共

産
党
の
支
部
（
＝
企
業
内
党
委
員
会
）
が

あ
り
、
両
者
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

工
会
は
企
業
経
営
に
は
一
切
タ
ッ
チ
し
な

い
。
工
会
主
席
は
、
人
事
部
長
や
経
理
部

長
が
兼
任
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
こ

れ
が
管
理
職
は
組
合
員
に
な
れ
な
い
日
本

の
労
働
組
合
と
根
本
的
に
異
な
る
。
し
か

も
、
工
会
の
業
務
に
関
し
て
企
業
か
ら
手

当
が
支
払
わ
れ
る
。

工
会
の
役
割
は
、
①
労
働
者
の
合
法
的

権
利
を
保
護
す
る
、
②
労
働
者
を
組
織
し

て
社
会
建
設
に
参
加
さ
せ
る
、
③
国
家
社

会
の
運
営
と
企
業
の
民
主
管
理
に
参
加
す

る
、
④
労
働
者
を
教
育
し
、
思
想
・
政

治
・
文
化
・
技
能
の
素
養
を
高
め
る
、
の

４
つ
だ
が
、
こ
れ
ら
に
増
し
て
重
要
な
の

が
「
労
働
争
議
の
調
停
」
で
あ
る
。
職
場

海
亀
派
（
ハ
イ
グ
ィ
パ
イ
）

海
外
に
留
学
し
、
研
究
や
仕
事
経
験
を

経
て
、
中
国
に
帰
国
し
た
人
材
を
い
う
。

中
国
語
の
〝
帰
〞
と
〝
亀
〞
は
同
じ
発
音

で
あ
り
、
故
郷
に
帰
る
海
亀
に
な
ぞ
ら
え

て
こ
の
名
が
つ
い
た
。
歴
史
的
に
海
外
留

学
生
は
中
国
の
近
代
化
に
貢
献
し
て
き

た
。
中
国
最
初
の
鉄
道
、
近
代
企
業
、
原

子
爆
弾
と
人
工
衛
星
は
い
ず
れ
も
留
学
経

験
者
に
よ
る
も
の
だ
。
1
9
7
8
年
の
改

革
・
開
放
以
来
、
出
国
し
た
留
学
生
は
50

万
人
以
上
で
、
10
年
前
ま
で
は
出
国
留
学

生
と
帰
国
留
学
生
の
比
率
は
10
対
１
ほ
ど

で
出
超
だ
っ
た
が
、
1
9
9
9
年
に
帰
国

留
学
生
が
初
め
て
上
回
っ
た
。

理
工
系
の
博
士
号
取
得
者
な
ど
に
、
政

府
が
、
就
職
条
件
、
賃
金
、
住
宅
、
家
族

の
就
職
、
子
女
の
学
校
入
学
な
ど
に
つ
き

相
次
ぎ
優
遇
策
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
海
外
の
先
進
的
な
技

術
や
学
問
を
学
ん
だ
人
材
こ
そ
が
明
日
の

中
国
を
作
る
。
こ
れ
が
海
外
の
先
進
技
術

を
取
り
込
む
一
番
確
実
な
方
法
だ
と
い
う

こ
と
に
政
府
が
気
づ
い
た
の
だ
。

急速に改革が進んでいるものの、社会主義の残滓を残す中国社会。
当たり前だろう、共産党の一党独裁という面は変わらないのだから。
ここでは、中国企業の人事を理解するための必須キーワードを解説する。
内容は神戸商科大学教授・安室憲一氏にご監修いただいた。
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文
革
世
代
と

ひ
と
り
っ
子
世
代

中
国
で
も
世
代
の
違
い
に
よ
る
ギ
ャ
ッ

プ
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
特
に
顕
著
な
の

が
、
リ
ス
ト
ラ
対
象
の
50
代
、
い
わ
ゆ
る

文
革
世
代
と
、
20
代
に
あ
た
る
中
国
版
の

新
人
類
、
ひ
と
り
っ
子
世
代
で
あ
る
。

前
者
は
、
1
9
6
6
年
か
ら
始
ま
っ
た

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
時
代
に
青
春
期
を

送
り
、
高
校
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
が

閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
勉
学
の
機
会
を
剥
奪

さ
れ
た
世
代
で
あ
り
、「
農
民
に
学
べ
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
多
く
は
〝
下

放
〞
と
い
っ
て
、
農
村
に
送
ら
れ
た
。

こ
の
世
代
に
は
、
終
身
雇
用
、
年
功
序

列
的
意
識
を
払
拭
で
き
ず
、
能
力
あ
る
若

手
の
台
頭
に
危
機
感
を
感
じ
る
人
が
多

く
、
集
団
主
義
が
身
に
つ
い
て
い
る
。
自

分
の
心
を
偽
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
経
験

を
も
ち
、
本
音
と
建
前
の
使
い
分
け
が
見

事
な
人
が
多
い
。

後
者
は
、
78
年
の
改
革
・
開
放
と
と
も

に
実
施
さ
れ
た
ひ
と
り
っ
子
政
策
の
賜
物

で
、
両
親
、
2
人
ず
つ
の
祖
父
母
に
甘
や

か
さ
れ
て
育
っ
た
世
代
だ
。
公
共
心
に
欠

け
、
強
い
個
人
主
義
的
な
性
向
を
も
つ
。

現
在
で
は
ひ
と
り
っ
子
政
策
は
若
干
緩
和

さ
れ
、
上
海
な
ど
で
は
２
人
目
を
産
ん
で

も
罰
金
が
科
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

ひ
と
り
っ
子
政
策
が
及
ぼ
す
今
後
の
影

響
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
の
増
加
、
年
金
財
政
の
破
綻
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
所
得
の
低
い
農
民
を
含
め
、

最
近
の
中
国
で
は
子
女
の
教
育
が
ブ
ー
ム

で
、
塾
や
各
種
教
材
に
多
額
の
お
金
を
投

じ
る
親
が
多
い
。
一
方
で
、
中
国
で
は
離

婚
率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

万
一
に
備
え
、
子
ど
も
を
作
ら
な
い
夫
婦

が
増
え
て
い
る
。

档
案
（
ダ
ン
ア
ン
）

中
国
共
産
党
が
作
成
す
る
国
民
ひ
と
り

ひ
と
り
の
身
上
調
書
に
し
て
労
働
戸
籍
。

政
権
奪
取
前
の
共
産
党
が
幹
部
党
員
の
た

め
に
作
成
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
共
和
国

の
成
立
後
は
、
農
民
を
除
く
全
国
民
に
適

用
さ
れ
た
。

名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
、
民
族
、
学

歴
、
未
婚
・
既
婚
の
別
、
出
身
階
級
、
所

属
政
党
、
本
籍
、
現
住
所
と
い
っ
た
事
項

に
加
え
、
就
学
時
は
、
校
長
な
ど
が
学
業

成
績
や
素
行
を
、
就
職
後
は
、
労
務
管
理

の
資
格
を
も
つ
人
事
部
長
な
ど
が
勤
務
態

度
や
賞
罰
、
職
務
成
果
な
ど
を
書
き
足
し

て
い
く
。
文
化
大
革
命
時
は
、
人
の
過
去

を
あ
ば
き
、
懲
罰
を
加
え
る
道
具
と
し
て

使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

小
学
校
卒
業
に
際
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り

の
分
が
作
成
さ
れ
、
進
学
、
留
学
、
就
職
、

転
勤
、
昇
進
な
ど
、
社
会
的
な
移
動
と
と

も
に
档
案
も
移
動
先
に
送
付
さ
れ
、
逐
一

更
新
さ
れ
る
。
企
業
で
は
党
員
で
あ
る
人

事
担
当
者
が
保
管
に
あ
た
り
、
本
人
に
は

閲
覧
が
許
さ
れ
な
い
。
退
職
後
は
役
所
が

管
理
し
、
死
後
も
保
管
さ
れ
る
。

外
国
人
は
档
案
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
合
弁
企
業
の
場
合
は
中
国
側
の

人
事
部
長
が
い
る
の
で
問
題
な
い
が
、
完

全
外
資
の
場
合
は
人
事
担
当
が
外
国
人
の

場
合
が
多
く
、
管
理
す
る
権
利
が
な
い
の

で
、
ひ
と
り
当
た
り
の
保
管
料
を
支
払
い
、

地
元
の
役
所
に
保
管
し
て
も
ら
う
。

今
後
、
よ
り
自
由
な
労
働
市
場
を
形
成

す
る
う
え
で
は
障
害
と
な
り
得
る
制
度
で

あ
る
。
現
に
、
大
都
市
を
中
心
に
厳
密
な

運
用
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

中国の“人と組織”を
理解する7つのキーワードPart 2

社
会
主
義

市
場
経
済

改
革
・
開
放
政
策
に
よ
り
、
中
国
で
は

80
年
代
半
ば
か
ら
市
場
経
済
化
が
始
ま

り
、
90
年
代
に
入
っ
て
そ
の
勢
い
が
加
速

し
た
。
そ
の
な
か
で
出
て
き
た
言
葉
で
あ

る
が
、「
中
国
流
の
市
場
経
済
」
と
言
い

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
9
9
2
年
、

江
沢
民
総
書
記
が
共
産
党
大
会
で
行
っ
た

説
明
に
よ
れ
ば
、
①
土
地
の
公
有
制
、
②

労
働
に
応
じ
た
分
配
を
主
と
し
、
そ
の
他

を
従
と
し
て
い
る
点
で
、
社
会
主
義
の
基

本
制
度
に
結
び
つ
き
、
そ
の
う
え
で
、
③

資
源
配
分
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て

行
う
、
④
需
給
関
係
に
応
じ
て
価
格
を
変

化
さ
せ
、
企
業
の
優
勝
劣
敗
を
現
実
化
す

る
、
⑤
国
家
は
財
政
・
金
融
政
策
を
通
じ

マ
ク
ロ
経
済
管
理
を
行
う
と
こ
ろ
の
経
済

体
制
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
建
前
的
な

発
言
で
あ
り
、
現
状
は
は
る
か
先
を
行
っ

て
い
る
。「
計
画
経
済
＝
社
会
主
義
で
は

な
く
、
資
本
主
義
に
も
計
画
は
あ
る
。
市

場
主
義
＝
資
本
主
義
で
は
な
く
、
社
会
主

義
に
も
市
場
が
あ
る
」
と
い
う

小
平
の

発
言
が
本
質
を
つ
い
て
い
る
。

の
い
ざ
こ
ざ
が
発
生
す
る
と
、
法
律
に
従

い
、
社
内
に
労
働
争
議
調
停
委
員
会
が
設

置
さ
れ
る
。
委
員
長
に
は
工
会
主
席
が
就

任
し
、
企
業
と
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表

を
選
出
す
る
。
工
会
が
不
在
の
場
合
は
、

市
の
労
働
管
理
局
に
従
業
員
が
直
接
訴
え

る
の
で
、
行
政
が
介
入
し
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
2
0
0
1
年
の
工
会
法
改
正
に
よ

り
、
外
資
系
企
業
や
公
的
組
織
を
含
め
、

25
名
以
上
の
従
業
員
が
い
る
組
織
す
べ
て

に
工
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
今

回
の
改
正
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
の

権
利
な
ど
も
議
論
さ
れ
た
が
、
合
法
化
は

さ
れ
な
か
っ
た
。

工
会
に
入
れ
る
の
は
正
社
員
に
限
ら
れ

る
。
臨
時
雇
用
者
や
派
遣
社
員
は
も
ち
ろ

ん
、
ほ
と
ん
ど
が
短
期
雇
用
で
あ
る
ブ
ル

ー
カ
ラ
ー
の
人
た
ち
も
工
会
か
ら
は
除
外

さ
れ
て
お
り
、
自
ず
か
ら
幹
部
中
心
の
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
場
労

働
者
や
若
者
の
な
か
に
は
、
経
営
側
に
立

ち
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
工
会
に
不

満
を
も
つ
者
も
少
な
く
な
い
。
職
場
の
人

す
べ
て
が
参
加
で
き
る
の
が
従
業
員
代
表

大
会
で
あ
る
。
こ
の
ほ
う
が
本
来
の
労
働

組
合
に
近
い
と
い
う
意
見
も
根
強
く
あ
る
。
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社
会
主
義
か
ら
市
場
経
済
へ
、
急
激
に
進
ん
だ

企
業
・
労
働
・
大
学
改
革

Part 3
社
会
主
義
国
家
・
中
国
は
、
1
9
7
8
年
の
改
革
・
開
放
宣
言
を
境
に
が
ら
り
と
変
貌
し
た
。
そ
れ
以
後
、
９２
年
に
掲
げ
ら
れ
た「
社
会
主
義
市
場
経
済
」と
い
う

新
た
な
目
標
、
そ
し
て
2
0
0
1
年
の
W
T
O
加
盟
を
契
機
に
、
現
在
は
、
改
革
・
開
放
政
策
総
仕
上
げ
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
主
義
か
ら

市
場
経
済
へ
転
換
し
た
急
転
直
下
の
歴
史
を
、
企
業
制
度
・
雇
用
制
度
・
賃
金
制
度
・
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
と
い
う
4
項
目
で
振
り
返
っ
て
み
た
。

社
会
と
経
済
の
動
き

改革・開放時期

●
12
月
、
共
産
党
第
11
期
三
中
全

会
で
、「
改
革
・
開
放
」
政
策
が

打
ち
出
さ
れ
る

●
７
月
、
深

、
珠
海
、
汕
頭
、

厦
門
の
４
つ
の
経
済
特
区
の
設

置
が
決
定

●
４
月
、
中
国
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
の
代

表
権
回
復

●
１
月
、
中
国
、
上
海
宝
山
な
ど

の
プ
ラ
ン
ト
建
設
の
中
止
・
延

期
を
勧
告

企
業
制
度
改
革

●
７
月
、「
国
営
工
業
企
業
の
経
営

自
主
権
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に

関
す
る
い
く
つ
か
の
規
定
」（
国

務
院
）。
い
わ
ゆ
る
放
権
譲
利
。

国
営
有
企
業
の
雇
用
・
賃
金
制

度
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
全
般
に

関
す
る
自
主
権
が
認
め
ら
れ
る

●
同
月
、
中
国
最
初
の
有
限
責
任

法
制
で
あ
る
「
中
外
合
資
経
営

企
業
法
」
の
制
定

●
８
月
、
全
国
労
働
就
職
会
議
が

開
か
れ
、
共
産
党
が
民
営
企
業

の
存
在
を
初
め
て
認
め
る

雇
用
制
度
改
革

賃
金
制
度
改
革

●
４
月
、「
奨
励
給
と
出
来
高
給

実
施
の
通
知
」（
国
務
院
）。
文

化
大
革
命
で
途
絶
え
て
い
た
出

来
高
給
と
賞
与
が
復
活

大
学
・
研
究
機
関
改
革

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
（
前
年
比
％
）

11
・
7
％

7
・
6
％

7
・
8
％

5
・
2
％

1982年

●
９
月
、
共
産
党
第
12
回
大
会

で
、

小
平
指
導
体
制
が
確
立

●
中
華
人
民
共
和
国
82
年
憲
法

で
、
国
営
企
業
の
経
営
管
理
自

主
権
が
明
記
（
16
条
）

●
８
月
、
国
務
院
が
国
有
建
築
企

業
で
の
労
働
契
約
制
の
試
行
を

決
め
る

9
・
1
％

1981年 1980年 1979年 1978年

構
成

荻
野
進
介
（
本
誌
）

協
力

馬
欣
欣
（M

a
X
in
X
in

）
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
、A
G
P
行
動
科
学
分
析
研
究
所
研
究
員
）
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●
６
月
、「
国
有
企
業
の
利
改
税

に
関
す
る
試
行
方
法
」（
国
務

院
）。
単
純
な
利
潤
上
納
制
か
ら

近
代
的
な
法
人
税
制
へ
の
転
換

●
１
月
、
国
務
院
が
労
働
契
約
制

の
試
行
を
積
極
的
に
進
め
る
通

知
を
出
す

●
４
月
、
昇
給
額
・
昇
給
率
を
企

業
に
任
せ
る
「
変
動
賃
金
制
度
」

（
国
務
院
）
を
実
施

10
・
9
％

1983年

●
５
月
、
14
沿
海
都
市
の
開
放
が

決
定

●
７
月
　
中
国
に
お
け
る
株
式
会

社
の
第
１
号
、
北
京
市
天
橋
百

貨
店
株
式
会
社
が
設
立

●
10
月
、「
経
済
体
制
改
革
に
関

す
る
中
共
中
央
の
決
定
」
採
択
。

行
政
と
企
業
の
分
離
、
企
業
の

活
力
強
化
な
ど
が
う
た
わ
れ
る

15
・
2
％

1984年

●
１
月
、「
国
営
企
業
賃
金
改
革

に
関
す
る
問
題
の
通
知
」（
国
務

院
）。
賃
金
制
度
の
簡
素
化
、
国

家
は
賃
金
管
理
を
せ
ず
、
企
業

が
自
ら
の
経
営
状
況
に
鑑
み
、

賃
金
総
額
を
決
定
す
べ
き
こ
と

な
ど
を
織
り
込
む

●
「
科
学
技
術
体
制
の
改
革
に
関

わ
る
中
共
中
央
の
決
定
」。
研
究
と

生
産
と
の
分
離
を
防
ぎ
、
大
学
や

研
究
機
関
の
能
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
制
度
改
革
の
出
発
点
に
な

る

13
・
5
％

1985年

●
８
月
、
瀋
陽
防
爆
機
械
工
場
が

倒
産
。
中
国
の
国
有
企
業
の
倒

産
第
１
号
と
な
っ
た

●
４
月
、
民
法
通
則
で
、
経
営
管

理
権
（
48
条
、
82
条
）
が
定
め

ら
れ
る

●
12
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
企

業
倒
産
法
」
が
成
立

●
６
月
、「
国
営
企
業
に
労
働
契

約
制
度
を
実
施
す
る
規
定
」（
国

務
院
）。
労
働
期
間
、
条
件
、
雇

用
期
間
な
ど
、
以
後
の
新
入
社

員
に
労
働
契
約
制
を
実
施

●
７
月
、「
企
業
賃
金
総
額
と
経

営
効
率
を
リ
ン
ク
す
る
試
行
」

（
国
務
院
）

●
12
月
、「
企
業
改
革
の
深
化
と
企

業
活
力
の
増
強
に
関
す
る
い
く
つ

か
の
規
定
」（
国
務
院
）。
工
場
長

責
任
制
が
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

企
業
内
部
の
賃
金
の
分
配
形
式
、

額
、方
法
な
ど
は
企
業
に
一
任
し
、

国
家
は
関
与
し
な
い
、
と
し
た

●
３
月
、

小
平
が
著
名
科
学
者

の
提
言
を
受
け
て
立
て
た
「
８

６
３
計
画
」
発
表
。
ハ
イ
テ
ク

産
業
の
人
材
育
成
・
環
境
整
備

の
た
め
、
全
国
10
の
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
が
設
置

8
・
8
％

1986年

●
５
月
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

請
負
額
以
外
の
利
潤
の
使
途
を

経
営
者
の
自
主
判
断
に
任
せ
る

「
経
営
責
任
請
負
制
」が
広
ま
る

11
・
6
％

1987年

●
２
月
、「
全
人
民
所
有
制
工
業

企
業
経
営
請
負
責
任
制
暫
行
条

例
」（
国
務
院
）
が
成
立

●
11
月
、
企
業
破
産
法
が
施
行

●
１
月
、
中
国
に
永
住
を
決
め
た

専
門
家
の
特
別
待
遇
を
実
施
す

る
通
知
（
人
事
部
）

●
８
月
、
研
究
機
関
や
大
学
に
よ

る
校
弁
企
業
の
創
出
の
た
め
、

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
全
国
に

設
立
す
る
「
火
炬

た
い
ま
つ

計
画
」
発
表

11
・
3
％

1988年

●
６
月
、
天
安
門
事
件
。
趙
紫
陽

が
責
任
を
取
る
形
で
解
任
さ
れ
、

代
わ
っ
て
江
沢
民
が
総
書
記
に

就
任

●
11
月
、
共
産
党
が
民
営
企
業
を

経
済
面
、
法
律
面
、
行
政
面
か

ら
管
理
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言

●
３
月
、
海
外
で
、
科
学
・
技

術
・
管
理
の
分
野
で
優
れ
た
業

績
を
あ
げ
た
人
材
に
対
し
、
中

国
へ
の
渡
航
費
用
を
割
り
引
く

通
知
（
人
事
部
）

4
・
1
％

1989年

市場経済 離陸期 改革・開放時期
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●
11
月
、
上
海
証
券
取
引
所
発
足

●
12
月
、「
中
共
中
央
の
国
民
経

済
と
社
会
発
展
10
カ
年
計
画
と

85
計
画
の
設
定
に
関
す
る
提

案
」（
国
務
院
）。
国
有
企
業
の

活
性
化
と
改
革
の
深
化
を
う
た

う

●
１
月
、「
企
業
に
お
け
る
賃
金
総

額
と
経
営
効
率
を
リ
ン
ク
さ
せ

る
こ
と
を
徹
底
・
完
遂
さ
せ
る

意
見
の
通
知
」（
国
務
院
）

3
・
8
％

●
３
月
、「
企
業
賃
金
総
額
の
構

成
に
関
す
る
規
定
」（
国
家
統
計

局
）

●
12
月
、
海
外
で
働
く
専
門
人
材

に
早
期
帰
国
を
促
し
、
生
活
優

遇
策
を
と
る
通
知
（
人
事
部
）

9
・
2
％

●
１
月
、

小
平
、
南
巡
講
話
で
、

改
革
・
開
放
、
経
済
発
展
の
加

速
化
を
指
示
す
る

●
４
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
工

会
法
」
の
制
定

●
７
月
、「
全
人
民
所
有
制
工
業

企
業
経
営
メ
カ
ニ
ズ
ム
転
換
条

例
」
発
布
。
経
営
権
は
国
家
か

ら
企
業
に
委
譲
さ
れ
、
所
有
と

経
営
の
分
離
が
な
さ
れ
る

●
１
月
、「
職
務
・
職
能
賃
金
制

度
の
試
み
に
関
す
る
通
知
」（
労

働
部
）

●
８
月
、
教
育
部
門
以
外
で
の
留

学
生
に
優
先
的
な
援
助
を
行
う

こ
と
を
決
定
（
人
事
部
）

●
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
、
教
育

部
、
中
国
科
学
院
が
共
同
で
、

「
産
学
官
連
携
開
発
工
程
」
の

実
施
を
取
り
決
め
る

14
・
2
％

●
３
月
、
江
沢
民
が
国
家
主
席
に

選
出
。
憲
法
が
修
正
さ
れ
、「
社

会
主
義
市
場
経
済
」
が
明
記

●
11
月
、
第
14
期
３
中
総
の
「
50

条
決
議
」
で
、
国
有
企
業
の
株

式
会
社
化
へ
の
道
が
開
か
れ
る

●
７
月
、「
企
業
賃
金
総
額
の
マ
ク

ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
意

見
の
通
知
」（
労
働
部
）

●
11
月
、「
企
業
最
低
賃
金
規
定
」

（
労
働
部
）

●
21
世
紀
に
向
け
、
１
０
０
校
の

重
点
大
学
と
重
点
学
科
を
政
府

が
認
定
す
る
「
２
１
１
工
程
」

が
発
表
。
実
施
は
95
年
　

●
３
月
、「
中
国
教
育
改
革
発
展

要
綱
」（
中
共
＆
国
務
院
）
が
公

布
さ
れ
、
高
等
教
育
機
関
の
明

確
な
自
己
責
任
を
う
た
う

●
７
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
科

学
技
術
進
歩
法
」
成
立

13
・
5
％

●
１
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
会

社
法
」
が
施
行

●
７
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
労

働
法
」
が
公
布
。
就
業
規
則
、

労
働
契
約
制
、
賃
金
、
職
業
訓

練
、
社
会
保
障
と
福
祉
と
い
っ

た
13
項
目
で
構
成

●
８
月
、「
外
資
企
業
労
働
管
理

規
定
」（
労
働
部
）

12
・
6
％

●
１
月
、
労
働
法
が
施
行
。
週
休

２
日
制
が
全
国
に
広
が
る

●
中
国
科
学
院
に
よ
る
若
手
研
究

者
を
海
外
か
ら
呼
び
寄
せ
る
１

０
０
人
計
画
が
始
ま
る

●
９
月
に
施
行
さ
れ
た
「
中
華
人

民
共
和
国
教
育
法
」
で
、
高
等

教
育
機
関
に
法
人
格
を
与
え
る

条
項
が
盛
り
込
ま
れ
る

10
・
5
％

1990年1991年1992年1993年1994年1995年

市場経済期～現在 市場経済 離陸期
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●
10
月
、
郷
鎮
企
業
法
の
制
定

●
５
月
、
大
学
か
ら
企
業
へ
の
技

術
移
転
を
促
進
す
る
「
科
学
技

術
成
果
移
転
法
」
の
制
定

●
10
月
、「
企
業
労
働
者
教
育
訓

練
規
定
」（
労
働
部
）

9
・
6
％

●
２
月
、

小
平
死
去
（
享
年
93

歳
）

●
６
月
、
香
港
返
還

●
７
月
、
第
15
回
共
産
党
党
大
会

で
、
株
式
会
社
制
度
が
認
知

●
12
月
、
中
国
証
券
監
査
委
員
会

が
株
式
上
場
企
業
が
守
る
べ
き

規
則
を
発
表

8
・
8
％

●
３
月
、
江
沢
民
が
国
家
主
席
に

再
任
。
朱
鎔
基
が
総
理
に
選
ば

れ
る

●
12
月
、「
中
国
証
券
法
」
制
定

●
１
月
、「
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス
規

定
」（
労
働
部
）
を
試
行

●
大
規
模
な
学
制
改
革
の
開
始
。

中
央
の
各
工
業
部
に
所
轄
さ
れ

て
い
た
大
学
は
、
中
央
教
育
部

や
各
省
市
に
移
管
、
整
理

7
・
8
％

●
４
月
、
新
興
宗
教
集
団
、
法
輪

功
集
団
が
北
京
で
座
り
込
み
を

行
う

●
７
月
、
法
輪
功
の
全
面
禁
止

●
３
月
、
中
国
証
券
監
視
委
員
会

が
外
資
の
上
場
企
業
に
対
す
る

規
則
を
発
表

●
８
月
、「
個
人
独
資
法
」
が
制
定

さ
れ
、
個
人
企
業
が
私
営
企
業

の
一
形
態
と
し
て
認
知

●
３
月
、「
科
学
技
術
成
果
の
転

換
促
進
に
関
す
る
若
干
規
定
」

発
表

●
５
月
、
国
務
院
が
２
４
２
の
国

立
研
究
所
を
す
べ
て
独
立
行
政

法
人
に
改
変

7
・
1
％

●
３
月
、「
国
有
企
業
監
査
役
会

暫
行
条
例
」
を
制
定

●
９
月
、
国
有
大
中
型
企
業
の

「
現
代
企
業
制
度
確
立
等
基
本

規
範
」（
株
式
会
社
化
）
を
試
行

●
７
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
特

許
法
実
施
細
則
」
が
発
布
さ
れ
、

８
月
に
特
許
法
第
２
回
修
正

8
％

●
12
月
、
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟

●
10
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
工

会
法
」
が
修
正
さ
れ
、
25
人
以

上
の
組
織
に
工
会
の
設
置
を
義

務
づ
け
る

●
１
月
、
外
資
企
業
な
ど
に
職
業

紹
介
を
認
め
る
「
中
外
合
資
・

中
外
合
作
職
業
仲
介
機
関
設
立

管
理
規
定
」
が
公
布

7
・
3
％

●
11
月
、
第
16
回
共
産
党
大
会
で
、

胡
錦
濤
が
党
総
書
記
に
選
出
さ

れ
る
と
と
も
に
、
党
規
約
で
、

「
３
つ
の
代
表
」
論
を
展
開
、
資

本
家
の
入
党
に
道
を
開
い
た

●
12
月
、「
私
立
学
校
促
進
法
」

成
立

8
％

●
１
月
、
１
８
９
の
大
型
国
有
企

業
の
経
営
者
に
年
俸
制
を
導

入
、
取
締
役
会
の
定
期
開
催
も

義
務
づ
け
る

1997年1998年1999年2000年2001年2002年

●
２
月
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

●
３
月
、
胡
錦
濤
が
国
家
主
席
に

就
任

●
全
国
36
の
大
学
で
、
即
戦
力
と

な
る
ソ
フ
ト
人
材
養
成
の
た
め
の

応
用
ソ
フ
ト
学
院
設
置
を
許
可

9
・
1
％

2003年2004年

市場経済期～現在
1996年
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小
平
の
改
革
・
開
放
政
策
は
、
中
国

の
大
学
教
育
・
体
制
に
大
変
大
き
な
転
換
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
経
済
の
発
展
に
見
合
う
、

知
識
レ
ベ
ル
の
高
い
労
働
者
、
専
門
家
が
圧

倒
的
に
不
足
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
当
時
の

大
学
進
学
率
は
1
〜
2
％
、
大
学
の
数
は
わ

ず
か
3
0
0
校
ぐ
ら
い
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
は
進
学
率
15
％
、
大
学
の

数
は
最
盛
時
で
1
7
0
0
校
と
約
６
倍
に
増

え
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
80
年
代
後
半
か
ら
、
各

大
学
が
、
そ
れ
ま
で
の
本
科
中
心
の
大
学
教

育
に
対
し
て
、
修
学
が
短
期
で
す
む
専
攻
科

と
い
う
教
育
課
程
を
大
量
に
設
置
し
始
め
た

と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
教
育

内
容
は
職
業
・
技
能
教
育
が
中
心
で
、
社
会

で
す
ぐ
役
立
つ
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
近
年
、
各
大
学
の
統
合
化
が
進
み
、

中
国
全
国
で
大
学
の
数
は
1
0
0
0
校
前
後

に
減
り
ま
し
た
が
、
全
体
の
学
生
数
は
増
え

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
政
府
が
大
学
と
し
て
認
め
て
い

る
正
規
の
も
の
は
24
校
と
数
は
少
な
い
も
の

の
、
大
学
あ
る
い
は
学
院
と
い
う
名
を
冠
し

た
私
立
の
高
等
教
育
機
関
も
82
年
に
初
め
て

設
置
が
許
可
さ
れ
、
現
在
、
全
国
で
2
0
0

0
校
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。
95
年
に
は
、「
科

教
興
国
」（
科
学
と
教
育
に
よ
る
新
た
な
国

づ
く
り
）
と
い
う
国
家
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
こ
の
20
年
の

大
学
教
育
の
変
貌
・
拡
大
は
、
設
備
の
改
善

も
含
め
、
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
中
国
の
大
学
の
特
徴
は
、
①

大
学
は
す
べ
て
国
が
管
理
し
授
業
料
は
無

料
、
②
学
生
は
寮
で
生
活
し
就
職
先
は
政
府

が
決
め
る
、
③
学
生
は
同
年
代
の
超
エ
リ
ー

ト
で
あ
り
、
教
員
1
人
に
学
生
約
5
〜
6
人

と
い
う
贅
沢
な
教
育
環
境
で
学
ぶ
、
と
い
う

も
の
で
し
た
が
、
国
有
企
業
の
民
営
化
、
官

僚
腐
敗
に
よ
る
汚
職
・
脱
税
な
ど
に
よ
る
国

家
財
政
の
逼
迫
か
ら
、
80
年
代
以
降
、
以
下

の
よ
う
な
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
改
革
は
、

小
平
に
よ
る

南
巡
講
話
が
行
わ
れ
た
92
年
頃
か
ら
動
き
が

加
速
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
翌
93
年
に
は
、

重
点
大
学
と
し
て
、
21
世
紀
に
国
家
が
援

助
・
育
成
に
力
を
注
ぐ
1
0
0
校
を
選
ぶ

「
２
１
１
工
程
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
A
管
理
体
制
の
改
革
で
す
。
政

府
と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
前
者

が
基
本
政
策
を
定
め
、
後
者
が
管
理
を
担
当

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
は

大
学
の
運
営
や
管
理
の
権
限
は
共
産
党
の
書

変
わ
る
大
学
、
変
わ
ら
な
い
大
学
生
―
改
革
・
開
放
後
の
大
学
改
革

鄭
新
培
氏
（
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授
）

科
教
興
国
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

大
学
改
革
が
加
速
し
た
２０
年

大
学
の
も
の
は
大
学
へ

大
学
は
財
政
的
自
立
を

記
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
学
長
に
も

た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
大
学
に
よ
っ
て

は
、
学
長
や
学
部
長
の
若
返
り
施
策
（
40
代
）、

教
員
の
任
期
制
導
入
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
次
は
、
B
教
育
投
資
に
関
す
る
問
題
で

す
。
97
年
か
ら
一
部
の
大
学
を
除
き
、
学
生

か
ら
の
授
業
料
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
産
学
連
携
の
推
進
や
、
大
学
が

企
業
を
興
す
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
教
員
の
ア

ル
バ
イ
ト
も
容
認
さ
れ
ま
し
た
。
C
学
生
募

集
と
進
路
の
問
題
で
は
、
卒
業
生
の
就
職
活

動
は
各
人
に
任
せ
る
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
実
用
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
増
や
し

再
編
成
す
る
、
在
学
生
の
数
を
増
や
す
、
な

ど
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
、

D
私
立
大
学
の
設
置
も
82
年
の
憲
法
で
認
め

ら
れ
、
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公
立

大
学
も
技
能
修
得
の
専
攻
科
（
２
〜
３
年
制
）

を
開
設
し
ま
し
た
。
成
人
大
学
（
夜
間
職
業

専
門
学
校
）
も
設
置
し
ま
し
た
。

大
学
そ
の
も
の
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変

化
し
て
い
る
の
に
、
一
方
で
、
昔
の
エ
リ
ー

ト
意
識
が
抜
け
き
れ
な
い
大
学
生
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。
就
職
先
を
探
す
際
も
、
高
卒

の
数
倍
の
賃
金
を
保
証
し
て
く
れ
る
会
社
で

な
い
と
行
か
な
い
。
そ
の
結
果
、
ど
こ
も
決

ま
ら
ず
、
失
業
し
て
し
ま
う
例
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
昔
も
今
も

大
学
生
は
で
き
れ
ば
都
会
で
就
職
し
た
い
。

農
村
か
ら
移
動
で
き
る
の
は
大
学
を
出
て
就

職
す
る
と
き
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
無
理

な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
。

昔
か
ら
、
大
学
生
が
就
職
の
際
に
よ
く
使

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
天
南
海
北
な
ら
行
く

が
、
新
西
蘭
は
行
き
た
く
な
い
」。
天
南
海
北

は
遠
い
場
所
、
新
西
蘭
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
は
外
国
と
い
う
意
味
で
す
。
字
面
で
そ

の
ま
ま
読
め
ば
、「
海
外
は
い
や
だ
け
ど
、
中

国
国
内
の
辺
鄙
な
離
れ
た
場
所
な
ら
就
職
し

た
い
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
本
当
の
意
味

は
こ
う
な
ん
で
す
。
天
＝
天
津
、
南
＝
南
京
、

海
＝
上
海
、
北
＝
北
京
で
、
い
ず
れ
も
大
都

市
、
一
方
、
新
＝
新
疆
、
西
＝
西
蔵
（
チ
ベ

ッ
ト
）、
蘭
＝
蘭
州
、
い
ず
れ
も
辺
境
の
地
で

す
。
大
学
生
の
こ
う
い
う
意
識
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

鄭新培（Teh Sin Puay）
1945年生まれ。早稲田大学
政治経済学部卒業、神奈川
大学大学院修士課程修了。
主な著書に、『中国語翻訳実
力養成講座』（現代通訳翻訳
センター出版）、『中国語と現
代日本』（共著、白帝社）、『中
国教育の発展と矛盾』（共編
著、御茶の水書房）がある。

な
か
な
か
変
わ
ら
な
い

大
学
生
気
質

解
説
コ
ラ
ム
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Part4 跳躍の背骨はこう作られた　改革・開放後の25年　2

2
0
0
0
年
以
降
、「
世
界
の
工
場
」
な
ど

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
、
突
如
、
中
国
企
業
（
家

電
や
電
子
機
器
中
心
）
の
台
頭
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
を
ご
記
憶
か
と
思
い
ま
す
。
中
国
に

は
日
本
や
欧
米
が
も
っ
て
き
た
技
術
を
換
骨

奪
胎
し
て
、
す
ば
や
く
低
価
格
の
商
品
を
出

す
だ
け
の
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
国
営

企
業
や
郷
鎮

き
ょ
う
ち
ん

企
業
（
農
村
所
在
の
個
人
あ
る

い
は
集
団
所
有
の
企
業
）
が
、
あ
る
程
度
の

技
術
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
技
術
の
裏
付
け
が

あ
る
国
有
企
業
を
、
経
営
セ
ン
ス
の
あ
る
人
材

が
買
収
し
て
立
て
直
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
素
直
に
中
国
の
競
争
力
、
学
習
能
力
は

高
い
な
あ
と
思
い
ま
す
よ
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は

そ
れ
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
や

は
り
中
国
企
業
は
す
ば
ら
し
い
ラ
イ
バ
ル
で

す
。彼

ら
が
、
な
ぜ
低
ス
ペ
ッ
ク
・
低
価
格
の
ロ

ー
エ
ン
ド
商
品
か
ら
手
が
け
た
か
と
い
う
と
、

先
進
国
の
技
術
に
は
と
う
て
い
追
い
つ
け
な
い

と
判
断
し
、
自
分
た
ち
の
守
備
範
囲
か
ら
始

め
た
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
中
国

企
業
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
ま
す
。
し
か
も
、

わ
れ
わ
れ
が
作
っ
て
売
っ
た
最
先
端
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
み
込
ん
で
く
る
。
あ
っ
と
気
づ
い
た

ら
す
ご
い
競
争
相
手
に
成
長
し
、
し
か
も
ロ
ー

エ
ン
ド
商
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
き
い
で
す
か

ら
、
巨
額
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
資
本
蓄
積
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
、
最
新
鋭

の
設
備
も
装
備
し
て
く
る
。
こ
れ
は
何
だ
！
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

「
雇
用
の
流
動
性
」
を
い
ち
早
く
確
保
し
た
お

か
げ
で
今
の
中
国
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
契
約
制
に
代
表
さ
れ
る

「
雇
用
の
流
動
性
」
を
促
す
中
国
の
政
策
は
、

電
子
機
器
系
の
組
み
立
て
加
工
業
に
最
適
で

し
た
。
経
済
特
区
と
な
っ
た
深

で
、
香
港

か
ら
部
品
を
持
ち
込
み
、
完
成
品
に
組
み
立

て
て
香
港
に
持
ち
帰
る
E
M
S
（
電
子
機
器

の
受
託
生
産
）
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
大
流
行
し

ま
し
た
。
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
の
こ
と

で
す
。
地
元
に
は
労
賃
が
入
り
、
地
域
政
府

に
は
工
場
の
敷
地
代
な
ど
の
お
金
が
入
る
。
し

か
し
、
作
っ
た
製
品
は
国
内
で
は
取
引
さ
れ
な

い
の
で
、
中
央
政
府
に
は
税
収
が
な
い
結
果

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

中
国
企
業
の
進
化
・
発
展
は
、
ま
さ
に
こ

こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
海
爾
（
ハ
イ

ア
ー
ル
）
に
せ
よ
T
C
L
に
せ
よ
（
い
ず
れ
も

中
国
屈
指
の
家
電
メ
ー
カ
ー
）、
モ
ノ
づ
く
り

の
部
分
は
単
純
組
み
立
て
工
場
の
よ
う
な
も

中
国
企
業
は
な
ぜ
競
争
力
を
獲
得
で
き
た
の
か

Part 4
勃
興
す
る
中
国
経
済
の
原
動
力
、
中
国
企
業
の
強
さ
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。

先
に
振
り
返
っ
た
改
革
・
開
放
後
の
国
家
施
策
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
日
本
企
業
は
こ
れ
か
ら
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

国
際
経
営
学
者
が
分
析
の
メ
ス
を
入
れ
る
。す

ば
や
い
技
術
移
転
と

ロ
ー
エ
ン
ド
特
化
戦
略

「
雇
用
の
流
動
性
」が

中
国
の
競
争
力
を
担
保

やすむろ・けんいち
1947年神奈川県生まれ。神戸
商科大学大学院経営学研究科
博士課程修了。専門はグローバ
ル経営論で、最近のテーマは、中
国における人事･労務管理。主
著『改訂増補　国際経営行動論』
（森山書店、経営科学文献賞受
賞）、『中国の労使関係と現地経
営』（編著、白桃書房）、『中国企
業の競争力』（日本経済新聞社）

安
室
憲
一
氏
（
神
戸
商
科
大
学
国
際
商
学
科
教
授
）
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の
で
す
が
、
か
わ
り
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分

野
で
強
み
を
発
揮
し
た
わ
け
で
す
。
各
地
に
営

業
所
を
作
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

こ
と
を
、
外
資
系
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

彼
ら
に
有
利
に
働
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
モ
ノ

づ
く
り
は
モ
ジ
ュ
ラ
ー
の
組
立
て
に
過
ぎ
な
い

の
で
す
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
手
を
か
け
た

イ
ン
テ
グ
ラ
ル
（
す
り
あ
わ
せ
）
型
な
の
で
す
。

し
か
も
、
こ
う
い
う
形
で
、
大
量
に
雇
用
し

大
量
に
解
雇
が
可
能
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
需
要
が
激
し
く
変
動
す
る
I
T
製

品
の
場
合
、
雇
用
調
整
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

終
身
雇
用
で
は
E
M
S
は
極
め
て
や
り
に
く

い
は
ず
で
す
。

こ
れ
を
中
国
が
国
家
政
策
と
し
て
意
図
的

に
や
っ
て
い
れ
ば
す
ご
い
こ
と
で
す
が
、
偶
然

で
し
ょ
う
ね
。
国
有
企
業
の
余
剰
人
員
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
焦
眉
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た

か
ら
。

た
だ
、
こ
う
し
た
認
識
は
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
場
合
、
組
み
立
て
工
場

を
日
本
か
ら
誘
致
し
た
た
め
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
、
日
本
か
ら
部
品
を
買
う
と
い
う
構
図
が

改
ま
ら
な
か
っ
た
。
欧
米
向
け
輸
出
が
伸
び
て

黒
字
に
な
っ
て
も
、
そ
の
分
、
全
部
日
本
に
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
中
国
政

府
は
、
部
品
産
業
か
ら
入
れ
よ
う
、
と
考
え
た

は
ず
で
す
。（
比
較
的
早
く
に
中
国
進
出
し
た

松
下
電
器
も
ブ
ラ
ウ
ン
管
工
場
か
ら
で
し
た
）。

組
み
立
て
は
国
有
企
業
が
や
る
か
ら
、
そ
の
代

わ
り
、
国
有
企
業
が
作
れ
な
い
よ
う
な
高
度
な

部
品
を
作
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
が
、
根
本
的
な
読
み
違
い
が
あ
っ
た
。

部
品
産
業
と
い
う
の
は
、
世
界
的
規
模
で
作

ら
な
い
と
ペ
イ
し
な
い
の
で
す
。
し
か
も
投
資

と
時
間
、
高
度
な
人
材
と
技
術
が
必
要
で
、

お
い
そ
れ
と
部
品
産
業
が
育
つ
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
製
品
の
グ
レ
ー
ド
が
上
が
る
た
び
に
中

国
製
の
部
品
で
は
間
に
合
わ
ず
、
日
本
企
業

や
日
系
の
部
品
会
社
か
ら
の
購
売
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
。
次
第
に
東
南
ア
ジ
ア
と
同
じ
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

部
品
産
業
か
ら
誘
致
を
始
め
た
や
り
方
は

間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
す
。
国
営

企
業
が
こ
れ
だ
け
強
く
な
れ
た
し
、
家
電
企
業

も
急
激
に
強
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
液
晶
テ
レ

ビ
、
情
報
家
電
ま
で
来
る
と
次
第
に
難
し
く

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
最
近
急
速
に
、
日
本
か

ら
中
国
へ
の
部
材
輸
出
が
伸
び
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
大
幅
な
貿
易
黒
字
で
米

国
に
大
量
投
資
し
て
い
ま
し
た
が
、
W
T
O

効
果
も
あ
っ
て
、
中
国
の
貿
易
は
早
晩
収
支

ト
ン
ト
ン
か
赤
字
に
陥
る
と
思
い
ま
す
よ
。

中
国
側
は
、
商
品
開
発
と
組
み
立
て
、
そ

れ
に
国
内
流
通
は
押
さ
え
る
け
れ
ど
、
部
品
や

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
生
産
は
海
外
企
業
に
任
そ
う

と
い
う
よ
う
に
、
企
業
の
す
み
分
け
が
ま
す
ま

す
明
確
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
経
済
合
理
的
な
選
択
で
す
。
日
本

企
業
に
と
っ
て
組
み
立
て
は
儲
か
ら
な
い
仕
事

に
な
っ
た
し
、
中
国
で
い
く
ら
上
手
に
労
務
管

理
を
や
っ
て
も
、
彼
ら
の
や
り
方
に
は
追
い
つ

け
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
日
本
的
な
作
り
方
を
中

国
で
や
っ
て
も
高
級
品
し
か
作
れ
な
い
と
な
る

と
、
部
品
生
産
に
特
化
し
た
ほ
う
が
有
利
に

な
り
ま
す
。
誰
で
も
が
手
が
け
る
も
の
で
は
な

く
、
世
界
で
1
社
し
か
作
れ
な
い
よ
う
な
分
野

に
焦
点
を
当
て
、
成
功
す
れ
ば
価
格
決
定
権

も
確
保
で
き
る
。
こ
の
値
段
以
外
で
は
売
ら
な

い
と
言
え
ば
、
み
ん
な
そ
れ
を
買
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。

高
価
な
液
晶
部
材
は
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
中
国
に
進
出
し
た
メ
ー
カ
ー
の
中
で
も
、

シ
ャ
ー
プ
や
三
洋
電
機
な
ど
、
比
較
的
早
く

部
品
や
モ
ジ
ュ
ラ
ー
に
シ
フ
ト
し
た
と
こ
ろ
が

い
ま
儲
か
っ
て
い
ま
す
。
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
独
創
的
な
部
品
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
る
か

ら
な
ん
で
す
ね
。

最
近
は
、
工
場
を
中
国
か
ら
日
本
に
戻
す

企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。
結
局
、
研
究
所
が

日
本
に
あ
っ
て
工
場
が
中
国
に
あ
る
と
、
試
作

品
を
作
っ
た
り
実
験
を
し
た
り
と
い
っ
た
、
業

務
に
不
可
欠
な
す
り
合
わ
せ
が
で
き
な
い
ん
で

す
。
す
り
合
わ
せ
型
の
モ
ノ
づ
く
り
が
日
本
の

強
み
な
の
で
、
今
後
は
ま
す
ま
す
部
品
や
モ
ジ

ュ
ラ
ー
、
そ
れ
に
組
み
込
む
ソ
フ
ト
の
部
分
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
、
残
る
べ
き
も
の
は
日
本
に
残

り
、
中
国
に
出
て
い
く
べ
き
も
の
だ
け
が
出
て

い
く
と
い
う
、
き
れ
い
な
す
み
分
け
が
で
き
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
切
り
分
け
は
固
定
的

な
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
流
動
的
で
し
ょ
う

け
ど
ね
。
私
は
こ
れ
を
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

に
よ
る
す
み
分
け
戦
略
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
部
品
産
業
を
海
外
か
ら
誘
致

目
論
見
は
よ
し
、
結
果
は
…
…

日
中
相
互
の
す
み
分
け
が

ま
す
ま
す
進
む
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中国人材の
活用法を模索する
日系企業

中国企業と日本企業の緊密度がますます増している。
しかし、困った問題がある。かの地では、
働く場としての日系企業の人気が高くない。
欧米系に比べればとても低いといっても過言ではない。
原因は何か。打開策はどこにあるのか。

文・構成荻野進介（本誌）

Part 2
座談会

中国人の目から見た
等身大の日系企業

3 今年２月、北京市内で行われたジョブフェア。５万人が殺到した。撮影：岩崎稔

Part 3
現地化を進める
日系企業のマネジメント

Part 1
中国人大学生の
就職意識
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と
い
う
分
野
で
は
う
ち
は
中
国
最
大
手
。
契

約
企
業
は
欧
米
外
資
を
中
心
に
20
万
社
あ
り
、

35
万
人
の
卒
業
予
定
者
が
う
ち
の
サ
イ
ト
に

登
録
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
イ
ン
テ

ル
、
シ
ー
メ
ン
ス
と
い
っ
た
欧
米
外
資
の
採
用

業
務
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
や
り

方
で
す
。
ま
ず
、
ど
ん
な
大
学
の
ど
ん
な
学
部
、

専
攻
の
学
生
が
何
人
必
要
だ
と
い
う
先
方
の

要
望
を
受
け
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

大
学
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
学
生
の
応
募
を
受
け
付
け
、
履
歴
書

を
登
録
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
フ
ト

を
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
丹
念
に
履
歴

書
を
読
み
込
む
と
い
う
２
つ
の
方
法
で
選
別

を
行
い
、
点
数
を
つ
け
ま
す
。
点
数
が
上
位
の

学
生
に
、
筆
記
試
験
（
そ
の
会
社
が
独
自
で

作
成
し
た
も
の
が
多
い
）
を
実
施
し
、
残
っ
た

学
生
に
そ
の
会
社
の
人
事
担
当
者
が
直
接
面

当
社
、
英
才
華
網
（
中
華
英
才
網
）
は
、

１
９
９
５
年
、
欧
米
の
外
資
企
業
向
け
の
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
斡
旋
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
以
前
、
私
は
中
国
で
ユ
ニ
シ
ス
、
コ
ン

パ
ッ
ク
、
そ
れ
に
イ
ン
テ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
人
事

に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
人
材
斡
旋

の
ほ
か
に
、
人
材
派
遣
、
そ
れ
に
管
理
職
と
営

業
職
中
心
の
人
材
育
成
コ
ー
ス
の
運
用
が
業

務
の
３
本
柱
で
、
北
京
に
本
社
、
上
海
と
広

州
に
支
社
が
あ
り
ま
す
。
人
材
派
遣
業
務
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
需
要
は
あ
る
に
し

て
も
、
会
社
側
が
派
遣
人
材
を
使
う
の
に
抵

抗
が
あ
る
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
分
野
で
す
。

一
方
で
、
大
学
の
新
卒
採
用
業
務
の
代
行

接
を
行
い
、
最
終
選
考
を
し
ま
す
。
う
ち
の
人

間
が
面
接
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、
専
門
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
者
が
行
動
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
手
法
に
即
し
て

実
施
し
ま
す
。

昨
年
、
中
国
の
大
学
生
に
よ
る
就
職
人
気

企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
査
、
発
表
し
ま
し
た

大
学
生
の
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ

日
系
は
50
位
内
に
3
社
の
み

中
国
人
大
学
生
の
就
職
意
識

Part 1
こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
と
中
国
と
で
、
新
卒
採
用
の
数
を
逆
転
さ
せ
る
日
本
企
業
が
出
て
き
た
。
松
下
電
器
産
業
し
か
り
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
し
か
り
、
で
あ
る
。

日
本
企
業
の
人
材
獲
得
競
争
が
中
国
の
新
卒
学
生
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
は
就
職
先
と
し
て
日
系
企
業
を
ど
う
見
て
い
る
か
、

中
国
現
地
企
業
や
欧
米
企
業
と
比
べ
て
人
気
は
ど
う
か
、
そ
も
そ
も
就
職
に
対
す
る
意
識
や
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

張杰賢（James Zhang）氏
英才華網網絡技術［北京］有限
公司　総裁

新
卒
採
用
業
務
で

中
国
の
最
大
手

Ⅰ
中
国
新
卒「
就
職
志
望
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の

張
杰
賢
氏（
英
才
華
網
網
絡
技
術﹇
北
京
﹈有
限
公
司
　
総
裁
）
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Part1 中国人材の活用法を模索する日系企業3

（
図
表
１
）。
１
万
８
０
０
０
名
の
卒
業
見
込

み
の
大
学
生
に
、
就
職
し
た
い
企
業
３
社
を

聞
い
た
調
査
で
す
。
青
島
に
あ
る
中
国
の
家

電
メ
ー
カ
ー
、
海
爾
（
ハ
イ
ア
ー
ル
）
が
１
位

に
な
る
意
外
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
首
位
に
来
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

海
爾
が
首
位
に
な
っ
た
理
由
を
分
析
す
る

と
、
①
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
高
い
、
②
採
用

数
が
年
間
８
０
０
人
と
多
い
、
③
全
国
で
募

集
し
て
い
る
、
④
配
属
先
を
固
定
せ
ず
、
育

成
を
重
視
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
要
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
④
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
と
、

通
常
の
企
業
、
特
に
欧
米
企
業
は
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
決
め
た
採
用
が
新
卒
で
も
主
流
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
海
爾
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
人
材

を
ま
ず
採
用
し
て
、
教
育
を
施
し
、
実
際
の
職

場
に
配
属
す
る
と
い
う
日
本
企
業
の
よ
う
な

や
り
方
を
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
大
学
生
に

評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

全
50
社
中
、
外
資
企
業
が
33
社
を
占
め
る

も
の
の
日
本
企
業
は
振
る
わ
ず
、
韓
国
の
サ
ム

ス
ン
電
子
が
14
位
に
位
置
す
る
な
か
、
ソ
ニ
ー

（
17
位
）、
松
下
電
器
産
業（
32
位
）、
ト
ヨ
タ
自

動
車（
46
位
）が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
み
で
す
。

外
資
企
業
の
人
気
順
位
を
つ
け
て
み
る
と
、

米
国
企
業
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
、
日
本
企
業
、

韓
国
・
台
湾
企
業
、
香
港
企
業
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
企
業
の
順
で
す
。
中
国
企
業
は
企
業
ご

と
に
違
う
。
例
え
ば
、
聯
想
や
中
国
移
動
通

信
と
い
っ
た
会
社
は
成
長
過
程
に
あ
り
、
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
も
高
い
の
で
、
か
な
り
人
気
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
中
国
企
業
で
も
転
職
が
増

え
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。こ

の
順
位
の
背
景
に
は
企
業
文
化
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
問
題
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
ず
ひ

と
つ
目
は
「
経
営
の
現
地
化
」
と
い
う
問
題

で
、
こ
れ
が
最
も
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
最
も
進
ん
で
い
る
の
が
米
国
企
業
で
、

現
地
の
総
責
任
者
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
中
国
人
に
任
せ
る
企
業
が
多
い
。
日

本
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
下
、
他
の
外

資
企
業
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
責
任
が
重

い
も
の
の
、
報
酬
も
や
り
が
い
も
高
い
仕
事
を

与
え
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
び
に
日
系
企

業
の
順
位
が
高
い
の
は
、
福
利
厚
生
面
を
含

め
た
報
酬
額
の
高
さ
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
台

湾
や
韓
国
企
業
な
ど
は
社
会
保
険
に
未
加
入

の
会
社
も
多
い
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
は
手

厚
い
住
宅
補
助
費
を
用
意
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
管
理
職
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
を
受
け
さ
せ
る

と
い
っ
た
教
育
研
修
も
さ
か
ん
に
行
い
、
そ
う

し
た
点
も
学
生
は
見
て
い
る
の
で
す
。

あ
と
大
き
い
の
は
言
葉
の
問
題
で
す
。
中
国

の
大
学
で
は
英
語
が
必
須
科
目
で
、
入
試
に

お
い
て
も
英
語
を
非
常
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
よ
っ
て
、
英
語
を
活
用
で
き
る
米
国
企
業

を
選
択
す
る
わ
け
で
す
。

日
系
企
業
の
場
合
、
歴
史
の
問
題
も
無
視

で
き
ま
せ
ん
。
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
さ
ら

に
以
前
よ
り
は
確
実
に
薄
れ
て
い
ま
す
が
、
反

日
感
情
の
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
を
上
げ
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
で
す
っ
て
？
　
実
は
同
じ
相

談
を
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
か
ら
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
結
果
、
会
社
や
製
品
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
ま
だ
低
い
こ
と
が
原
因

と
わ
か
り
、
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築

し
直
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
問
題
は
、
採
用
し
た
人
材
を
ど
う

定
着
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
多
く
の
企
業
が
一
流
大
学
の
成
績
上
位
者

を
競
っ
て
採
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う

人
材
は
プ
ラ
イ
ド
も
高
く
、
す
ぐ
転
職
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、
最
近
は
２
番
手
大

学
の
優
秀
層
、
あ
る
い
は
一
流
大
学
の
２
番

手
、
３
番
手
の
人
材
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
大
都
市
で
は
な
く
、
地
方
に
研
究
セ
ン

タ
ー
を
作
り
、
地
元
の
一
流
大
学
の
学
生
を

狙
う
企
業
も
出
て
き
ま
し
た
。

若
者
に
と
っ
て
は
賃
金
の
高
さ
だ
け
が
重

要
で
は
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
、
そ
れ
よ
り
も
、

そ
の
会
社
で
昇
進
の
機
会
は
あ
る
か
、
能
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
の
ほ
う
が
大
切

な
の
で
す
。

経
営
の
現
地
化
、
報
酬
額
、
教
育

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
か
ら
む

超
一
流
人
材
は
御
し
が
た
い

採
用
よ
り
定
着
が
課
題

【図表1】大学生の希望就職先ランキング

海爾

IBM

マイクロソフト

聯想

P＆G

GE

モトローラ

華為

中国移動通信

シーメンス

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

TCL

中国電信

インテル

サムスン電子

ノキア

HP

ソニー

コカ・コーラ

デル

中国聯通

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ウォルマート

中国銀行

ユニリーバ

PWHC

HSBC

シティバンク

マッキンゼー

上海大衆

ベル

長虹集団

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

シスコ

松下電器産業

中国一汽

万科集団

ネスレ

中興科技

LG電子

中国石化

シェル

アムウェア

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

中国人民銀行

Ogilvy

ジョンソン＆ジョンソン

フィリップス

娃哈哈

トヨタ自動車

明碁

神州数碼

オラクル

海信集団

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

2003年、英才華網が全国20の省・自治区・直轄市にある約600の大学の卒業予定の学生1万8000人に行ったアンケート調査。希望就職先を3社あげてもらった
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改
革
・
開
放
路
線
以
降
も
、
80
年
代
の
中

国
は
、
終
身
雇
用
で
年
功
序
列
の
人
事
制
度

が
一
般
的
で
し
た
。
当
時
は
、
政
治
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
で
個
人
の
能
力
が
評
価
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
共
産
党
の
党
員
か
ど
う
か
で
人

生
が
決
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

中
国
政
府
は
人
材
施
策
に
対
し
て
、
以
下
の

４
つ
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
①
市
場

の
ニ
ー
ズ
に
従
う
、
②
職
業
紹
介
は
組
織
や

機
関
を
仲
介
す
る
、
③
政
府
は
マ
ク
ロ
の
運
営

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
④
企
業
が
自
主
的
に

人
事
施
策
を
行
う
。
ス
タ
ー
ト
当
初
は
大
変

な
困
難
が
生
じ
ま
し
た
が
、
現
在
は
よ
う
や
く

こ
れ
が
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

①
で
す
が
、
現
在
の
中
国
で
は
、
Ｉ
Ｔ
お

よ
び
金
融
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
政
府
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
大
学
側
が

独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
労

働
局
の
計
画
委
員
会
・
統
計
局
が
、
ど
ん
な

人
材
が
必
要
か
を
調
査
し
た
結
果
を
大
学
に

伝
え
、
大
学
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。
予
算
は
大
学
が
独
自

に
や
り
く
り
し
て
解
決
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
大
学
の
改
革
も
進
み
、
社
会
に
必
要
な
人

材
の
育
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
②
で
す
が
、
改
革
・
開
放
以
前
、
政

府
が
す
べ
て
の
大
学
生
に
職
を
保
障
し
て
い

ま
し
た
。
学
生
側
に
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
が
95
年
半
ば
に
は
、
学
生
が
自

分
で
仕
事
を
探
す
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

③
は
、
上
海
を
例
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
学
生

の
就
職
状
況
は
以
前
と
比
較
す
る
と
大
変
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
以
降
は
特

に
そ
う
で
す
。
企
業
が
求
め
る
人
材
の
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
た
の
で
す
。
上
海
市
内
に
は
大
学
が

約
40
校
あ
り
、
卒
業
生
は
２
０
０
３
年
度
で

約
７
万
人
で
す
。
こ
れ
が
２
０
０
４
年
度
に

は
大
学
の
募
集
人
員
が
11
万
人
と
な
り
、
一

方
で
、
高
校
の
卒
業
生
は
９
万
人
で
す
。
つ

ま
り
、
上
海
市
内
の
大
学
進
学
率
は
１
０

０
％
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
！
　
大
学

当
局
は
こ
の
２
万
人
の
枠
を
ア
ジ
ア
か
ら
の
留

学
生
で
集
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
で
は
学
歴
よ
り
経
験
が

重
視
さ
れ
る
こ
と
、
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
や
、
い

く
つ
も
の
仕
事
が
こ
な
せ
る
能
力
を
企
業
は
求

め
て
い
る
こ
と
を
大
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ひ
と
り
っ
子
政
策
の
影
響
も
あ
り
、

独
立
心
や
克
己
心
が
弱
く
、
就
職
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
学
生
が
多
数
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

大
学
の
教
育
を
補
完
す
る
意
味
で
わ
れ
わ
れ

が
就
職
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
日
系
企
業
の
就
職
人
気
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
は
日
本
語
は
選
択

科
目
で
英
語
が
必
修
と
い
う
影
響
も
あ
る
ん

で
し
ょ
う
が
、
確
か
に
、
日
系
企
業
は
雰
囲
気

が
堅
く
、
先
輩
・
後
輩
な
ど
上
下
関
係
が
厳

し
い
、
形
式
を
重
視
し
、
仕
事
の
効
率
が
よ

く
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
ね
。
欧
米
や
中
国
で
は
、
先
輩
・
後
輩

上
海
市
信
息
人
材
交
流
中
心
は
、
人
材
交
流
の
仲
介
組
織
と
し
て
、
上
海
市
の
人
材
資
源
を
一
括
し
て
管
理
し
て
い
る

政
府
系
の
機
関
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
、
人
材
仲
介
、
教
育
研
修
、
留
学
支
援
業
、
人
材
派
遣
な
ど
幅
広
く
、
6
0
0
0
以
上
の
企
業
と

8
万
人
以
上
の
人
材
が
就
職
説
明
会
や
研
修
を
利
用
し
て
い
る
。
総
経
理
の
王
建
（W
ang

Jian
K
un

）氏
の
話
を
う
か
が
っ
た
。

人
事
改
革
を
方
向
づ
け
た

中
国
政
府
の
4
つ
の
方
針

上
海
で
は
高
校
生
す
べ
て
が

大
学
に
入
れ
る
？

企
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
ず

就
職
で
き
な
い
大
学
生
も
増
大

大
学
進
学
率
1
0
0
％
！
厳
し
さ
増
す
企
業
の
人
材
要
件

Ⅱ
最
先
端
都
市
・
上
海
の
大
学
生
就
職
事
情



C

M

Y

K 35 Apr.-May  2004

特集1 W63_35

Part1 中国人材の活用法を模索する日系企業3

の
関
係
は
仕
事
で
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
系
企
業
の
賃
金
が
相
対
的
に
低
い
と
い

う
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
上
海
は
大
変
豊
か

に
な
り
、
生
活
費
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
日
本

企
業
の
賃
金
は
学
生
に
と
っ
て
満
足
い
く
額

で
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
大
学
卒
業
生
は
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
。
90
年
代
の
後
半
は
約
１
０
０
万
人
、

２
０
０
２
年
１
４
５
万
人
、
２
０
０
３
年
２

２
０
万
人
、
２
０
０
４
年
２
８
０
万
人
と
、

こ
の
10
年
間
で
、
３
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
１
％
増
え
れ
ば
約
１
０

０
万
人
の
新
規
雇
用
が
生
ま
れ
る
、
８
〜

９
％
の
成
長
を
前
提
と
す
れ
ば
８
０
０
〜
９

０
０
万
人
の
優
秀
な
労
働
力
が
必
要
と
見
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
高
等
教
育
の
拡
大
を
進

め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
企
業
ニ
ー
ズ
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

今
ま
で
の
中
国
で
は
、
大
卒
＝
エ
リ
ー
ト
で

あ
り
、
親
も
子
も
エ
リ
ー
ト
に
な
れ
る
と
い
う

希
望
に
燃
え
、
勉
強
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
現
在
は
、
進
学
率
も
上
が
り
、
多
く
の

大
学
生
は
も
は
や
エ
リ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
親
も
学
生
も
認
識
が
改
ま
ら

な
い
の
で
す
。
就
職
活
動
で
の
挫
折
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
社
会
は
甘
く
な
い
こ
と
を
自
覚
す

る
の
に
は
必
要
な
経
験
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
生
の
一
般
的
な
就
職
活
動
の
プ
ロ
セ

ス
を
説
明
し
ま
す
。
中
国
で
は
９
月
が
年
度

の
始
ま
り
で
す
。
ま
ず
、
10
月
ご
ろ
か
ら
、
ネ

ッ
ト
や
企
業
や
大
学
が
主
催
す
る
説
明
会
を

通
し
て
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

興
味
を
も
っ
た
企
業
に
学
生
は
ネ
ッ
ト
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
選
考
活
動
に
入
り
ま
す
。
筆
記
試

験
と
面
接
で
選
考
が
行
わ
れ
、
内
定
時
に
書

面
に
よ
る
条
件
提
示
が
行
わ
れ
ま
す
。
３
、
４

社
の
内
定
を
確
保
し
、
そ
の
な
か
か
ら
選
ぶ
の

が
一
般
的
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用

す
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

上
海
交
通
大
学
は
政
府
の
定
め
た
重
点
大

学
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
育
成
の
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
学
年
の
人
数
は
、
学
部
で
３
７

０
０
名
、
修
士
で
１
３
０
０
名
、
博
士
課
程

で
６
０
０
名
で
す
。
全
人
格
的
な
教
育
と
と

も
に
、
企
業
と
提
携
し
て
科
学
技
術
の
最
先

端
に
触
れ
さ
せ
て
い
ま
す
。

最
近
お
か
し
い
な
と
思
う
の
は
、
せ
っ
か
く

苦
労
し
て
交
通
大
学
卒
業
生
を
採
用
し
て
も
、

他
の
大
学
の
卒
業
生
と
待
遇
が
変
わ
ら
な
い

日
系
企
業
が
多
い
こ
と
で
す
。
欧
米
企
業
に

は
、
交
通
大
学
出
身
者
を
幹
部
候
補
と
し
て
、

他
の
大
学
の
卒
業
生
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採

用
す
る
結
果
、
初
任
給
に
差
を
つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
新
卒
を
一
律
で
扱
わ
な
い

こ
と
が
日
系
企
業
に
も
必
要
で
し
ょ
う
。

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
一
番

人
気
は
公
務
員
で
す
。
そ
れ
か
ら
国
営
企
業
、

欧
米
企
業
、
日
系
企
業
、
台
湾
・
香
港
系
企

業
と
い
う
順
で
し
た
。
日
系
企
業
の
人
気
が

低
い
の
は
賃
金
の
低
さ
、
昇
進
・
能
力
開
発

の
機
会
の
乏
し
さ
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
中
国
の
今
の
若
者
は
新
し
い
も
の
に
対
す

る
関
心
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
終
身

雇
用
で
安
定
的
な
日
系
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
が

齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

拡
大
す
る
高
等
教
育

企
業
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

一
般
的
な
就
職
活
動
プ
ロ
セ
ス

上
海
交
通
大
学
は
国
家
重
点
大
学

エ
リ
ー
ト
の
遇
し
方
を
考
え
よ

革
新
イ
メ
ー
ジ
が
低
い
日
系
企
業

費毓芳（Fei YuFang）氏
上海交通大学助教授　
就職部部長

上
海
交
通
大
学
は
江
沢
民
の
学
ん
だ
大
学
と
し
て
有
名
で
、
北
京
の
清
華
大
学
と
並
び
中
国
を
代
表
す
る
理
工
系
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
。

日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
や
総
合
商
社
と
次
々
に
提
携
を
結
び
、
産
学
連
携
の
進
ん
だ
大
学
で
も
あ
る
。

昨
年
中
国
で
発
表
さ
れ
た
大
学
別
の
就
職
率
調
査
で
も
、
95
〜
1
0
0
％
と
い
う
最
も
実
績
の
高
い
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
。

同
大
学
の
就
職
事
情
を
就
職
部
部
長
で
あ
る
費
毓
芳
助
教
授
に
う
か
が
っ
た
。

ひ
と
握
り
の
エ
リ
ー
ト
大
学
生
を
ど
う
遇
す
べ
き
か
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佐
野

実
は
、
中
国
の
日
系
企
業
に
は「
7
％

の
壁
」が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
日
本
在
外
企

業
協
会
が
、
2
0
0
2
年
に
中
国
の
日
系
企
業

に
勤
務
す
る
35
歳
以
下
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
転
職
希
望
者
の
う
ち
、
次

も
日
系
を
希
望
す
る
人
が
７
％
し
か
い
な
か
っ

た
ん
で
す
。
こ
れ
は
中
国
の
民
営
企
業
を
希
望

す
る
人
の
率
に
等
し
く
、
一
方
、
欧
米
企
業
を

希
望
す
る
人
は
69
％
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
40
名
を
超
え
る
日
本
在
住
の
中
国
の
方
に

も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
で
す
が
、
給
料
が
低
い
、

現
地
に
経
営
を
任
せ
な
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
閉
鎖
的
だ
な
ど
、
あ
ま
り
よ
い
評
判
を
聞

き
ま
せ
ん
。

今
日
は
、
経
営
に
近
い
仕
事
を
さ
れ
て
き
た

方
、
日
系
企
業
を
対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ま
た
日
系
企
業
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
系
企
業
の
問
題
点
と
、
で
き

れ
ば
解
決
の
ヒ
ン
ト
ま
で
、
本
音
で
語
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

叶

日
系
の
中
小
企
業
に
中
国
進
出
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
目
的

意
識
が
曖
昧
な
進
出
が
多
い
で
す
。
親
会
社

が
来
た
か
ら
、
と
消
極
的
な
理
由
の
企
業
も

あ
り
ま
す
。
名
刺
に
中
国
事
務
所
の
記
載
が

な
い
と
、
あ
な
た
の
会
社
は
ま
だ
進
出
し
て
い

な
い
の
か
、
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
る
そ
う
で
す

よ
。
何
年
後
か
に
は
清
算
す
る
企
業
が
相
次

ぐ
の
で
は
、
と
今
か
ら
心
配
で
す
。

沈

欧
米
企
業
が
進
出
す
る
場
合
、
必
ず
社

長
が
中
国
ま
で
や
っ
て
来
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

直
接
自
分
で
確
か
め
、
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン

す
る
日
は
、
中
国
人
の
経
営
者
と
会
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
す
。
で
も
日
系
企
業
は
ト

ッ
プ
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
こ
れ
で
は
ジ

ャ
ッ
ジ
が
で
き
ま
せ
ん
よ
。

佐
野

そ
れ
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
前
の
問
題
で

す
ね
。
た
だ
、
そ
れ
ほ
ど
中
国
が
日
本
で
大
き

日
系
企
業
が
直
面
す
る
7
％
の
壁

中
国
人
か
ら
見
た
人
事
課
題

賃
金
が
総
じ
て
低
い
の
は
事
実

ど
の
層
を
上
げ
る
か
が
問
題

叶暁（Ye Xiao）氏
コンサルティング会社副社長。
37歳。近畿大学法学部卒業、
大阪大学大学院修士課程修了
（法律学専攻）

中
国
人
の
目
か
ら
見
た

等
身
大
の
日
系
企
業

Part 2
日
本
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後
も
、
日
系
企
業
に
勤
務
し
た
り
、
仕
事
上
で
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
り
と
、

日
本
人
や
日
系
企
業
を
最
も
よ
く
知
る
立
場
に
い
る
中
国
人
6
名
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

日
系
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
よ
い
点
、
改
め
る
べ
き
点
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

本
誌
編
集
長
の
佐
野
一
郎
が
司
会
を
つ
と
め
た
。

沈 （Shen Yan）氏
日本でコンサルティング会社を
経営。34歳。慶應義塾大学経
済学部卒業

座
談
会
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な
影
響
力
を
も
ち
始
め
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
ま
す
ま
す
そ
れ
が
強
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
？

江
夏

日
系
企
業
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
、
日
系

企
業
の
人
事
部
長
に
提
案
が
あ
り
ま
す
。
有

能
な
中
国
人
に
払
う
給
料
の
額
を
上
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
経
理
部
門
で
働
く
現

地
採
用
の
中
国
人
の
給
料
が
月
に
約
３
０
０

０
〜
４
０
０
０
元
な
の
に
、
日
本
か
ら
派
遣

さ
れ
て
き
た
人
は
そ
の
10
倍
、
20
倍
。
仕
事
内

容
は
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
企
業
は

中
国
人
に
日
系
の
３
倍
、
４
倍
を
払
い
ま
す
。

人
件
費
の
安
い
「
工
場
」
と
い
う
段
階
を
過

ぎ
て
、
中
国
を
市
場
と
し
て
認
識
す
る
な
ら
、

有
能
な
中
国
人
に
は
も
っ
と
報
酬
で
報
い
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

叶

私
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
は
日
系

企
業
の
人
材
斡
旋
な
ど
の
仕
事
も
来
ま
す
が
、

会
社
が
あ
る
蘇
州
の
相
場
で
は
、
財
務
や
総

務
の
部
長
ク
ラ
ス
で
月
１
万
元
前
後
で
す
。

日
系
企
業
は
欧
米
企
業
と
の
比
較
で
な
く
、

日
系
企
業
同
士
で
比
較
し
て
い
く
ら
払
う
か

考
え
ま
す
ね
。
そ
れ
で
は
優
秀
な
人
材
は
欧
米

系
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

張
晟

中
国
人
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
た
立

場
か
ら
い
え
ば
、
日
系
企
業
の
賃
金
が
低
い

の
は
事
実
で
す
が
、
一
方
で
米
国
企
業
は
大

し
て
重
要
で
な
い
仕
事
に
払
い
す
ぎ
と
い
う
感

じ
も
し
ま
す
。
中
国
に
は
今
２
種
類
の
人
材

が
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
ど
の
企
業
も
欲
し
が
る

ひ
と
握
り
の
有
能
な
人
材
、
も
う
一
方
は
ル
ー

テ
ィ
ン
の
業
務
を
し
っ
か
り
回
し
て
く
れ
る
人

材
。
こ
れ
ら
２
種
類
の
人
材
に
同
じ
人
事
制

度
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
で
、
特
に
後

者
の
人
材
に
対
し
て
は
高
い
給
料
よ
り
も
安

定
的
な
雇
用
を
保
証
す
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、

伝
票
を
打
つ
だ
け
の
人
に
３
０
０
０
元
は
必

要
な
く
て
、
福
利
厚
生
を
厚
く
す
る
ほ
う
が
い

い
の
で
す
。
一
方
の
幹
部
社
員
に
は
成
果
主

義
的
な
高
い
年
俸
を
支
払
い
、
う
ま
く
行
か

な
い
場
合
は
責
任
も
取
っ
て
も
ら
う
の
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

佐
野

私
た
ち
は「
中
国
人
は
」と
一
律
で
括

り
が
ち
で
す
が
、
日
本
で
も
働
く
価
値
観
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

評
価
、
報
酬
が
必
要
で
す
ね
。

張
偉

企
業
の
ニ
ー
ズ
で
い
え
ば
、
留
学
経

験
者
は
そ
れ
な
り
の
給
料
を
出
さ
な
い
と
長
く

勤
め
な
い
で
す
よ
。
留
学
経
験
者
は
語
学
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
も
よ
く
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
部
分
も
評
価
し
て
給
料

を
決
め
る
べ
き
で
す
。
大
卒
の
新
卒
に
月
３
０

０
０
〜
４
０
０
０
元
出
す
と
し
た
ら
、
仕
事

経
験
が
な
い
と
い
う
面
で
は
同
じ
で
も
、
日
本

へ
の
留
学
経
験
者
に
は
５
０
０
０
〜
６
０
０

０
元
出
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

張
晟

今
、
現
地
の
日
本
人
の
人
件
費
は
本

社
負
担
か
ら
現
地
負
担
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
地
の
ト
ッ
プ
は
利
益
が
圧
迫
さ

れ
る
の
で
中
国
人
の
給
与
を
抑
え
よ
う
と
す

る
。
こ
う
い
う
悪
循
環
に
も
陥
っ
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。

邱

私
は
こ
の
な
か
で
一
番
転
職
を
繰
り
返

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
笑
）。
出
身
は
台
湾

で
す
が
、
日
本
で
１
年
間
日
本
語
を
勉
強
し
、

２
０
０
１
年
に
上
海
に
来
て
、
そ
れ
か
ら
２

年
間
で
５
つ
の
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。
働
く
中

国
人
の
立
場
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
今
、

勤
務
し
て
い
る
の
は
日
本
の
医
療
法
人
と
中

国
の
事
業
家
が
出
資
し
合
っ
て
で
き
た
医
院

な
ん
で
す
が
、
中
国
人
の
金
儲
け
主
義
の
病

院
経
営
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
、
３
カ
月
ご

と
に
退
職
願
い
を
出
し
、
そ
の
度
ご
と
に
給
料

が
上
が
り
引
き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

で
、
１
年
で
私
の
給
料
は
倍
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）。

佐
野

こ
こ
上
海
で
は
管
理
職
の
給
料
は
昨

年
と
比
較
し
て
11
％
上
が
っ
て
い
る
と
政
府
が

発
表
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
話
は
中
国
人
を

一
律
に
安
い
労
働
力
だ
け
で
と
ら
え
る
時
期
は

邱雅娟（Qiu YaJuan）氏
日系医療法人勤務。28歳、日
本語学校卒業

張偉政（Zhang Wei Zheng）氏
日系化学会社勤務。44歳。専
修大学卒業、専修大学大学院
修了

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
弊
害

物
事
を
決
め
る
速
度
が
遅
い
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過
ぎ
た
と
い
う
指
摘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

給
料
以
外
の
面
で
の
課
題
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

江
夏

欧
米
系
の
企
業
は
海
外
研
修
と
か
Ｍ

Ｂ
Ａ
取
得
の
チ
ャ
ン
ス
と
か
、
能
力
開
発
の

機
会
が
多
い
で
す
よ
。
日
系
企
業
は
そ
う
い
う

チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
金
融
の
支
店

長
で
５
０
０
万
ド
ル
を
超
え
る
融
資
案
件
は

東
京
に
報
告
し
て
決
裁
を
仰
ぐ
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
欧
米
系
な
ら
ひ
と
り
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
そ
れ
ぐ
ら
い
の
権
限
を
も
っ
て
い
ま
す
。

張
晟

日
系
企
業
に
教
育
制
度
の
充
実
を
提

案
す
る
と
、
中
国
人
は
す
ぐ
に
辞
め
る
か
ら
無

駄
だ
と
い
う
答
え
が
よ
く
返
っ
て
き
ま
す
。
彼

ら
が
辞
め
る
の
は
そ
の
会
社
で
学
ぶ
も
の
が
な

く
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
勉
強
さ
せ

た
ら
い
い
ん
で
す
。
終
身
雇
用
で
は
な
く
長
く

勤
め
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

中
国
人
が
職
場
に
求
め
て
い
る
の
は
お
金
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
る
こ
と
で
す
。

中
山

私
は
、
日
本
で
物
流
会
社
に
就
職
し
、

そ
の
後
、
ア
パ
レ
ル
の
卸
会
社
に
転
職
し
た
の

で
す
が
、
そ
こ
は
４
年
で
辞
め
ま
し
た
。
友
人

の
話
に
刺
激
さ
れ
、
活
気
あ
る
上
海
に
戻
り

た
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
直
接
の
理
由
は
、
中

国
現
地
事
務
所
を
開
設
す
べ
き
だ
と
い
う
レ

ポ
ー
ト
を
半
年
か
け
て
調
査
し
て
作
成
し
、
社

長
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
け
な
く
断
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
私
を
採
用
し
た
の
は
今
の
仕
事
を

し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
、
も
し
現
地
事
務
所

を
作
っ
て
も
私
を
使
う
気
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
の
ま
ま
日
本
に
い
て
も
将
来
が

な
い
と
思
い
、
辞
め
た
ん
で
す
。

佐
野

日
本
人
は
期
待
や
希
望
を
言
葉
で
伝

え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に

よ
る
誤
解
は
日
本
企
業
で
も
同
じ
よ
う
に
起

き
て
い
ま
す
。
他
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

江
夏

日
系
企
業
と
仕
事
で
付
き
合
っ
て
い

て
、
よ
く
な
い
と
思
う
の
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
総
経
理
も
含
め
、
駐
在
す
る
人
は
３

年
程
度
で
必
ず
日
本
に
帰
り
ま
す
。
企
業
に

と
っ
て
の
学
習
効
果
が
な
か
な
か
社
内
に
蓄

積
せ
ず
、
し
か
も
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
は
頻
繁
に
代
わ
る
上
司
と
の
付
き
合
い
方

に
困
り
、
結
局
、
生
産
性
に
も
影
響
が
出
て

し
ま
う
の
で
す
。

邱

そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
日
系
企
業
で
よ
く
な
い
と
感
じ
る
の
は
物

事
を
決
め
る
の
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ
と

で
す
。
私
の
部
署
で
は
毎
月
の
売
上
げ
目
標

を
決
め
ま
す
が
、
そ
の
数
字
を
出
す
に
は
１
年

間
の
売
上
げ
目
標
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

数
字
を
出
す
べ
き
部
長
が
な
か
な
か
決
め
て
く

れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
す
か
？

と
聞
い
た
ら
、

「
物
事
が
決
ま
る
の
は
そ
ん
な
に
早
く
な
い
、

根
回
し
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

張
晟

も
っ
と
現
地
化
を
推
進
す
べ
き
で
し

ょ
う
。
私
が
勤
務
し
て
い
た
日
系
企
業
が
中

国
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
取
れ
た
の
は
、
私
も
含

め
て
中
国
人
に
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
、
能
力
を
最
大
に
引
き
出
せ
た
こ
と
に
尽
き

ま
す
。
私
が
辞
め
る
と
き
に
は
、
営
業
部
門
数

百
人
の
ト
ッ
プ
を
含
め
す
べ
て
現
地
の
中
国

人
で
し
た
。
現
地
法
人
で
は
降
格
さ
れ
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
そ
の
ほ
か
に

も
成
功
し
て
い
る
企
業
は
、
中
国
人
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
優
れ
て
い
る
の
が
共
通
点
で
す
。

佐
野

本
日
は
耳
の
痛
い
話
が
続
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
一
般
的
な
日
本
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

な
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
裏
に
、

留
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
日
本
や
日
系
企
業
へ
の

期
待
や
愛
着
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中山翔壹
（Nakayama Shoichi）氏
日系コンサルティング会社勤
務。39歳。駒澤大学経営学部
卒業。日本に帰化

張晟（Joshua Zhang）氏
コンサルティング会社経営。
37歳。慶應義塾大学経済学部
卒業

江夏潔子
（Enatsu Kiyoko）氏
欧米系会計事務所勤務。36歳。
早稲田大学商学部卒業
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Part2 中国人材の活用法を模索する日系企業3

う
か
。

中
国
は
仕
組
み
化
す
る
の
が
難
し
い
国
だ

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

が
実
現
で
き
れ
ば
最
大
の
成
功
要
因
と
な
る

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
前
の
会
社

で
最
後
の
数
年
間
は
、
人
材
育
成
の
仕
組
み

化
に
最
も
多
く
の
時
間
を
割
き
ま
し
た
。

中
国
は
「
就
職
社
会
」
だ
か
ら
こ
そ
、
社
内

や
業
界
な
ど
、
狭
い
基
準
で
、
待
遇
や
身
分

を
語
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
る
日
系
企
業

が
、
仕
事
が
で
き
る
人
が
職
を
探
し
て
い
る

と
私
か
ら
聞
い
た
の
で
紹
介
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、「
こ
の
人
は

専
門
学
校
卒
で
、
し
か
も
ま
だ
28
歳
な
の
に

な
ぜ
年
収
が
10
万
元
も
必
要
な
の
か
」
と
担

当
者
に
真
顔
で
聞
か
れ
た
ん
で
す
。
あ
な
た

の
仕
事
は
賃
金
を
比
較
す
る
こ
と
か
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
人
を
採
用
す
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
と
皮
肉
を
言
い
た
く
な
り
ま
し

た
。
な
ぜ
日
系
企
業
の
間
で
、
賃
金
が
計
っ

た
よ
う
に
横
一
線
な
の
か
理
解
で
き
か
ね
ま

す
。
意
識
す
べ
き
相
手
は
欧
米
企
業
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
企
業
の
人
材
教
育
に
関
す
る
考
え
方

は
非
常
に
優
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
認
識
す
べ

き
は
、
日
本
は
「
就
社
社
会
」、
中
国
は
「
就

職
社
会
」
と
い
う
こ
と
。
中
国
人
が
一
生
、

ひ
と
つ
の
会
社
で
働
く
こ
と
は
稀
で
す
。
賃

金
が
定
年
直
前
に
い
く
ら
に
な
る
か
、
い
く

ら
説
明
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ

り
に
、
な
る
べ
く
長
く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
る
べ
き
で
す
。
今
の
賃
金
は
い
く
ら
か
、

昇
進
の
可
能
性
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
、
い

く
ら
昇
給
す
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
長
く
働
く
条
件
の
半
分

に
過
ぎ
ず
、
あ
と
の
半
分
は
、
ど
れ
だ
け
自

分
が
成
長
で
き
る
か
、
で
す
。
日
系
企
業
の

人
は
「
中
国
人
を
教
育
し
て
も
す
ぐ
辞
め
る

か
ら
意
味
な
い
」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
学
習
さ
せ
、

自
分
の
成
長
を
い
つ
も
実
感
さ
せ
る
仕
組
み

を
作
れ
ば
、
学
習
意
欲
の
高
い
優
秀
な
人
材

ほ
ど
長
く
働
き
ま
す
。
教
育
済
み
の
優
秀
な

人
材
を
日
系
か
ら
高
給
で
引
き
抜
け
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
欧
米
企
業
と
の
差
別
化
と
い

う
意
味
で
も
、
よ
い
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ

も
う
ひ
と
つ
日
本
企
業
が
犯
す
典
型
的
過

ち
が
あ
り
ま
す
。
本
社
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
、
早
く
実
績
を
出
さ
な
け
れ
ば
と
考

え
、
中
国
へ
の
赴
任
者
が
自
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の

第
一
線
に
出
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
文
化
や

商
習
慣
が
違
い
ま
す
か
ら
、
経
験
が
な
け
れ

ば
う
ま
く
行
く
は
ず
が
な
い
、
そ
の
分
、
部
下

を
教
育
す
る
時
間
も
減
り
、
挙
句
の
果
て
に

中
国
人
は
非
協
力
的
で
困
る
、
と
な
る
。
そ

う
で
は
な
く
、
現
地
の
中
国
人
の
教
育
役
、

サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
べ
き
な
ん
で
す
。
日
本

か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
来
る
必
要
は
な
い
、
コ
ー

チ
か
監
督
が
来
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。

日
本
企
業
が
中
国
に
出
る
場
合
、
人
事
制

度
を
含
め
、
ま
ず
日
本
の
や
り
方
を
移
植
し

よ
う
と
し
ま
す
。
当
然
失
敗
す
る
わ
け
で
す

が
、
今
度
は
す
べ
て
ロ
ー
カ
ル
で
通
そ
う
と
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
の
市
場
社
会
は
で
き

た
ば
か
り
で
、
確
固
た
る
仕
組
み
も
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
も
う
ま
く
行
く
は
ず
が
な
い
。

日
中
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
一
番
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
の
実
情
を
よ
く
認
識

し
た
う
え
で
、
人
材
育
成
の
仕
組
み
な
ど
、

日
本
企
業
の
優
れ
た
点
を
再
認
識
し
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
れ
を
導
入
す
る
か
の
判
断

が
と
て
も
大
切
で
す
。

人
材
育
成
の
仕
組
み
化
が
困
難
だ
か
ら
こ
そ
、

仕
組
み
化
す
る
価
値
が
あ
る

張
晟
氏（
上
海
艾
克
迅

銷
管
理
諮
詢
有
限
公
司
董
事
長
総
経
理
）

張晟（Joshua Zhang）氏
上海市出身。1967年生まれ。1995年慶應義塾大
学経済学部卒業後、日本の大手日用品会社に入
社。中国プロジェクト担当となり、上海の現地法人
設立とともにマーケティング担当として赴任。半年を
経て営業担当になり、96年10月から中国全土の営
業の責任者を務め、女性関連用品を上海でトップに
押し上げる。昨年末に退社し、現在は中国に進出し
た日系企業向けのコンサルティングを行っている。

日
中
の
長
所
融
合
を

う
ま
く
図
れ
る
人
材
を

日
本
は
就
社
社
会

中
国
は
就
職
社
会
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ル
ク
ラ
ス
（
瓶
１
本
、
２
〜
６
元
＝
約
30
〜

90
円
）
の
分
野
で
７
割
近
い
シ
ェ
ア
を
獲
得

し
た
。
ホ
テ
ル
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
ア

ッ
パ
ー
（
６
元
以
上
）、
季
節
労
働
者
が
主
な

消
費
層
の
ロ
ア
ー
（
２
元
未
満
）
を
合
わ
せ

る
と
全
体
で
４
割
を
超
す
シ
ェ
ア
で
、
も
ち
ろ

ん
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
だ
（
図
表
１
）。
上
海

周
辺
だ
け
で
、
人
口
は
ほ
ぼ
１
億
人
だ
か
ら
快

挙
に
違
い
な
い
。

成
功
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ま
ず
、

最
も
市
場
が
大
き
い
ミ
ド
ル
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
こ
と
だ
。

サ
ン
ト
リ
ー
が
中
国
で
の
ビ
ー
ル
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
１
９
８
４
年
で
、
場
所
は

上
海
と
北
京
の
間
に
あ
る
江
蘇
省
の
連
雲
港

市
だ
っ
た
。
中
国
独
特
の
経
営
慣
習
や
行
政

の
仕
組
み
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
た
反
面
、
大
き
な

学
習
を
積
む
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
96
年
、

上
海
で
ビ
ー
ル
事
業
を
立
ち
上
げ
、
４
年
足

ら
ず
で
、
飲
食
店
や
一
般
家
庭
向
け
の
ミ
ド

そ
の
う
え
で
サ
ン
ト
リ
ー
は
、
上
海
人
は
ど

ん
な
味
の
ビ
ー
ル
を
好
む
の
か
、
綿
密
な
市
場

調
査
を
繰
り
返
し
、
度
数
が
低
い
ラ
イ
ト
タ
イ

プ
の
ビ
ー
ル
、
三
得
利
「
白
ラ
ベ
ル
」
を
開
発
。

販
売
網
も
い
ち
か
ら
組
織
し
た
。
そ
れ
ま
で
上

海
の
ビ
ー
ル
流
通
網
は
、
国
営
の
大
卸
・
二

次
卸
・
三
次
卸
と
い
う
構
造
が
主
流
で
、
消

費
者
が
購
入
す
る
の
は
主
に
地
域
の
雑
貨
屋

だ
っ
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
は
そ
れ
ま
で
付
き
合
っ

て
い
た
国
営
の
大
卸
と
決
別
、
や
る
気
の
高

い
中
小
の
卸
会
社
中
心
の
独
自
流
通
網
を
作

っ
た
。
社
内
教
育
に
力
を
入
れ
、
３
０
０
名

に
の
ぼ
る
中
国
人
の
営
業
部
隊
を
組
織
し
て

攻
勢
を
か
け
た
。
消
費
者
向
け
に
は
中
国
で

初
め
て
広
告
用
の
飛
行
船
を
飛
ば
し
、
上
海

っ
子
の
度
肝
も
抜
い
た
。

こ
う
し
た
成
功
の
背
景
に
は
ど
ん
な
人
事

施
策
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ン
ト
リ
ー
の
中

国
総
経
理
、
岡
田
芳
和
氏
は
こ
う
話
す
。「
上

サントリー 
42.8％ 

力波 
12.8％ 

青島 
6.4％ 

バドワイザー 
5.6％ 

ハイネケン 
0.7％ 

アサヒ 
0.6％ 

キリン 
0.3％ 

サッポロ 
0.1％未満 低価格品 

32.0％ 

【図表1】上海でのブランド別 ビールのシェア（2001年）

上
海
圏
で
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ

三
得
利
が
成
功
し
た
要
因

日
本
で
留
学
生
を
採
用
し
育
成

人
事
部
に
は
日
本
人
を
排
除

サ
ン
ト
リ
ー

中
国
人
に
よ
る
中
国
人
の
た
め
の

人
事
を
徹
底

留
学
生
が
中
国
進
出
の
先
遣
隊
に

岡田芳和氏
三得利（中国）投資有限公司董事総経理

投資管理会社、販売会社、ビール生産会
社２社、飲料会社、持ち株会社の計６社
で構成。
●設立年：1995年
●従業員数：2600名（うち日本人は50名）
●業務内容：ビールおよび飲料の製造・

販売
●所在地：上海市

上海サントリー

現
地
化
を
進
め
る
日
系
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Part 3
日
系
企
業
の
評
判
が
総
じ
て
よ
く
な
い
と
い
っ
て
も
、
健
闘
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
う
し
た
企
業
は
、
中
国
を
市
場
と
し
て
と
ら
え
、
優
秀
な
現
地
の
人
材
や
日
本
へ
の
留
学
生
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

「
現
地
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
国
で
の
日
系
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
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Part3 中国人材の活用法を模索する日系企業3

１
号
と
し
て
本
社
採
用
し
た
の
で
す
。
彼
を
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
の
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
育
成
す

べ
く
、
国
際
事
業
セ
ク
シ
ョ
ン
に
配
属
し
、
勉

強
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
２
号
、
第
３
号

の
留
学
生
も
採
用
し
ま
し
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
の

企
業
文
化
を
よ
く
理
解
し
た
中
国
人
の
人
材

を
長
期
で
育
て
よ
う
と
い
う
意
図
で
す
ね
」。

い
ざ
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
段
に
な

る
と
、
彼
ら
が
先
遣
隊
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
81
年
に
で
き
た
北
京
事
務
所
の

２
代
目
所
長
が
第
１
号
の
元
・
留
学
生
、
上

海
事
務
所
の
同
じ
く
初
代
所
長
が
第
２
号
の

元
・
留
学
生
だ
っ
た
。

現
在
、
サ
ン
ト
リ
ー
は
中
国
で
ビ
ー
ル
と
清

涼
飲
料
水
事
業
を
手
が
け
、
投
資
会
社
、
製

造
会
社
、
販
売
会
社
な
ど
、
６
つ
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
働
い
て
い

る
総
従
業
員
は
２
６
０
０
名
（
今
年
中
に
３

０
０
０
名
）
で
、
そ
の
う
ち
日
本
人
は
50
名

だ
。「
会
社
の
ト
ッ
プ
が
日
本
人
ば
か
り
だ
と

中
国
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

海
に
出
て
き
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
う
ま
く
行

っ
た
か
ら
成
功
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
場
の
商
習
慣
、
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
現
地
の
人
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
現
地
の
運
営
は
極
力
、
中
国
人
に
任
せ

る
と
い
う
考
え
で
す
」

現
地
に
任
せ
る
。
言
葉
で
表
す
の
は
簡
単

だ
が
、
実
践
は
な
か
な
か
難
し
い
。「
実
は
、

80
年
、
当
時
の
佐
治
敬
三
社
長
の
鶴
の
一
声

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
有

望
だ
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
人
留
学
生
を
第

う
。
中
国
人
を
副
社
長
な
ど
の
高
い
地
位
に

上
げ
た
う
え
で
、
そ
の
下
に
日
本
人
を
入
れ
、

中
国
で
の
仕
事
の
や
り
方
を
勉
強
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人
事
に
は
日
本
人
を

一
切
入
れ
ま
せ
ん
。
日
本
人
が
入
る
と
、
中

国
人
の
心
の
ひ
だ
に
触
れ
る
人
事
政
策
が
実

行
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
人
事
政
策
は

現
地
化
の
背
骨
だ
と
考
え
ま
す
」（
岡
田
氏
）

従
業
員
の
評
価
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
営
業
部
門
に
関
し
て
は

毎
月
の
数
字
を
も
と
に
評
価
を
実
施
し
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
出
し
ま
す
。
管
理
部
門
は
３

カ
月
に
１
回
評
価
を
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年

ご
と
で
降
格
も
あ
り
得
ま
す
。
業
績
が
低
い
下

位
５
％
を
入
れ
替
え
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
全
員
の
能
力
の
底
上

げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
岡
田
氏
）。
報
道
記

事
に
よ
れ
ば
、
代
理
店
を
回
る
営
業
担
当
者

の
評
価
項
目
に
、
売
掛
金
の
回
収
率
、
販
売

の
額
だ
け
で
な
く
額
の
伸
び
率
が
入
っ
て
い
る

と
い
う
。
あ
る
い
は
事
業
戦
略
に
密
着
し
、
あ

る
い
は
中
国
人
の
気
質
を
考
慮
し
た
、
き
め
細

か
な
人
の
使
い
方
に
も
サ
ン
ト
リ
ー
の
成
功
の

秘
訣
が
潜
ん
で
い
る
。

日
本
で
人
事
畑
に
も
属
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
岡
田
氏
は
最
後
に
こ
う
話
し
た
。

「
人
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
心
を

つ
か
め
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
そ
の
国
の
政
策
、
価
値
観
に
合
っ
た
人

事
制
度
、
人
を
躍
動
せ
し
め
る
よ
う
な
制
度

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
所
属

す
る
業
界
や
会
社
の
歴
史
な
ど
に
よ
っ
て
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ど
こ
の
国
、
ど
の
企
業
に
も

通
用
す
る
人
事
制
度
は
な
い
は
ず
で
す
よ
」

こ
の
事
例
は
20
数
年
前
か
ら
進
め
て
い
た

中
国
人
材
養
成
策
が
な
け
れ
ば
今
は
な
か
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
点
で
、「
事
業
は
人
な

り
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
想
起
さ
せ
る
。

営
業
職
に
毎
月
の
奨
励
金
、
製
造
職
に

日
々
の
出
来
高
制
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
も
下
位

５
％
の
人
の
入
れ
替
え
…
…
。
松
下
電
器
産

業
（
以
下
、
松
下
）
は
中
国
に
55
の
関
連
会

社
を
展
開
し
て
い
る
が
、
２
０
０
３
年
か
ら
、

そ
の
う
ち
３
社
に
対
し
、
上
記
の
よ
う
な
中
国

上海市内の繁華街にかかるサントリーの看板

世
界
共
通
の
人
事
制
度
は

存
在
し
な
い

松
下
電
器
産
業

中
国
流〝
信
賞
必
罰
型
〞に
大
転
換

そ
の
裏
に
、

中
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
試
金
石

と
い
う
経
営
判
断

長見 真氏
松下電器産業株式会社
人事グループ　
国際人事チーム　主事

中村好伸氏
松下電器産業株式会社　
人事グループ
グループ採用センター所長

家電製造会社など計55社を中国で展開
している
●進出年：1987年
●従業員数：約２万名

（うち日本人は350名）
●業務内容：家電製品・部品の製造、研

究開発
●総売上げ：6800億円（2003年）
●所在地：北京市ほか

松下電器産業

中
国
の
位
置
づ
け
の
変
化
と

対
応
し
て
変
わ
る
人
事
制
度
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入
れ
た
。
こ
の
結
果
、
固
定
給
と
変
動
給
の

割
合
は
５
対
５
に
な
っ
た
が
、
将
来
は
３
対

７
ま
で
高
め
る
予
定
で
あ
る
。
次
に
Ｃ
Ｄ
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
組
み
立
て
を
行
う
会
社
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
ラ
イ
ン
生
産
に
替
わ
っ
て
セ
ル
生
産
方

式
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
個
々
人
の
生
産
能

力
の
違
い
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
た
。
現
在
、

日
々
の
出
来
高
に
応
じ
て
賃
金
を
払
っ
て
い

る
と
い
う
。
最
後
に
、
エ
ア
コ
ン
の
部
品
を
作

る
会
社
で
あ
る
。「
こ
こ
に
は
抜
本
的
な
手
を

打
ち
ま
し
た
。
一
番
大
き
な
変
更
点
は
、
職

能
資
格
制
度
を
や
め
、
ポ
ス
ト
制
に
し
た
ん
で

す
。
ポ
ス
ト
の
数
で
毎
年
、
例
え
ば
課
長
の
数

が
変
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ポ
ス
ト
も

自
分
か
ら
立
候
補
し
て
も
ら
い
、
上
司
が
評

価
し
て
決
め
る
ん
で
す
」（
長
見
氏
）

し
か
も
、
毎
年
業
績
が
下
位
５
％
の
人
に

ポ
ス
ト
を
外
れ
て
も
ら
う
か
、
辞
め
て
も
ら
う

「
５
％
ル
ー
ル
」
も
導
入
し
た
。
こ
れ
は
全
社

員
が
対
象
だ
。「
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
会
社

に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
や
り
方
を
考
え
ま
す
。
立
ち
上
げ
た
ば
か
り

の
会
社
に
は〝
劇
薬
〞に
も
な
り
得
ま
す
か
ら

ね
」（
長
見
氏
）。
全
体
を
通
じ
て
成
果
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
か
。「
社
員
の
定
着
率
が
上
が
り

ま
し
た
。
回
収
が
う
ま
く
行
か
な
い
弊
害
も
少

し
出
て
い
ま
す
が
、
販
売
額
は
上
向
き
で
す
。

目
論
見
通
り
、
よ
く
な
い
人
が
辞
め
て
い
く
例

も
多
い
」（
長
見
氏
）

こ
う
し
た
モ
デ
ル
３
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ほ
か
、
松
下
グ
ル
ー
プ
全
体
の
採
用
セ
ン
タ
ー

の
創
設
（
北
京
）、
中
国
人
管
理
職
育
成
コ
ー

ス
の
整
備
と
、
同
社
の
人
事
イ
ン
フ
ラ
構
築

の
試
み
が
同
時
進
行
し
て
い
る
。
中
国
進
出

は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
試
金
石
と
置
く
松
下
。

今
年
は
中
国
で
の
新
卒
採
用
数
が
日
本
で
の

数
を
上
回
る
。
中
国
に
お
け
る
人
事
制
度
の

模
索
経
験
は
、
日
本
で
、
あ
る
い
は
他
の
海

外
で
、
必
ず
生
き
て
く
る
は
ず
だ
。

２
０
０
１
年
４
月
、
中
国
に
お
け
る
持
ち

株
会
社
と
し
て
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
投
資
有

限
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。
１
９
８
０
年
、
北

京
に
連
絡
事
務
所
を
開
設
し
て
以
来
、
順
調

な
発
展
を
続
け
て
き
た
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム

に
と
っ
て
、
中
国
の
位
置
づ
け
は
生
産
基
地

け
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
２
０
０
２
年
、
中

国
で
の
グ
ル
ー
プ
事
業
の
売
上
げ
を
３
年
後

に
１
兆
円
に
す
る
目
標
で
、
中
国
・
新
創
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま
れ
た
。「
中
国
人
材
戦

略
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
そ
の
な
か
に
組
み
込
ま

れ
た
の
で
す
。
本
社
、
日
本
の
事
業
部
、
そ
れ

に
中
国
人
の
人
事
責
任
者
、
現
地
会
社
の
ト

ッ
プ
を
巻
き
込
ん
で
、
経
営
の
仕
組
み
自
体

を
変
え
る
こ
と
も
含
め
、
大
い
に
議
論
し
ま
し

た
」（
同
社
グ
ル
ー
プ
採
用
セ
ン
タ
ー
所
長
・

中
村
好
伸
氏
）

先
の
新
・
人
事
制
度
は
人
材
戦
略
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
一
環
で
あ
る
が
、
３
社
の
導
入
制

度
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
エ
ア
コ
ン
を

作
っ
て
い
る
会
社
の
営
業
担
当
者
に
歩
合
制

に
近
い
毎
月
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
取
り

流
・
信
賞
必
罰
の
人
事
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。
今
後
は
他
の
会
社
に
も
適
用
す
る
予
定

だ
。松

下
の
中
国
進
出
は
日
系
企
業
と
し
て
は

比
較
的
早
く
１
９
８
７
年
。
中
国
側
と
の
合

弁
で
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
製
造
会
社
を
作
っ
た
。
当

時
、
合
弁
会
社
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
国

営
企
業
全
盛
の
時
代
で
も
あ
り
、
当
時
は
先

進
的
だ
っ
た
松
下
の
人
事
制
度
が
そ
の
ま
ま

も
ち
込
ま
れ
た
。
同
社
人
事
グ
ル
ー
プ
国
際
人

事
チ
ー
ム
主
事
の
長
見
真
氏
は
こ
う
話
す
。

「
事
業
が
成
功
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
中
国
進

出
会
社
に
も
同
じ
も
の
を
当
て
は
め
た
の
で
す

が
、
民
営
企
業
の
台
頭
、
欧
米
企
業
の
進
出

と
、
中
国
の
経
済
の
仕
組
み
が
が
ら
り
と
変
わ

り
、
い
つ
し
か
実
情
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
優
秀
な
人
材
が
採
れ
な

い
、
２
、
３
年
で
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
う
と
い
う

弊
害
が
出
て
い
ま
し
た
」

そ
の
間
、
同
社
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ

富
士
写
真
フ
イ
ル
ム

留
学
生
活
用
、新
卒
採
用
、

現
地
化
推
進
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を

地
道
に
遂
行

徐瑞馥（Xu
Rui Fu）氏
富士膠片（中国）
投資有限公司
経営管理部
部長経理

●設立年：2001年
●従業員数：175名（うち日本人が7名）
●業務内容：カメラ、フィルムの製造販売
●所在地：上海市

富士膠片（中国）投資
有限公司

中
国
流
・
信
賞
必
罰
の
人
事

日
本
に
も
成
果
が
返
る
か
？

留
学
経
験
の
あ
る
中
国
人
に

人
事
制
度
づ
く
り
を
任
せ
る

小泉雅史氏
富士膠片（中国）
投資有限公司
副総経理
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Part3 中国人材の活用法を模索する日系企業3

応
募
者
側
が
求
め
る
も
の
も
日
々
変
化
し
て

い
る
。「
以
前
は
賃
金
の
高
低
に
関
心
が
集
中

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
仕
事
内
容
を
重

視
す
る
人
が
大
変
増
え
ま
し
た
。
将
来
に
ど
の

く
ら
い
役
立
つ
か
、
能
力
が
ど
の
く
ら
い
伸
び

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
会
社
ご
と
に

そ
れ
を
比
較
す
る
ん
で
す
。
賃
金
は
仕
事
に
応

じ
相
場
を
見
て
決
定
す
べ
き
で
す
が
、
細
か
な

デ
ー
タ
が
未
整
備
の
た
め
、
前
職
や
現
行
社

員
の
も
の
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
多
い
」（
小

泉
氏
）。
上
海
市
政
府
が
発
表
し
た
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
現
在
、
最
も
高
い
管
理
職
の
給
与

は
年
俸
で
60
万
元
（
約
８
５
０
万
円
）、
平
均

で
29
万
元
（
約
４
０
０
万
円
）。
決
し
て
安
く

な
い
金
額
だ
。
採
用
力
を
上
げ
る
に
は
、
こ
う

し
た
デ
ー
タ
で
相
場
を
把
握
し
、
自
社
の
改
善

に
生
か
す
こ
と
が
重
要
だ
。

採
用
は
、
ま
だ
中
途
が
中
心
の
同
社
だ
が
、

新
卒
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。「
１

年
前
か
ら
、
上
海
市
政
府
が
大
学
生
に
職
務

経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

１
人
当
た
り
毎
月
６
２
０
元
、
政
府
か
ら
企

業
に
補
助
金
が
出
る
ん
で
す
よ
。
一
種
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
が
、
当
社
も
そ
れ
に
参
加

し
、
現
在
20
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
か
ら
優
秀
な
人
材
の
採
用
を
考
え
て
い

ま
す
」（
同
社
経
営
管
理
部
部
長
・
徐
瑞
馥
氏
）。

上
海
市
労
働
保
障
局
は
、
こ
う
し
た
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
た
20
社
に
奨
励
賞
を
与
え
て

い
る
が
、
同
社
も
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

へ
の
留
学
経
験
者
が
55
名
在
籍
し
て
い
ま
す
」。

賃
金
体
系
や
人
事
制
度
は
中
国
に
合
っ
た
独

自
の
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
制
度
は
、
主
に
日

本
に
留
学
経
験
の
あ
る
中
国
人
が
作
っ
た
。

最
初
に
人
材
採
用
の
問
題
か
ら
話
を
聞
い

た
。
急
速
に
人
材
市
場
が
変
化
す
る
な
か
、

で
あ
り
、
拡
大
す
る
市
場
で
あ
り
、
部
品
調
達

の
拠
点
だ
。
持
ち
株
会
社
設
立
か
ら
３
年
、

上
海
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
る
の
か
、
取
材
し
た
。

副
総
経
理
の
小
泉
雅
史
氏
は
話
す
。「
社
員

数
は
１
７
５
名
で
、
日
本
人
が
７
名
。
日
本

中
国
に
進
出
し
た
、

あ
る
米
国
企
業
の
取
り
組
み

趙
晨
氏（Jane

Z
hao

）

一
般
的
な
欧
米
企
業
で
は
、
ど
ん
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

米
国
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
人
事
責
任
者
が

社
名
を
伏
せ
る
こ
と
を
条
件
に
、
取
材
に
答
え
た
。１

年
以
上
の
人
が
採
用
対
象
で
す
。
中
国
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
日
々
成
長
し
て
お
り
、
人
材
を
育
成
し
て

い
る
余
裕
は
な
く
、
即
戦
力
の
み
必
要
で
す
。
当

社
の
給
料
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
上
海
戸
籍
が
欲
し
い
地
方
の
人
材
を
狙
っ
て

採
用
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
と
は
３
年
の
労
働
契
約

を
結
び
ま
す
。
し
か
し
、
人
材
競
争
が
激
し
く
、

今
年
も
早
々
に
主
要
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
７
名
も

退
職
し
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
も
辞
め
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
目
標
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

が
自
然
に
残
る
よ
う
に
人
事
制
度
を
作
り
直
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
３
つ
の
対
策
を
考

え
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
目
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
昇

進
・
昇
格
の
機
会
で
す
。
独
立
し
た
い
人
は
多
い

当
社
は
米
国
の
ト
ッ
プ
10
に
入
る
特
殊
分
野
の

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
す
。
米
国
側
が
１
０
０
％
出
資

し
た
会
社
で
、
97
年
に
中
国
で
設
立
さ
れ
、
国
内

に
数
カ
所
工
場
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
は
米

国
人
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
現
地
の
中

国
人
で
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
は
華
僑
や
香
港

人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
留
学
生
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
米
国
本
国
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｒ
Ｏ

Ｅ
一
本
で
、
人
事
制
度
は
徹
底
し
て
中
国
に
合
わ

せ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
解
雇
は
し
ま
せ

ん
。
業
績
の
低
い
社
員
は
配
属
を
変
え
ま
す
。

新
卒
採
用
は
未
実
施
で
、
大
卒
で
社
会
人
経
験

の
で
す
が
、
会
社
を
作
る
に
は
資
金
が
必
要
で
す

し
、
独
立
し
て
事
業
に
失
敗
し
、
戻
っ
て
働
く
人

も
多
い
の
で
す
。
社
内
で
仕
事
の
経
験
を
積
ん
で

昇
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
彼
ら
の
強
い
要

望
で
す
。
２
つ
目
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
１
人

当
た
り
３
０
０
万
元
を
投
資
し
、
セ
ー
ル
ス
や
生

産
管
理
な
ど
、
専
門
能
力
の
開
発
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
３
つ
目
が
福
利
厚
生
で
、
同
業
他
社

よ
り
多
め
に
出
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
苦
し
む
日
系
企
業

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
が
、
私
自
身
、
日
系
企
業

に
勤
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
職
場
で
は
圧
迫
感

を
感
じ
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
お
か
し
い
と
思
い
ま

し
た
よ
。
仕
事
の
仕
方
も
非
効
率
な
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
企
業
が
中
国
で
成
功
す
る
た
め
に
は
、

①
留
学
生
を
数
多
く
活
用
す
る
こ
と
、
②
残
業
を

さ
せ
な
い
こ
と
、
③
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
、
以
上
３
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

採
用
は
上
海
市
外
の
人

ト
ッ
プ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
中
国
人

日
系
企
業
へ
の
3
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス

趙晨（Jane Zhao）氏

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
新
卒
採
用

大
学
生
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
狙
う

w63_40-45.qx  04.3.31 6:11 PM  ページ 43



C

M

Y

K44Apr.-May  2004

特集1 W63_44

業
務
も
徐
々
に
日
本
か
ら
移
管
し
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
業
務
に
対
応
で
き
る
、
日
本
よ
り
コ

ス
ト
の
低
い
優
秀
な
人
材
が
今
な
ら
獲
得
で

き
る
は
ず
だ
、
と
い
う
の
が
、
大
量
採
用
に
踏

み
切
っ
た
大
連
ア
イ
リ
ス
集
団
の
代
表
、
大

山
繁
生
氏
の
判
断
だ
っ
た
。

現
在
５
０
０
０
人
の
中
国
人
従
業
員
の
な

か
で
日
本
人
は
14
名
で
あ
る
。「
発
足
当
初
は

日
本
語
の
で
き
る
人
材
を
優
先
し
て
採
用
し

ま
し
た
が
、
今
で
は
日
本
語
が
で
き
な
く
て
も

ま
ず
優
秀
な
人
を
採
用
し
、
仕
事
を
任
せ
て

い
ま
す
。
当
社
の
副
総
経
理
は
中
国
人
。
う

ち
が
オ
ー
ナ
ー
会
社
で
、
機
動
的
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
事
施
策
を
打
て
る
点

が
効
を
奏
し
て
い
ま
す
」（
大
山
氏
）

同
社
の
人
事
評
価
は
、
仕
事
に
必
要
な
知

識
・
ス
キ
ル
を
各
人
が
身
に
つ
け
て
い
る
か
、

い
な
い
か
を
一
覧
表
に
し
た
「
技
能
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
」
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。

こ
れ
は
部
署
ご
と
に
異
な
り
、
例
え
ば
、
生

産
管
理
の
現
場
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
定
ソ

フ
ト
に
十
分
習
熟
し
て
い
る
人
は
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
の
該
当
箇
所
に
赤
の
星
が
つ
く
。
職
場
ご

と
に
一
表
が
貼
り
出
さ
れ
て
お
り
、
向
上
心
の

あ
る
社
員
に
は
大
き
な
励
み
に
な
る
は
ず
だ
。

「
３
カ
月
、
あ
る
い
は
半
年
ご
と
に
上
司
が
見

直
し
て
評
価
し
ま
す
。
中
国
人
は
目
に
見
え

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ

日
本
流
は
中
国
で
も

通
用
す
る

運
用
は
、
明
示
的
か
つ

厳
密
に

大山繁生氏
大連アイリス集団董事長

●設立年：1996年
●従業員数：5000名（うち日本人は14名）
●業務内容：収納・インテリア、園芸、ペ

ット関連など生活用品の製
造

●売上げ：1億1300万ドル（2003年）
●所在地：大連市

大連アイリス集団

１
９
９
６
年
に
自
社
工
場
を
大
連
に
立
ち

上
げ
た
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
は
、
昨
年
、
日
本

本
社
（
仙
台
）
で
の
数
を
上
回
る
１
０
４
名

の
大
卒
新
卒
を
大
量
採
用
し
た
。
日
本
向
け

商
品
の
生
産
拠
点
と
し
て
進
出
し
た
大
連
だ

が
、
工
場
の
規
模
も
拡
大
し
、
商
品
設
計
の

日
本
で
は
ま
だ
そ
う
で
も
な
い
が
、
上
海
で

は
、
採
用
以
上
に
人
材
引
き
止
め
策
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
。「
入
社
を
決
め
る
際
、
何
を

重
視
し
た
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
社
内
で

取
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
賃
金
、
会
社
の
文

化
、
働
く
環
境
、
そ
し
て
上
司
と
の
人
間
関

係
の
よ
さ
が
上
位
で
し
た
ね
。
リ
テ
ン
シ
ョ
ン

の
基
本
は
、
い
か
に
本
人
が
会
社
か
ら
必
要

と
さ
れ
て
い
る
か
を
日
常
的
に
上
司
が
伝
え
る

こ
と
で
す
。
実
は
定
着
率
が
一
番
高
い
の
は
、

い
っ
た
ん
辞
め
て
も
う
一
度
再
入
社
し
た
人

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
退
職
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
徐
氏
）

社
員
が
退
職
を
申
し
出
た
場
合
、
直
属
の

上
司
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
副

総
経
理
が
必
ず
時
間
を
取
り
、
再
雇
用
の
可

能
性
も
考
え
な
が
ら
話
を
す
る
と
い
う
。

今
後
の
課
題
を
小
泉
氏
は
こ
う
話
す
。「
少

な
く
と
も
副
総
経
理
は
早
く
中
国
人
に
任
せ

た
い
。
現
地
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

閉
鎖
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軽
視
す

る
、
中
国
人
を
登
用
し
な
い
な
ど
、
中
国
人

が
一
般
的
に
も
つ
日
系
企
業
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
課
題
を
克
服
す
る
地
道
な
取
り
組
み
が
印

象
的
だ
っ
た
。

日
本
よ
り
多
い

大
卒
新
卒
の
採
用
数

技
能
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と

下
位
10
％
の
降
格
制
度

人
材
流
出
は
大
前
提

再
雇
用
も
視
野
に
退
職
面
談
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の
人
が
該
当
す
る
降
格
制
度
が
あ
る
こ
と
だ
。

「
人
事
評
価
委
員
会
を
設
け
、
本
人
に
面
接
し

た
う
え
で
、
全
員
の
序
列
を
つ
け
、
評
価
が
よ

く
な
か
っ
た
人
を
降
格
さ
せ
る
。
た
だ
し
解
雇

は
し
ま
せ
ん
、
一
度
入
っ
て
も
ら
っ
た
人
は
で

き
る
だ
け
頑
張
っ
て
成
功
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
の
が
基
本
で
す
か
ら
」（
大
山
氏
）

昨
年
入
社
し
た
１
０
４
人
の
新
卒
の
う
ち

脱
落
者
は
ま
だ
数
名
だ
。「
中
国
人
は
目
標
が

曖
昧
に
な
る
と
、
会
社
を
辞
め
て
い
き
ま
す
。

裏
を
返
せ
ば
そ
れ
だ
け
向
上
心
が
強
い
と
い
う

こ
と
。
今
回
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
使
い
、
１
年

後
に
ど
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
行
き
ま
す
と
、
ひ
と

り
ひ
と
り
目
の
前
で
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
さ

せ
、
互
い
に
サ
イ
ン
を
交
わ
し
た
ん
で
す
。
結

果
報
告
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
」（
大
山
氏
）

技
能
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
も
、
人
事
評
価
委
員

会
に
よ
る
毎
年
の
評
価
制
度
も
、
日
本
で
の

試
み
を
現
地
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
だ
。
こ

の
事
例
は
、
日
本
流
を
全
否
定
す
る
の
で
は

な
く
、
現
地
の
事
情
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の

裏
で
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
の
ト
ッ
プ
の
親
族
が
中

国
で
の
総
責
任
者
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
。

る
も
の
は
よ
く
や
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
技
能
が
必
要
で
、
各
人
が
ど
れ
だ
け
身
に
つ

け
て
い
る
か
が
一
目
で
わ
か
る
の
で
、
所
属
長

の
勉
強
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
大
山
氏
）。
こ

の
部
分
は
賃
金
に
も
反
映
す
る
。
賃
金
は
職

位
と
等
級
で
基
本
給
が
決
ま
り
、
技
能
手
当

が
そ
こ
に
加
わ
る
。
部
署
ご
と
に
両
者
の
比
率

は
異
な
る
が
、
な
か
に
は
半
々
と
い
う
部
署
も

あ
る
。「
今
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に
つ
い
て
の

技
能
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
作
れ
、
と
指
示
を
し
て

い
ま
す
」（
大
山
氏
）

日
本
よ
り
厳
し
い
点
は
、
主
任
以
上
の
コ

ア
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
毎
年
、
下
位
10
％

い
な
い
ん
だ
ね
。
新
し
い
も
の
を
ク
リ
エ
イ
ト

で
き
る
段
階
ま
で
行
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

中
国
と
日
本
は
隣
同
士
だ
し
、
同
じ
漢
字

を
使
う
か
ら
似
た
国
だ
と
思
っ
た
ら
と
ん
で

も
な
い
。
中
国
人
は
自
分
の
基
軸
を
ち
ゃ
ん

と
も
っ
て
い
る
。
広
大
な
国
土
に
26
も
の
民

族
が
い
て
、
そ
れ
を
統
一
し
た
の
が
今
の
中

国
。
す
ご
い
競
争
社
会
で
、
個
が
確
立
し
て

い
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
う
い
う

中
国
に
は
、
短
期
の
実
力
主
義
、
成
果
主
義

は
う
ま
く
合
致
す
る
と
思
う
。
だ
め
な
ら
ば
他

に
移
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。

日
本
は
違
う
。
和
気
あ
い
あ
い
と
、
な
る

べ
く
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
平
均

点
を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
風
土
な
ん
だ
。

日
本
企
業
も
最
近
は
成
果
主
義
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
が
、う
ま
く
行
く
か
疑
問
だ
ね
。

そ
の
た
め
に
は
学
校
教
育
の
根
本
を
変
え
て
、

強
い
個
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

中
国
進
出
を
決
め
た
の
は
商
圏
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
賭
け
た
か
ら
で
す
よ
。
世
界
史
で

繁
栄
す
る
地
域
を
見
る
と
、
文
明
発
祥
の
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
西
向
き
に
欧
州
、

米
国
、
日
本
と
き
た
。
次
は
中
国
。
２
０
０

８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
年
後
の
上

海
万
博
、
そ
こ
ま
で
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
中
国
は
ま
だ
ま
だ
お
か

し
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
役
人
は
不
親
切
で
威

張
っ
て
い
る
し
、
料
理
が
遅
い
の
で
怒
る
と
、

店
の
従
業
員
は
絶
対
自
分
の
非
を
認
め
ず
言

い
訳
ば
か
り
。
会
社
で
も
、
上
が
決
め
た
こ

と
を
下
の
人
は
杓
子
定
規
に
や
る
だ
け
。
状

況
判
断
を
せ
ず
に
ね
。
教
育
が
行
き
渡
っ
て

一
番
残
念
に
思
う
の
は
、
海
外
で
現
地
に

根
を
張
り
現
地
の
人
間
と
一
緒
に
な
っ
て
や

ろ
う
と
い
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
も
っ
た
日
本
人

が
あ
ま
り
に
少
な
い
こ
と
だ
。
住
む
場
所
も
、

付
き
合
い
の
範
囲
も
、
日
本
人
同
士
で
固
ま

り
、
そ
こ
か
ら
出
よ
う
と
し
な
い
。
日
本
の
本

社
ば
か
り
見
て
仕
事
を
し
、
海
外
手
当
で
貯

金
を
増
や
す
と
い
う
感
覚
な
ん
だ
。
自
分
が

台
湾
赴
任
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
羽
田
で

１
０
０
０
円
ぽ
っ
き
り
し
か
な
か
っ
た
。
金

は
た
ま
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
代
わ
り
に
、
現
地

の
友
達
が
山
ほ
ど
で
き
た
。
今
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
面
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
す
ご
く
有
益

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
よ
。

今
、
上
海
で
も
同
じ
こ
と
や
っ
て
い
る
ん

だ
。
人
間
が
好
き
な
ん
だ
ね
。
人
事
制
度

云
々
の
前
に
、
現
地
に
根
を
張
る
根
性
を
も

っ
た
、
情
念
の
あ
る
人
間
を
よ
こ
す
こ
と
が

必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
。

海
外
で
根
を
張
れ
る
、情
念
の
あ
る
人
間
を

松
本
篤
氏（
得

〈
上
海
〉
貿
易
有
限
公
司
董
事
総
経
理
）

まつもと・あつし
1949年生まれ。大卒後、
藤田観光、俳優・勝新太郎
のマネージャー、日東電工
などを経て現職。 得　＝
エレクターとは、1929年、
米国インターメトロ社が発
売したネジや釘なしで組み
立て可能なスチールワイヤ
ー棚のブランド名。1966年
日本法人が設立され、昨年
11月、上海法人が設立。

技能マトリックスの一例。
これは物流課のものである
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中国の現
い

状
ま

から
何を学ぶか

長い旅もようやく終わりが近づいた。
隣人であり、時に、密接なパートナー、好敵手であり、
扱いの手ごわい大国でもある中国。
われわれは中国から、中国企業から、何を学ぶべきだろうか。
Part１では、企画にご協力いただき、現地取材にもご同行いただいた
人事コンサルタント、永井隆雄氏の論考を掲載する。
同じく取材にご同行いただいた、ふたりの在日・中国人起業家の
コラムとあわせてお読みいただきたい。
Part2、編集部からのメッセージで特集の最後を締めくくりたい。

構成 荻野進介（本誌）

Part 1
中国で、日本人のキャリア・
企業人事の未来を考えた
永井隆雄氏（AGP行動科学分析研究所所長）

Part 2
成果主義が経営と
人事に求める
コミュニケーション投資
佐野一郎（本誌編集長）

北京市内の工事現場で。撮影：岩崎稔

中国で、日本人のキャリア・
企業人事の未来を考えた
永井隆雄氏（AGP行動科学分析研究所所長）

成果主義が経営と
人事に求める
コミュニケーション投資
佐野一郎（本誌編集長）
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Part1 中国の現状から何を学ぶか4

日
本
の
人
事
と
組
織
は
行
き
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
閉
塞
感
を
覚
え
て
何
年
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
万
能
薬
を
求
め
る
経
営
者
や
人
事

担
当
は
今
も
っ
て
少
な
く
な
い
。
古
く
は
職
能

資
格
制
度
に
始
ま
り
、
目
標
管
理
、
年
俸
制
、

成
果
主
義
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
業
績
評
価

な
ど
今
も
桃
源
郷
へ
と
さ
ま
よ
う
人
は
後
を
絶

た
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
人
事
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
特
効
薬
と
は
な
り

得
な
い
し
、
欧
米
で
も
妙
薬
が
な
い
こ
と
は
私

な
り
に
実
証
し
て
き
た
。
人
事
の
運
営
は
も
っ

と
戦
術
的
な
も
の
だ
。

今
回
、
中
国
特
集
の
お
話
が
あ
り
、
私
は

北
京
、
上
海
の
企
業
や
大
学
を
訪
問
し
、
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
つ
い

で
に
福
建
省
や
香
港
に
も
足
を
運
ん
だ
。
実

は
昨
年
、
出
版
準
備
な
ど
の
案
件
で
通
算
２

カ
月
近
く
を
上
海
で
過
ご
し
た
。
上
海
は
英

語
の
通
じ
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
夏
頃
か
ら
毎

日
中
国
語
や
広
東
語
を
勉
強
し
、
最
低
限
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
広
東
語
は
難
し
い
が
、
中
国
語
は
も
と
も

と
共
通
語
な
の
で
、
習
得
は
難
し
く
な
い
し
、

中
国
語
は
基
本
的
に
わ
か
り
や
す
い
。

こ
の
１
、
２
年
だ
ろ
う
か
、
に
わ
か
に
中
国

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
高
度
成
長
と
バ

ブ
ル
経
済
が
同
時
に
来
た
よ
う
な
上
海
の
光

景
を
見
て
、
多
く
の
日
本
人
は
80
年
代
を
思

い
出
す
。「
今
度
こ
そ
成
功
さ
せ
て
や
る
」「
中

国
に
行
く
し
か
も
は
や
手
は
な
い
」「
中
国
で

勝
て
ば
世
界
を
制
す
る
」。
し
か
し
、
多
く
の

日
本
人
は
、
中
国
を
誤
解
し
て
い
る
。
そ
の
誤

解
を
ま
ず
解
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
上
海
だ

け
を
見
て
中
国
を
語
る
こ
と
は
誤
り
で
、
地
域

に
よ
っ
て
同
じ
国
と
思
え
な
い
ほ
ど
格
差
が
あ

る
。
基
本
的
に
発
展
途
上
国
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
が
、
多
く
の
点
で
中
国
は
日
本
の
先
を

行
っ
て
い
る
。
中
国
を
見
る
日
本
人
は
偏
見

に
満
ち
、
そ
こ
に
は
根
拠
な
き
楽
観
、
侮
り
、

情
報
不
足
、
考
え
違
い
が
あ
る
。

訪
問
し
た
聯
想
の
人
事
は
日
本
企
業
の
は

る
か
先
を
行
っ
て
お
り
、
米
国
系
エ
ク
セ
レ
ン

ト
企
業
と
同
期
化
し
て
い
る
。
新
思
ソ
フ
ト
や

用
友
軟
件
に
し
て
も
日
本
の
先
進
企
業
並
み

中
国
へ
の
誤
解
を
解
き

我
身
を
映
す
鏡
と
せ
よ

中
国
は
多
く
の
点
で

日
本
の
先
を
行
く

ながい・たかお
1963年生まれ。AGP行
動科学分析研究所所長。
慶應義塾大学文学部卒
業。同大学院、外資系企
業などを経て現職。日本
大学など複数の大学の講
師も務める。

だ
。
中
華
英
才
網
な
ど
、
今
回
取
材
し
た
話

は
多
く
の
点
で
日
本
の
人
事
よ
り
先
行
し
て

お
り
、
そ
の
担
い
手
た
ち
は
英
語
も
堪
能
で
、

米
国
Ｈ
Ｒ
Ｍ
に
も
十
分
に
精
通
し
て
い
る
。

「
そ
ん
な
バ
カ
な
」
そ
う
言
い
出
す
人
事
担
当

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
事
担
当
を
専
門
家

と
見
な
い
日
本
に
は
欧
米
並
み
の
Ｈ
Ｒ
担
当

者
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
中
国
に
は
欧
米
企

業
で
Ｈ
Ｒ
担
当
を
経
た
人
材
も
豊
富
だ
。

中
国
の
人
件
費
は
安
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は

円
高
と
人
民
元
安
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
超
常
現

象
で
、
安
い
か
ら
人
材
も
ぱ
っ
と
し
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
30
代
の
中
国
人
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
は
男
女
と
も
ず
ば
抜
け
て
優
秀
な
人
が
多

い
。
基
礎
学
力
、
語
学
力
、
志
、
達
成
意
欲
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
い
ず
れ
も
卓
抜
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
度
胸
が
あ
り
、
腹
が
据
わ
っ
て
い
る
。

維
新
の
志
士
を
思
わ
せ
る
人
も
少
な
く
な
い
。

対
す
る
日
本
の
30
代
は
心
許
な
い
。
大
学
の

講
師
と
し
て
痛
感
す
る
が
、
下
の
世
代
ほ
ど
基

礎
学
力
も
意
欲
も
平
均
し
て
低
く
な
り
つ
つ

あ
る
。「
言
い
す
ぎ
で
し
ょ
？
」
そ
ん
な
声
が

聞
こ
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一

方
で
、
身
勝
手
で
恥
知
ら
ず
、
わ
き
ま
え
の
な

い
傍
若
無
人
の
徒
も
中
国
に
は
有
象
無
象
い

る
。
道
を
聞
い
て
親
切
に
教
え
て
も
ら
え
る
こ

文
・

永
井
隆
雄
氏
（
A
G
P
行
動
科
学
分
析
研
究
所
所
長
）

中
国
で
、
日
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
・

企
業
人
事
の
未
来
を
考
え
た

Part 1



中
国
か
ら
来
日
し
て
10
数
年
が
経
ち
、
そ

の
間
、
学
校
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
、
日
本
企
業
、

日
本
に
あ
る
中
国
企
業
を
歩
き
回
っ
た
。
当

た
り
前
だ
が
、
学
校
で
も
企
業
で
も
、
中
国

と
の
大
き
な
隔
た
り
を
感
じ
た
。
同
じ
漢
字

文
化
圏
と
は
い
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視

す
る
日
本
に
対
し
、
組
織
と
個
人
能
力
の
重

要
性
を
提
唱
す
る
中
国
。
報
告
・
連
絡
・
相

談
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
に
関
し
て
も
、

前
者
は
上
下
関
係
を
中
心
に
、
後
者
は
効
率

的
な
業
務
処
理
を
前
提
と
す
る
な
ど
、
考
え

方
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。

日
本
企
業
の
管
理
職
の
ほ
と
ん
ど
は
、
業

務
が
円
滑
に
運
ぶ
よ
う
、
指
示
を
忠
実
に
実

行
し
管
理
し
や
す
い
人
材
を
望
む
傾
向
が
あ

る
。
35
歳
が
転
職
す
る
最
後
の
年
齢
と
い
う

の
が
暗
黙
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
転
職
を
繰
り

返
す
人
は
異
端
児
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

だ
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
移
ろ
い
や
す
く
、

商
品
サ
イ
ク
ル
も
短
い
今
の
時
代
は
、
既
成

の
枠
を
破
り
突
破
口
を
開
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
あ
ふ
れ
る
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
人
材
こ
そ
が
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
行

動
で
企
業
の
活
性
化
を
促
す
か
ら
だ
。

そ
れ
で
も
最
近
は
効
率
を
求
め
、
多
く
の

転
職
人
材
を
受
け
入
れ
る
日
本
企
業
が
増
え

て
い
る
。
そ
う
し
た
人
材
は
、
良
く
も
悪
く

も
、
硬
直
化
し
た
社
内
に
刺
激
を
与
え
、
環

境
に
変
化
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
な

の
に
、
横
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
上
下
関
係
中

心
の
管
理
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
、
傑

出
し
た
個
人
の
居
場
所
が
な
く
な
り
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結

果
、
多
く
の
人
材
が
別
の
新
天
地
を
求
め
る

と
い
う
選
択
肢
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

今
後
、
日
本
企
業
が
大
き
く
伸
び
る
に
は
、

統
率
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
、
本
来
、
得
意

と
し
て
き
た
分
野
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
個
人

が
も
っ
と
競
争
し
合
う
環
境
づ
く
り
や
、
よ

り
効
率
的
な
管
理
体
制
の
構
築
を
心
が
け
る

べ
き
だ
。
そ
う
す
れ
ば
現
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
り
、
企
業
は
自
然
に
成
長
し
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

統
率
と
競
争
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
効
率
。

ど
ち
ら
か
で
は
な
い
、
ど
ち
ら
も
必
要

馮
廣
明
氏
（
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
代
表
取
締
役
）

馮廣明
（Feng Guang Ming）
1969年生まれ。90年に
来日、印刷関連企業（日本）、
SIベンダー企業（中国）、
セキュリティベンダー（日本）
を経て、3年前にＥＣ、ソー
シャルネットワークの開発
会社を設立。日本人パー
トナーと、日本での事業拡
大や中国サービス拠点の
設立に奔走する毎日。
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と
は
珍
し
い
。
そ
れ
も
事
実
だ
。

日
本
が
ど
う
と
か
中
国
が
ど
う
と
か
、
安
っ

ぽ
い
お
国
自
慢
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
。「
中

国
に
は
進
出
し
な
い
か
ら
う
ち
に
は
関
係
な

い
」「
海
外
進
出
は
海
外
担
当
が
や
っ
て
い
る

か
ら
関
係
な
い
」。
ど
う
か
そ
う
い
う
話
も
待

っ
て
ほ
し
い
。
中
国
は
日
本
の
行
き
詰
ま
り
の

原
因
を
紐
解
く
最
大
の
鏡
な
の
だ
。
そ
こ
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
で
は
成
果
主
義
が
ど
う
も
う
ま
く
行

か
な
い
。
対
す
る
中
国
で
は
お
お
む
ね
成
功
し

て
い
る
。
日
本
の
成
果
主
義
に
は
光
と
影
が

あ
る
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
光
が
少
な
く
、
影

の
部
分
が
多
す
ぎ
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
さ
が
勝

る
。
中
国
で
は
そ
の
影
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
。

光
り
輝
き
、
燦
然
と
成
果
主
義
が
花
開
い
て

い
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
で
は
な
い
が
、
日
本
企
業

は
、「
光
あ
る
う
ち
に
光
の
中
を
歩
」
む
べ
き

だ
ろ
う
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
何
が
学
べ

る
の
か
。

企
業
に
依
存
す
る
発
想
の
希
薄
な
中
国
人

は
徹
底
的
に
自
立
し
た
価
値
観
を
も
っ
て
い

る
。
一
流
大
学
の
学
生
で
も
多
数
派
は
将
来

の
自
営
を
夢
見
る
。
何
も
華
や
か
な
ベ
ン
チ
ャ

ー
ば
か
り
で
は
な
い
。
花
屋
か
飲
食
店
で
も
い

い
か
ら
、
勤
め
る
よ
り
は
人
を
使
う
立
場
に
な

り
た
い
と
い
う
。

あ
り
の
ま
ま
の
評
価
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ

と
を
む
し
ろ
好
む
。
評
価
制
度
を
作
っ
て
も
寛

大
化
と
中
心
化
の
た
め
に
何
の
改
革
も
実
質

的
に
起
こ
ら
な
い
日
本
と
空
気
が
違
う
。
絶

対
評
価
で
は
な
く
相
対
評
価
が
基
本
。
適
任

者
が
い
れ
ば
ゴ
ボ
ウ
抜
き
で
抜
擢
し
、
だ
め
な

社
員
は
切
る
、
不
正
が
あ
れ
ば
即
時
に
解
雇
、

下
の
１
割
は
代
謝
、
信
賞
必
罰
。
日
本
と
違

っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
徹
底
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

成
果
主
義
は
厳
し
い
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
絶
対

評
価
の
手
法
で
あ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
や
目
標

管
理
と
は
併
存
し
に
く
い
。
相
対
評
価
の
ま

な
ざ
し
を
再
考
し
な
い
と
い
け
な
い
。
中
国
の

事
例
企
業
か
ら
痛
感
す
る
教
訓
だ
。

欧
米
企
業
も
日
系
企
業
も

中
国
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
悩
む

浸
透
す
る
成
果
主
義

背
景
に
、
個
人
主
義
・
独
立
心

北京市内で行われたジョブフェアで求人紙を読む人たち



中
国
に
進
出
し
た
多
く
の
日
系
企
業
は
、

中
国
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
苦
労
し
て
い

る
。
以
下
の
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
q
い

い
人
材
が
足
り
な
い
、
す
ぐ
辞
め
る
、
w
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
行
か
な
い
、

e
上
下
関
係
が
明
確
な
た
め
、
社
内
の
雰
囲

気
が
硬
い
、
r
中
国
人
の
自
己
主
張
が
強
い
。

日
本
側
の
原
因
と
し
て
、
ま
ず
「
年
功
序

列
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ト
ッ
プ
は
常
に
日
本

人
で
中
国
人
は
出
世
で
き
な
い
。
給
料
は
総

額
、
昇
給
額
と
も
に
欧
米
企
業
よ
り
少
な
く
、

個
人
の
差
が
出
な
い
。
日
本
人
だ
け
で
固
ま

り
、
物
事
を
決
め
る
「
集
団
行
動
」
も
問
題

だ
。
さ
ら
に
、
男
女
・
学
歴
差
別
な
ど
の

「
人
権
問
題
」
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
能
力
よ
り

学
歴
・
社
歴
と
い
っ
た
経
験
を
重
視
す
る
こ

と
に
起
因
す
る
。「
文
化
差
異
」
と
い
う
問
題

も
あ
る
。
中
国
人
は
自
分
と
家
族
を
大
切
に

す
る
。
日
本
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
到
底

理
解
さ
れ
な
い
。

中
国
側
の
原
因
は
逆
に
シ
ン
プ
ル
だ
。
目

先
の
こ
と
を
重
視
し
す
ぎ
る
、
自
己
犠
牲
の

気
持
ち
が
少
な
い
、
過
大
に
自
己
を
評
価
す

る
。
こ
れ
は
中
国
人
の
よ
く
な
い
特
性
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
よ
い
特
性
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
例
え
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
、

向
上
心
が
強
い
、
負
け
ず
嫌
い
な
ど
で
あ
る
。

問
題
解
決
に
は
、「
中
国
人
は
信
用
で
き

な
い
」「
中
国
の
人
件
費
は
驚
く
ほ
ど
安
い
」

「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
儲
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た

先
入
観
を
も
た
ず
に
、
中
国
の
実
情
に
合
わ

せ
た
、
中
国
人
の
特
性
を
考
慮
し
た
人
事
制

度
と
企
業
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

見
直
す
べ
き
は
、
ま
ず
中
国
事
業
そ
の
も

の
の
位
置
づ
け
だ
。
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
攻
略

の
た
め
に
は
、
事
業
部
を
独
立
さ
せ
、
現
地

で
独
自
に
素
早
く
対
応
で
き
る
体
制
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
人
材
の
現
地
化
」

を
徹
底
す
べ
き
だ
。
主
役
は
中
国
人
で
、
日

本
人
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
形
が
ベ
ス
ト
で
あ

る
。
先
頭
に
立
つ
の
は
日
本
に
留
学
し
日
本

企
業
で
の
勤
務
経
験
を
も
つ
中
国
人
だ
。
そ

の
際
、
待
遇
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
だ
。
業

績
と
貢
献
度
を
給
与
と
連
動
さ
せ
る
。
能
力

の
高
い
人
材
に
も
っ
と
権
限
を
与
え
、
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
仕
事
を
任
せ
る
。
成
功
す
れ
ば

大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
べ
き
だ
。

日
系
企
業
が
見
直
す
べ
き
、

中
国
人
材
戦
略
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

沈

氏
（
株
式
会
社
チ
ャ
イ
ナ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長
）

沈　（Shen Yan）
1969年生まれ。90年に
来日し､慶應義塾大学商学
部卒業後、アーサーアンダ
ーセンに入社。その後、マ
ーケティング会社の責任
者を経て同社を設立。主
に中国関連の人材コンサ
ルティング､戦略型マーケ
ティングコンサルティング
などを手がけている。
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Part1 中国の現状から何を学ぶか4

一
方
で
、
市
場
原
理
が
過
度
に
機
能
す
る

中
国
。
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
は
日
本
ほ
ど
気
楽

で
は
な
い
。
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
先
の
先

ま
で
考
え
る
。
顧
客
の
満
足
を
追
求
す
る
。
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ク
オ
リ
テ

ィ
を
高
め
る
。
あ
る
欧
米
系
企
業
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
、
私
に
、
中
国
人
を
日
本
式
に
組
織

化
で
き
な
い
も
の
か
と
打
ち
明
け
、
中
国
人
が

粗
野
で
無
頼
な
こ
と
、
ル
ー
ル
へ
の
無
頓
着
、

不
誠
実
さ
、
裏
切
り
行
為
を
嘆
い
て
い
る
。

何
も
欧
米
系
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
成

功
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
に
試

行
錯
誤
し
、
悩
み
は
尽
き
な
い
。

中
国
に
お
け
る
日
本
企
業
の
印
象
は
最
悪
。

し
か
も
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
。
曰
く
。
給

与
が
安
い
の
に
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
あ
り
、
将
来

の
た
め
に
勉
強
す
る
時
間
が
な
い
。
権
限
委
譲

が
な
く
、
い
つ
ま
で
も
一
人
前
扱
い
さ
れ
な
い
。

昇
進
昇
格
の
機
会
が
な
く
、
固
定
の
年
長
者

が
い
つ
ま
で
も
仕
切
っ
て
い
る
。
人
間
関
係
が

厄
介
で
、
先
輩
後
輩
、
長
幼
の
序
、
男
女
差

別
、
学
歴
差
別
な
ど
が
は
び
こ
る
。
な
ん
と
な

く
重
苦
し
い
空
気
が
立
ち
込
め
、
ト
ッ
プ
や
上

司
の
ご
機
嫌
う
か
が
い
だ
け
に
皆
が
汲
々
と
し

て
い
る
。
業
績
評
価
が
曖
昧
で
、
不
透
明
で

あ
る
。
仕
事
の
実
績
よ
り
も
上
位
者
の
覚
え

だ
け
が
よ
い
太
鼓
持
ち
が
跋
扈
す
る
。
横
並
び

意
識
が
強
く
、
内
向
き
発
想
が
強
い
。
耳
が

痛
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
言
い
切
れ
る
日
本

人
は
ど
れ
だ
け
い
る
か
。

中
国
人
の
生
き
方
は
う
ら
や
ま
し
い
。
ス
ト

レ
ス
で
体
調
不
良
な
ど
を
頻
繁
に
訴
え
る
日

本
人
に
対
し
て
、
お
会
い
す
る
中
国
人
は
例

外
な
く
表
情
が
明
る
く
、
躍
動
感
と
希
望
に

中
国
が
日
本
に
学
ぶ
日

わ
が
身
を
振
り
返
る
た
め
の
中
国

満
ち
て
い
る
。
日
本
で
も
、
そ
し
て
中
国
で
も

終
身
雇
用
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
重
苦
し
い

閉
塞
感
が
な
く
な
っ
た
、
自
分
の
意
思
で
ど
こ

に
で
も
行
け
る
と
前
向
き
に
と
ら
え
る
中
国
人

と
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら
窮
状
と
し
て
し
か
と

ら
え
ら
れ
な
い
日
本
人
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

対
照
的
と
な
る
の
か
。

中
国
人
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
は
あ
く
ま
で
も
自

立
。
大
半
の
人
に
と
っ
て
、
組
織
は
そ
こ
ま
で

信
頼
で
き
る
よ
う
な
体
裁
と
し
つ
ら
え
に
な
っ

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。「
勤
務
す
る
企

業
は
あ
く
ま
で
も
踏
み
台
で
し
か
な
い
」
そ
う

言
い
切
る
中
国
人
も
多
い
。
し
か
し
、
会
社

を
踏
み
台
と
し
か
思
わ
な
い
社
員
を
集
め
て
組

織
と
し
て
の
パ
ワ
ー
が
出
て
く
る
の
か
、
中
国

企
業
も
日
本
式
を
参
考
に
し
な
い
と
い
け
な

い
部
分
が
ど
こ
か
に
あ
り
そ
う
だ
。
人
生
の
大

半
の
時
間
を
過
ご
す
職
場
が
踏
み
台
で
し
か

な
い
の
は
寂
し
す
ぎ
な
い
か
。
は
た
ま
た
日
本

の
行
き
過
ぎ
た
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、
そ

も
そ
も
膏
盲
に
入
る
病
の
病
巣
な
の
だ
ろ
う

か
。断

言
的
に
総
括
す
る
こ
と
は
や
め
た
い
。
あ

り
の
ま
ま
の
中
国
を
体
感
し
、
わ
が
身
を
振
り

返
る
。
そ
の
た
め
に
中
国
は
存
在
し
て
い
る
。

わ
が
身
に
は
よ
さ
も
美
風
も
あ
る
し
、
綻
び
も

弊
習
も
あ
る
。
そ
し
て
わ
が
身
は
デ
ジ
タ
ル
的

に
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
的
・
連
続
的
に
し
か

変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
鏡
の
向
こ
う
に
は
行

け
な
い
。
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成
果
主
義
人
事
制
度
が
、
企
業
の
競
争
力

の
向
上
と
い
う
導
入
の
狙
い
に
反
し
、
働
く
人

の
元
気
を
失
わ
せ
、
組
織
活
力
を
低
下
さ
せ

て
い
る
。
前
号
の
特
集
「
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
未
来
」
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
タ
ワ
ー
ズ

ペ
リ
ン
社
が
行
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
調
査
で
も
、

お
よ
そ
3
分
の
2
の
大
企
業
で
、
期
待
し
た

結
果
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
す
れ
ば
成
果
主
義
を

も
っ
と
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
今

回
の
特
集
で
は
中
国
企
業
の
先
端
的
な
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

第
2
章
で
見
た
よ
う
に
、
経
済
の
前
提
が

日
本
と
中
国
で
は
大
き
く
違
う
。
バ
ブ
ル
崩
壊

以
後
、
低
成
長
が
続
く
日
本
に
対
し
て
、
中

国
の
G
D
P
は
毎
年
10
％
近
い
成
長
を
続
け
、

少
な
く
と
も
2
0
1
0
年
の
上
海
万
博
ま
で

持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本

の
大
企
業
で
は
、
戦
後
の
成
長
を
支
え
、
働

く
人
に
安
心
と
安
定
を
も
た
ら
し
た
終
身
雇

用
が
幻
想
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
一
方
の
中
国

で
は
、
自
由
な
就
職
も
転
職
も
不
可
能
だ
っ

た
閉
鎖
的
な
社
会
に
、
職
業
選
択
権
と
有
期

の
労
働
契
約
制
が
導
入
さ
れ
た
。
多
く
の
若

者
は
そ
れ
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、
そ
の
結
果
、

人
材
の
流
動
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
中
国
で
は
大
学
改
革
や
産
学
連
携

の
推
進
に
せ
よ
、
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
が
日
本
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
前
提
の
違
い

を
捨
象
し
、
日
本
企
業
の
成
果
主
義
を
よ
り

機
能
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
を
中
国
で
探
す
こ
と
に
は

多
少
の
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

あ
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
つ
い

て
提
案
を
し
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

今
回
の
企
業
取
材
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
期
待
と
評
価
に
か
か
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
圧
倒
的
な
量
だ
。
例
え
ば
、
毎
週

の
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
3
カ
月
ご
と
の
評
価
会

議
（
用
友
軟
件
）、
管
理
職
に
課
せ
ら
れ
る
述

職
・
述
能
と
い
う
目
標
達
成
発
表
の
場
（
聯

想
）、
そ
し
て
新
思
ソ
フ
ト
や
上
海
俊
杭
電
子

の
賃
金
の
額
に
連
動
す
る
毎
月
評
価
（
新
思

ソ
フ
ト
、
上
海
俊
杭
電
子
）
な
ど
で
そ
れ
が
見

ら
れ
た
。
規
模
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず

れ
も
成
長
企
業
で
あ
る
。
職
場
は
多
忙
を
極

め
て
い
る
。
評
価
制
度
の
運
用
に
費
や
さ
れ
る

経
営
陣
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
従
業
員
の
労
力
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
従
業
員
が
毎
週

自
己
評
価
す
る
と
い
う
例
は
極
端
に
し
て
も
、

一
般
的
な
日
本
企
業
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
の
か
。

元
来
、
中
国
人
は
明
示
的
な
評
価
を
好
む
と

い
う
国
民
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
質
の
よ
う
な

気
も
す
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
、
す
べ
て
の
従

業
員
が
有
期
契
約
で
、
評
価
の
結
果
に
よ
っ

て
は
契
約
打
ち
切
り
も
あ
り
得
る
。
し
か
も
、

評
価
は
毎
月
の
賃
金
に
直
結
す
る
か
ら
、
従

業
員
が
評
価
の
透
明
性
・
納
得
性
に
こ
だ
わ

る
こ
と
も
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。
労
働
市
場
の

流
動
化
も
進
み
、
評
価
に
不
満
を
も
て
ば
、

優
秀
な
人
材
ほ
ど
す
ぐ
に
転
職
す
る
た
め
、
評

価
す
る
側
も
必
死
だ
。
市
場
の
変
化
が
早
い

か
ら
、
半
年
や
1
年
ご
と
の
評
価
で
は
追
い
つ

か
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
現
実
の
ニ
ー
ズ
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
大
切
な
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
そ
の
際
、
評
価
内
容
を
数
値
化
す
る
な

ど
、
基
準
の
透
明
性
と
明
示
性
の
確
保
に
熱

中
国
と
日
本
の
人
事
制
度

そ
の
前
提
の
違
い

多
大
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

制
度
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る

文
・

佐
野
一
郎
（
本
誌
編
集
長
）

成
果
主
義
が
経
営
と
人
事
に
求
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
投
資

Part 2
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Part2 中国の現状から何を学ぶか4

心
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

上
司
と
部
下
の
1
対
1
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
社
内
全
体
に
向
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
も
強
く

印
象
に
残
っ
た
。
聯
想
で
は
、
成
績
優
秀
者

の
名
前
と
経
歴
が
写
真
入
り
で
オ
フ
ィ
ス
の

一
番
目
立
つ
場
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
国

有
企
業
で
あ
る
上
海
巴
士
タ
ク
シ
ー
で
も
本

社
の
入
り
口
に
優
秀
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
じ
く
写

真
入
り
で
表
彰
さ
れ
て
い
た
。
上
海
俊
杭
電

子
で
は
、
半
年
に
一
度
全
従
業
員
の
評
価
を

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
、
そ
の
上
で
優
秀
社
員
と

優
秀
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
表
彰
す
る
。
こ
れ
ら

は
組
織
が
目
指
す
も
の
を
、
具
体
的
人
物
＝

シ
ン
ボ
ル
に
託
し
て
伝
え
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
だ
。

日
常
で
も
こ
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。
生

活
品
関
連
の
日
系
メ
ー
カ
ー
で
、
中
国
全
土

の
営
業
責
任
者
だ
っ
た
張
晟
氏
の
話
だ
。
毎

月
の
支
店
長
会
の
席
順
は
業
績
順
に
決
め
た
。

自
分
の
上
司
が
ど
の
位
置
に
い
る
か
、
会
議

に
参
加
す
る
部
下
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
が
、
そ

れ
こ
そ
が
狙
い
だ
っ
た
。
部
下
の
表
情
か
ら
支

店
長
を
評
価
し
て
い
た
の
だ
。
業
績
の
低
下

は
支
店
長
の
報
酬
に
直
結
す
る
。
上
司
の
席

順
が
下
が
っ
て
も
無
関
心
な
表
情
の
部
下
が

い
れ
ば
、
部
下
で
は
な
く
、
む
し
ろ
支
店
長
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
問
題
が
あ
る
と
彼
は
考
え

た
。
信
頼
さ
れ
て
い
る
支
店
長
な
ら
、
部
下
は

席
順
を
見
て
悔
し
が
り
、
奮
起
す
る
は
ず
だ
と

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
に
託
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
工
夫

日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
中
国
や
中
国
企
業

と
付
き
合
う
べ
き
か
云
々
を
考
え
る
前
に
、

海
外
で
、
日
本
が
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
、

一
度
真
摯
に
受
け
止
め
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
が
日
本
に
つ

い
て
抱
い
て
い
る
の
は
、
閉
鎖
的
で
決
断
が

遅
い
、
国
民
は
働
き
す
ぎ
で
疲
れ
て
い
る
と

い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ

は
中
国
に
限
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
い
う
国
は

悪
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
ほ
う
が
圧
倒
的

に
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
経
済
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
は
大
き
い
の
に
、
自
分
た
ち
の
主
義
・
主

張
を
、
英
語
を
使
っ
て
海
外
へ
発
信
す
る
こ

と
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
台
頭
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ

に
ど
う
対
応
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
き
た

今
、
冷
静
な
自
己
認
識
を
し
た
う
え
で
、
早

急
に
中
国
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
国
人
は
自
分
の
人
生
の
発
展
を
限
り
な

く
願
う
、
と
て
も
現
世
利
益
的
な
民
族
で
す
。

中
国
か
ら
日
本
へ
の
留
学
志
望
者
は
、
数
は

増
え
て
も
質
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
話
を

あ
ち
こ
ち
で
聞
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
惹
き
つ

け
た
い
よ
う
な
優
秀
な
中
国
人
か
ら
見
て
、

日
本
は
自
分
の
人
生
の
発
展
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
国
と
は
思
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
現
実
に
は
日
本
で
活
躍
し
、
社
会
の
枢

要
な
地
位
に
つ
く
中
国
人
は
増
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
で
起
業
し
、
会
社
を
上
場
し

た
中
国
人
が
出
始
め
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
こ

と
は
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
の
大
学
で
教
授
と
な
っ
て
働
い
て

い
る
中
国
人
の
数
は
4
桁
に
達
し
よ
う
と
い

う
の
に
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
中
国
に
は
伝

わ
ら
な
い
。
残
念
で
す
ね
。
日
本
人
の
Ｐ
Ｒ

下
手
で
し
ょ
う
か
。
米
国
と
は
対
極
的
で
す
。

中
国
政
府
の
反
日
教
育
の
成
果
と
い
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
影
響
は
あ
る
と
し
て

も
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

国
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
企
業
で
も
そ
う

で
す
。
会
社
の
価
値
観
、
企
業
文
化
、
人
の

評
価
基
準
な
ど
を
現
地
の
社
員
に
説
明
で
き

な
い
日
本
人
が
と
て
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

日
本
人
同
士
な
ら
、
暗
黙
知
で
理
解
し
合
い
、

阿
吽
の
呼
吸
で
わ
か
り
あ
え
る
場
合
が
多
い

け
ど
、
言
語
、
習
慣
の
違
う
外
国
人
に
は
無

理
で
す
。
会
社
を
語
る
こ
と
は
、
日
本
で
は

広
報
や
営
業
の
人
間
に
任
せ
れ
ば
い
い
け
ど
、

海
外
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
が
不
可
能

な
ら
ば
欧
米
の
よ
う
に
現
地
の
人
に
任
せ
る

植
民
地
経
営
に
徹
す
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

中
国
語
が
話
せ
な
け
れ
ば
通
訳
を
介
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
通
訳
の
レ
ベ
ル
も
千
差

万
別
、
こ
ち
ら
の
主
張
が
あ
べ
こ
べ
に
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
、

会
話
の
相
手
の
反
応
を
よ
く
見
る
こ
と
で
す
。

相
手
が
妙
な
反
応
を
し
た
ら
通
訳
の
言
葉
が

間
違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
、
台
湾
人
を
大
陸
で
の
協
力
者
に
選
ぶ

こ
と
も
一
案
で
す
。
あ
と
は
、
中
国
人
に
対

し
て
見
下
し
た
り
せ
ず
、
人
と
し
て
誠
実
な

関
心
を
も
つ
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

が
当
た
り
前
に
で
き
な
い
人
が
ま
だ
ま
だ
多

い
の
で
す
。

つがみ・としや
1957年生まれ。東京大学法学部卒
業、通商産業省入省。経済部、機械
情報産業局、資源エネルギー庁、通
商政策などを経て、96年外務省出向
（在中国日本大使館経済部審議官）。
2000年通商政策局北西アジア課
長、01年通商政策局北東アジア室
長を歴任し、02年７月より現職。昨年
上梓した『中国台頭 日本は何をす
べきか』（日本経済新聞社）がサントリ
ー学芸賞受賞（政治・経済部門）。

日
本
は
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か

自
社
を
、
自
己
を
、
語
る
こ
と

日
本
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
イ
メ
ー
ジ
払
拭
を

津
上
俊
哉
氏
（
独
立
行
政
法
人
　
経
済
産
業
研
究
所
上
席
研
究
員
）
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…
…
。「
分
厚
い
評
価
制
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

懸
命
に
つ
く
り
こ
む
よ
り
、
余
程
効
果
的
だ
」

と
い
う
彼
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
姿
勢
は

仕
事
の
場
面
に
留
ま
ら
な
い
。
富
士
写
真
フ

イ
ル
ム
で
は
、
管
理
職
以
上
対
象
の
採
用
面

接
は
、
食
事
や
コ
ー
ヒ
ー
を
摂
り
な
が
ら
行
わ

れ
、
お
互
い
の
希
望
を
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を

作
る
努
力
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
求

職
者
の
関
心
が
、
賃
金
の
高
さ
か
ら
能
力
向

上
機
会
の
多
さ
に
移
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
企
業
や
仕
事
の
説
明
の
仕
方
を
変
え
て

い
る
と
い
う
。
職
場
仲
間
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
食
事
会
な
ど
を
経
営
側
が
支
援
し
て

い
る
企
業
も
数
多
く
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
の
工
夫
だ
。
わ

れ
わ
れ
は
有
期
契
約
と
成
果
主
義
と
い
う
言

葉
か
ら
、
勝
手
に
無
機
質
で
ド
ラ
イ
な
組
織

を
想
像
し
が
ち
だ
っ
た
が
、
実
態
は
大
き
く
違

っ
て
い
た
。
従
業
員
と
経
営
側
が
、
相
手
に

配
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
行
っ
て
い
た
の
だ
。

一
橋
大
学
の
守
島
基
博
教
授
は
、
成
果
主

義
に
は
評
価
の
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
従

業
員
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
際
、

「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
理
念
を
念
頭
に
お
く

べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。「
人
間
の
尊
厳
」
を
私

な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、「
か
け
が
え
の
な
い
自

分
と
い
う
存
在
を
、
仕
事
を
通
し
て
表
現
し

た
い
、
成
長
し
た
い
と
い
う
想
い
を
尊
重
す
る

こ
と
」
だ
。
組
織
か
ら
何
を
期
待
さ
れ
、
仕
事

が
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、
期
待
さ
れ
る

能
力
は
何
か
、
そ
れ
は
伸
び
て
い
る
の
か
、
い

な
い
の
か
。
こ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
切
実
な
関

心
事
で
、
日
本
人
も
中
国
人
も
変
り
は
な
い
。

翻
っ
て
、
日
本
企
業
を
考
え
る
と
、
職
能

資
格
制
度
か
ら
成
果
主
義
へ
の
転
換
過
程
で
、

職
場
で
の
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
以
前
よ
り
も
減
少
し
た
と
思
え
て
な
ら
な

い
。
成
果
主
義
に
込
め
ら
れ
た
経
営
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
従
業
員
に
な
か
な
か
届
か
な
い
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
組
織
の
期
待
が
見
え
な
く
な
り
、

従
業
員
の
将
来
不
安
は
増
し
て
い
る
。
若
手

の
正
社
員
の
数
が
減
る
一
方
、
派
遣
社
員
や

業
務
委
託
な
ど
の
非
正
社
員
が
増
加
し
、
長

期
的
な
人
材
育
成
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
減
少
し
て
い
る
の
も
問
題
だ
。

企
業
の
人
事
評
価
は
、
従
業
員
に
格
差
を

つ
け
、
賃
金
の
分
配
を
決
め
る
た
め
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
目
標
を
明
示
し
、
期
待
を
表
明

す
る
。
成
果
を
評
価
し
、
従
業
員
の
能
力
を

最
大
化
す
る
。
人
事
評
価
と
は
、
組
織
に
と

っ
て
何
が
大
切
で
、
何
が
そ
う
で
な
い
か
を
従

業
員
に
伝
え
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
で
も
あ
る
の
だ
。
制
度
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
を
担
保
す
る
た
め
の
ひ

と
つ
の
ツ
ー
ル
で
し
か
な
い
。

暗
黙
の
了
解
、
阿
吽
の
呼
吸
を
美
徳
と
し

て
、
期
待
を
明
文
化
し
た
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
成
果
を
評
価
し
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
な
い
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ

て
、
成
果
主
義
や
目
標
管
理
は
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
だ
。
経
営
的
に
は
、
職
能
資
格
と
年
功

を
軸
に
し
た
人
事
制
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
済
む
シ
ス
テ
ム
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
後
戻
り
は
で
き

な
い
。
制
度
を
作
っ
て
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に
投

資
し
、
そ
の
実
効
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
ら
な
け

れ
ば
、
せ
っ
か
く
導
入
し
た
成
果
主
義
が
変
革

へ
の
障
害
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

日
系
企
業
の
中
国
で
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
う
ま
く
い
か
な
い
問
題
も
病
根
は
同
じ
と

こ
ろ
に
あ
る
は
ず
だ
。
至
る
と
こ
ろ
で
聞
い
た

「
日
系
企
業
に
は
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
は
、
重
要
な
問
題
を
示
唆
し
て

い
る
。
日
本
企
業
は
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み

を
、
も
う
一
段
も
二
段
も
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

成
果
主
義
に
不
可
欠
な

「
人
間
の
尊
厳
」と
い
う
理
念

人
事
評
価
は

究
極
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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「
も
う
一
度
、
人
前
で
カ
ッ
コ
よ
く

ギ
タ
ー
を
弾
き
こ
な
し
た
い
！
」

ひ
と
り
の
ミ
ド
ル
の
強
い
思
い
が

ネ
ッ
ト
で
の
顧
客
支
援
を
得
て

営
業
の
反
対
を
み
ご
と
突
破
し
た

ヤマハ

光るギター
EZ-EG

成功の本質　W63_53

※知識創造のダイナミズムを可能にする、個人や組織がも
つ創造的思考・行動様式のエッセンス（＝型）のこと

（
棹
）
に
弦
は
な
く
、
左
手
で
押
さ
え
る
部

分
に
光
る
ス
イ
ッ
チ
が
並
ん
で
い
る
。
内
蔵

曲
を
選
ぶ
と
、
曲
に
合
わ
せ
て
ス
イ
ッ
チ
が

コ
ー
ド
進
行
を
光
で
教
え
て
く
れ
る
。
ギ
タ

ー
の
ほ
う
が
自
動
的
に
コ
ー
ド
進
行
を
行

う
モ
ー
ド
も
あ
り
、
左
手
は
押
さ
え
る
ふ
り

を
し
、
右
手
で
弦
を
弾
く
だ
け
で
弾
き
語

り
が
で
き
る
。
30
〜
40
代
の
中
年
層
に
大

い
に
う
け
、「
１
品
番
で
4
0
0
0
本
売
れ

れ
ば
成
功
」（
同
社
広
報
）
と
い
わ
れ
る
ギ

タ
ー
業
界
で
、
2
0
0
2
年
夏
の
発
売
以

来
２
万
本
を
売
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

２
年
に
お
よ
ぶ
開
発
過
程
を
な
ぞ
る
と
、

い
く
つ
か
の
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
最

も
印
象
的
な
の
は
、
つ
く
り
手
の
「
思
い
」

が
徹
底
的
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
当

の
本
人
、
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た

旭
保
彦
（
現
・
Ｐ
Ａ
･
Ｄ
Ｍ
Ｉ
事
業
部

Ｎ
Ｉ
―

Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）
が
話

す
。

第13回

文／勝見 明

ハイ・パフォーマンスを生む現場を科学する

“成功の本質”を、“人と組織”の観点から探ってみよう。
この連載では、知識創造経営の第一人者、
一橋大学大学院の野中郁次郎教授が提唱する
「クリエイティブ・ルーティン※」の考え方をもとに、
優れた創造活動のエッセンスを抽出する。

野 中 郁 次 郎 の

ヤ
マ
ハ
の
「
光
る
ギ
タ
ー
」
と
い
え
ば
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
企
画
さ
れ
た
商
品
」

と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｚ
―

Ｅ
Ｇ
と
い

う
商
品
名
で
、
イ
ー
ジ
ー
・
イ
ー
ジ
ー
と
読

む
。
企
業
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募

集
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
か
ら

だ
。
い
か
に
も
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
先
端
を
行

く
手
法
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
な
ら
ば
う

ち
も
」
と
安
易
に
マ
ネ
す
る
と
失
敗
し
か
ね

な
い
。

で
は
、
ヤ
マ
ハ
は
い
か
に
し
て
成
功
し
た

の
か
。
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
イ

メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
１
人
の
ミ
ド
ル
の
き

わ
め
て
ア
ナ
ロ
グ
的
な
奮
闘
の
軌
跡
が
あ

り
、
経
験
を
積
ん
だ
ミ
ド
ル
だ
か
ら
こ
そ
発

揮
さ
れ
る
力
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る

の
だ
。

「
光
る
ギ
タ
ー
」
と
は
ひ
と
言
で
い
え
ば
、

誰
で
も
簡
単
に
弾
け
る
電
子
ギ
タ
ー
だ
。

形
は
通
常
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
だ
が
、
ネ
ッ
ク
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「
昔
、
学
生
の
こ
ろ
、
カ
ッ
コ
つ
け
た
い
、

モ
テ
た
い
の
一
心
で
ギ
タ
ー
を
始
め
た
も
の

の
、
Ｆ
コ
ー
ド
が
押
さ
え
ら
れ
ず
に
挫
折
し

た
お
父
さ
ん
世
代
。
ま
た
始
め
て
み
た
い
け

れ
ど
練
習
す
る
の
が
大
変
…
…
で
も
、
も

う
一
度
カ
ッ
コ
よ
く
弾
き
た
い
。
そ
の
思
い

の
一
点
集
中
で
つ
く
り
ま
し
た
。
要
は
自

分
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
」

旭
は
1
9
5
8
年
生
ま
れ
。
井
上
陽
水
、

吉
田
拓
郎
ら
が
活
躍
し
た
70
年
代
に
、
中

学
高
校
時
代
を
送
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

世
代
だ
。
憧
れ
て
ギ
タ
ー
を
買
い
、
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
仲
間
内
で
盛
り
上
が
っ
た
。

北
陸
出
身
で
金
沢
大
学
の
修
士
課
程
ま
で

進
み
、
機
械
工
学
を
専
攻
。
大
学
に
は
ギ

タ
ー
サ
ー
ク
ル
が
な
か
っ
た
た
め
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
を
選
び
、「
な
ぜ
か
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
に
抜
擢
さ
れ
音
楽
の
勉
強
を
し
た
」
の

が
き
っ
か
け
で
83
年
、
ヤ
マ
ハ
に
就
職
し
た
。

志
望
動
機
は
「
ギ
タ
ー
を
つ
く
り
た
い
」。

し
か
し
、
配
属
さ
れ
た
設
計
部
門
で
は
電

子
キ
ー
ボ
ー
ド
の
担
当
に
な
り
、
ギ
タ
ー
は

押
し
入
れ
の
奥
に
し
ま
い
込
ま
れ
た
ま
ま
歳

月
が
流
れ
た
。

95
年
、
新
設
の
商
品
企
画
部
門
に
異
動

に
な
り
、
頭
打
ち
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ

プ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の
開
発
に
携
わ
る
。
売
り

場
に
立
ち
、
客
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
た
。

「
流
行
っ
て
い
る
曲
を
簡
単
に
弾
き
た
い
」。

ス
キ
ル
を
持
っ
た
一
部
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の

道
具
だ
っ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
に
曲
を
内
蔵
さ

せ
、
カ
ラ
オ
ケ
の
よ
う
に
楽
し
め
る
楽
器
に

変
え
た
。
曲
に
合
わ
せ
て
鍵
盤
を
光
ら
せ

る
ア
イ
デ
ア
も
既
に
こ
の
こ
ろ
生
ま
れ
て
い

る
。し

か
し
、
少
子
化
も
手
伝
い
、
市
場
は

低
迷
。
99
年
、
ヤ
マ
ハ
は
上
場
以
来
初
の

赤
字
に
転
落
、
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
す

る
。
翌
2
0
0
0
年
春
、
旭
は
事
業
部
長

か
ら
１
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
た
。

と
に
か
く
何
で
も
い
い
、
何
か
新
し
い
こ
と

を
考
え
ろ
。

「
自
分
は
何
を
や
り
た
い
の
か
。
そ
の
瞬
間
、

光
る
ギ
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
部
頭
の
中

に
浮
か
び
ま
し
た
。
42
歳
に
な
っ
て
、
心
の

奥
に
置
き
忘
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
気
に
棚

卸
し
さ
れ
た
。
あ
と
は
い
か
に
実
現
す
る
か

で
し
た
」（
旭
）

以
降
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
年
末
に
完
成

す
る
ま
で
の
半
年
間
は
、〝
本
物
〞
に
限
り

な
く
近
づ
け
る
た
め
の
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
だ
っ
た
。
右
手
で
弾
く
弦
の
太
さ
と

張
り
具
合
。
光
ス
イ
ッ
チ
の
幅
も
高
音
に

な
る
ほ
ど
細
く
し
、
指
で
押
さ
え
る
荷
重
ま

で
初
め
は
同
じ
に
し
よ
う
と
し
た
。
中
の
構

造
は
キ
ー
ボ
ー
ド
と
同
様
だ
が
、
弦
を
放
し

た
瞬
間
に
鳴
る
仕
組
み
は
世
界
で
初
め
て
。

ど
ん
な
に
速
く
弾
い
て
も
音
が
遅
れ
な
い
よ

う
に
反
応
さ
せ
る
の
は
至
難
の
業
だ
っ
た
。

大
先
輩
の
ベ
テ
ラ
ン
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
試

作
に
、
自
分
で
触
っ
て
納
得
い
か
な
け
れ

ば
ダ
メ
出
し
を
し
、
つ
く
り
直
し
は
10
回
を

数
え
た
。

「
楽
器
に
は
２
０
０
年
、
３
０
０
年
の
歴

史
が
あ
っ
て
、
ギ
タ
ー
を
弾
か
な
い
人
で
も
、

ギ
タ
ー
っ
て
こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
な
、
と
い

う
本
物
感
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
に
刷
り
込
ま

れ
て
い
る
。
本
物
に
近
づ
け
な
い
と
必
ず
飽

き
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
ち
ら
が
本
物
感
に

こ
だ
わ
れ
ば
、
そ
の
刷
り
込
み
が
逆
に
利
用

で
き
る
知
識
資
産
に
も
な
っ
た
の
で
す
」

内
蔵
し
た
曲
も
、
拓
郎
に
、
か
ぐ
や
姫
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
「
憧
れ
の
曲
」
ば
か
り
。
自

分
の
思
い
と
や
り
た
い
こ
と
の
す
べ
て
を
詰

め
込
ん
だ
自
信
作
が
で
き
あ
が
る
と
、
旭
は

そ
れ
を
手
に
、
市
場
の
反
応
を
探
り
に
会

社
を
飛
び
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
向
け
て
、
新
し
い
商
品
を
投
入

す
る
に
は
既
存
の
や
り
方
で
は
だ
め
だ
。
製

品
化
も
決
ま
っ
て
い
な
い
開
発
途
中
の
試

作
を
外
に
出
す
の
も
初
め
て
な
ら
、
楽
器

市
場
で
は
な
く
、
玩
具
や
一
般
消
費
財
の

市
場
に
目
を
向
け
た
の
も
初
の
挑
戦
だ
っ

た
。翌

2
0
0
1
年
１
月
、
米
国
ラ
ス
ベ
ガ
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ス
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ー
に
出
品
し
、
自
ら

デ
モ
演
奏
。
２
〜
３
月
は
大
手
ス
ー
パ
ー

や
玩
具
の
卸
を
回
っ
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も

大
好
評
を
博
し
、
自
信
を
深
め
た
旭
は
５

月
、
い
よ
い
よ
営
業
部
門
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
に

臨
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
待
っ
て
い
た
の
は
予

想
外
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
違
う
」「
こ
れ
は
ギ
タ
ー
で
は
な
い
」

ヤ
マ
ハ
の
営
業
に
は
自
ら
ギ
タ
ー
を
弾

く
音
楽
好
き
が
多
く
、
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

楽
器
店
に
本
物
を
売
る
彼
ら
の
目
に
は
、

光
る
ギ
タ
ー
は
「
自
分
の
扱
う
商
品
で
は

な
い
」
と
映
っ
た
。
価
値
観
の
違
い
だ
っ
た
。

「
で
は
、
こ
ち
ら
も
勝
手
に
や
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
」

啖
呵
を
切
っ
た
も
の
の
、
営
業
が
動
か

な
け
れ
ば
出
口
が
な
い
。
旭
は
こ
こ
で
前
例

の
な
い
作
戦
に
打
っ
て
出
た
。
こ
の
物
語

の
二
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト

の
活
用
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
。

ヤ
マ
ハ
の
音
楽
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
営

し
て
い
た
社
内
の
「
同
志
」
が
紹
介
し
て

く
れ
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
運
営

す
る
受
注
生
産
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
た

成功の本質　W63_54

本
物
感
を
追
求
し
な
い
と

必
ず
飽
き
ら
れ
る

ネ
ッ
ト
の
声
を
鵜
呑
み
に
せ
ず

行
間
を
読
み
取
る

「
違
う
」「
こ
れ
は
ギ
タ
ー
で
は
な
い
」

営
業
に
全
否
定
さ
れ
、
リ
ベ
ン
ジ
が
始
ま
っ
た
！

ヤマハ株式会社
PA・DMI事業部
NI-Dプロジェクトリーダー
旭保彦氏



の
み
こ
むta

n
o
m
i.co
m

」。

そ
の
中
に
企
業
が
「
お
題
」

を
出
し
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
投

稿
を
募
る
「
ネ
ッ
ト
企
画
会

議
室
」
が
あ
っ
た
。
旭
は
、

自
分
が
ど
ん
な
思
い
で
ど
の

よ
う
な
ギ
タ
ー
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
る
か
、
企
画
案
の

す
べ
て
を
公
開
し
、
意
見
を

求
め
た
。

「
営
業
に
否
定
さ
れ
れ
ば
、

逆
に
怖
い
も
の
な
し
で
半
ば

捨
て
身
で
し
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
で
市
場
に
火
が
つ
け

ば
社
内
も
動
く
だ
ろ
う
。
突

破
口
と
し
て
お
客
を
味
方
に
つ
け
る
。
最

終
的
に
は
お
客
と
一
緒
に
考
え
た
商
品
に

し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

期
間
は
７
〜
９
月
、
リ
ベ
ン
ジ
を
期
し

た
〝
夏
の
陣
〞
は
掲
載
早
々
、
投
稿
が

続
々
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
数
２
０
０
件
と
同

サ
イ
ト
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。
旭
は
感

激
し
な
が
ら
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
い
く
つ

か
の
意
見
を
と
り
入
れ
た
。
中
で
も
最
大

の
収
穫
は
「
右
手
だ
け
で
弾
く
と
き
に
ス
イ

ッ
チ
を
光
ら
せ
な
い
モ
ー
ド
も
ほ
し
い
」。

押
さ
え
る
ふ
り
を
す
る
左
手
の
指
と
光
の

位
置
が
ず
れ
る
と
、
逆
に
格
好
が
悪
い
。

光
ら
せ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
旭
に
は

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
だ
っ
た
。
た
だ
、
ユ
ー

ザ
ー
の
意
見
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、「
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
な
く
て
す
ん
だ

か
ら
」
だ
と
い
う
。

「
こ
ち
ら
も
企
画
の
す
べ
て
を
吐
き
出
し
ま
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と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
ま
た
壁
に
ぶ
つ
か
る
。

モ
ニ
タ
ー
協
力
者
に
は
何
と
し
て
も
年
内

に
届
け
た
い
が
、
す
で
に
10
月
に
入
り
、
常

識
的
に
は
不
可
能
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ

た
。
し
か
も
、
ギ
タ
ー
の
製
造
は
、
当
時
在

籍
し
た
電
子
楽
器
事
業
部
と
は
別
の
弦
打

楽
器
事
業
部
の
担
当
で
、
そ
の
管
轄
の
工

場
に
頼
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
旭
は
先
輩

の
つ
て
を
頼
り
、
台
湾
に
あ
る
ギ
タ
ー
工
場

の
ト
ッ
プ
に
直
接
会
い
に
行
き
、
思
い
を
ぶ

つ
け
た
。

「
何
と
か
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
た

い
ん
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
」

「
…
…
わ
か
り
ま
し
た
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
」工

場
側
も
新
し
い
製
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
幸
い
し
て
、

月
産
１
万
台
が
可
能
な
ラ
イ
ン
が
完
成
す

る
。
ネ
ッ
ト
上
で
募
集
し
た
第
１
弾
50
台

は
１
日
で
即
完
売
。
第
２
弾
１
０
０
台
に

は
1
3
0
0
件
も
の
応
募
が
殺
到
し
た
。

客
が
ま
だ
触
っ
て
も
い
な
い
楽
器
の
人
気

に
営
業
も
重
い
腰
を
上
げ
、
つ
い
に
製
品

化
決
定
。
2
0
0
2
年
６
月
、
念
願
の
発

売
に
至
る
の
だ
。

こ
の
物
語
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
サ

ン
プ
ル
生
産
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
す
よ
う

に
、
組
織
を
超
え
た
人
の
つ
な
が
り
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
〝
バ
イ
パ
ス
〞
の
役
割

を
果
た
し
、
流
れ
の
途
絶
を
回
避
し
た
こ

光るギター　開発の軌跡 

2002 
（平成15）年 

1月 

旭保彦氏が事業部長から
新コンセプト商品開発の
ミッションを与えられる。 
弦が光スイッチで、でき
ており、コードを教えて
くれるというコンセプト
の試作品が12月に完成 

米国ラスベガスで開催さ
れたビジネスショーに出
品。旭氏自らがデモを行
い、大好評を博す。帰国
後廻った日本の玩具業界
でも好評だった 

自社の営業部門にプレゼ
ンするも、予想に反し、
まったく受けなかった 

消費者の意見を直接聴取
するため、ネット企画会
議室を立ち上げる。200
件のアイデアが集まり、
これらも参考にしながら
製品設計を行う 

ネット上でモニター品を
販売。先着50名分は24
時間で完売し、追加募集
の 100名には 1300名の
応募が殺到した 

製品化が決定し、6月に
発売 

 

2000（平成12）年 
5月 

2001（平成13）年 
1月 

2001（平成13）年 
5月 

2001（平成13）年 
7月～10月 

2001（平成14）年 
12月 

し
た
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
も
本

音
で
書
い
て
き
て
、
中
身

が
す
ご
く
濃
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
行
間
か
ら
相
手
が
わ

か
る
。
例
え
ば
、
自
分
で
曲

を
つ
く
っ
て
パ
ソ
コ
ン
に
取

り
込
め
た
ら
い
い
の
に
と
い

う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
普
通
は
鵜
呑
み
に
し

て
機
能
を
加
え
て
し
ま
う
。

で
も
自
分
は
、
ギ
タ
ー
を
も

う
一
度
弾
き
た
い
お
父
さ

ん
や
、
昔
で
き
ず
に
新
た
に

始
め
た
い
初
心
者
の
た
め

に
ギ
タ
ー
を
つ
く
る
ん
だ
、

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
読
む
と
、
パ
ソ
コ
ン

に
取
り
込
み
た
い
人
た
ち
は
私
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
は
な
い
、
申
し
訳
な
い
が
そ
の
意
見
は

聞
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ネ
ッ

ト
の
声
も
、
こ
ち
ら
に
思
い
や
仮
説
が
な
け

れ
ば
行
間
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
」

ネ
ッ
ト
で
の
反
響
は
社
内
に
も
伝
わ
り
、

俄
然
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

勢
い
に
乗
じ
て
、
製
品
化
の
企
画
書
を
上

司
の
事
業
部
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
商
品
だ
け
に
、
上
司
も
な
か
な

か
首
を
縦
に
振
ら
な
い
。
た
だ
、
顔
色
か
ら

反
対
し
て
い
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
旭
は
上
司
も
承
認
し
や
す
い
モ
ニ
タ
ー

販
売
を
提
案
。
２
０
０
台
の
サ
ン
プ
ル
生

産
を
認
め
さ
せ
た
。
金
型
づ
く
り
は
、
規
模

が
２
０
０
台
で
も
１
万
台
で
も
同
じ
。
〝
暗

黙
の
了
解
〞
を
知
り
尽
く
し
た
作
戦
だ
っ

た
。

「
あ
い
つ
を
20
％
く
れ
」

上
司
同
士
で
裏
で
握
る

ネック部分はフレットごとに光スイッチが配され、通常の弦の部分は、弦の形
状と、弾く感じを模した金属ワイヤーでできている。面倒な弦交換、チューニン
グはもちろん必要ない
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と
だ
。

旭
が
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
の
は
、

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
て
２
年
目
、
旭
は
ラ
イ

ン
を
離
れ
専
任
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
は
１

人
だ
け
で
孤
軍
奮
闘
。
正
面
突
破
が
難
し

い
と
き
は
、
先
輩
、
同
僚
な
ど
の
ル
ー
ト
を

使
い
自
力
で
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
営
業
部
門
に
否
定
さ
れ
た
と
き
も
、

ネ
ッ
ト
以
外
に
別
の
有
志
の
紹
介
で
Ｔ
Ｖ

通
販
の
「
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
」
を
訪
ね

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
専
任
に
な
っ
た

の
は
元
上
司
で
当
時
の
技
術
担
当
常
務
の

意
向
だ
っ
た
が
、
常
務
も
旭
の
仕
事
を
評

価
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
し
て
は
側
面
か
ら
支

援
し
た
。

「
そ
の
常
務
か
ら
は
、
電
子
キ
ー
ボ
ー
ド
の

企
画
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
に
こ
う
い
わ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ル
ア
ー
は
投
げ
て
み
な

き
ゃ
（
魚
が
食
い
つ
く
か
）
わ
か
ら
ん
だ
ろ

う
。
何
か
案
を
考
え
つ
い
た
ら
、
ま
ず
は
お

客
さ
ん
に
見
せ
て
こ
い
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

組
織
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
動
く
癖
が
つ

い
て
い
て
、
下
地
が
あ
っ
た
の
で
す
。
常
務

の
存
在
も
大
き
か
っ
た
」

旭
は
今
も
有
志
を
集
め
て
合
宿
す
る
な

ど
人
脈
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
新
入
社

員
か
ら
も
研
修
の
際
、「
酒
を
飲
ま
せ
て
や

る
か
ら
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン

し
ろ
」
と
有
志
を
募
り
、
配
属
後
、
そ
の
上

司
と
掛
け
合
っ
て
、「
悪
い
が
、
あ
い
つ
を

20
％
く
れ
と
裏
で
握
っ
た
り
し
ま
す
」。
ま

た
、
ヤ
マ
ハ
の
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
半
導
体
部
門
に
も
人
脈
を
も
ち
、

や
や
も
す
る
と
、
利
幅
の
厚
い
高
額
商
品

用
の
半
導
体
に
目
が
向
き
が
ち
な
技
術
者

た
ち
に
自
分
の
思
い
を
語
り
、
薄
利
多
売

の
商
品
用
に
も
開
発
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
い
る
。

「
組
織
の
壁
を
破
っ
て
仕
事
を
す
る
の
が
楽

し
い
」
と
い
う
旭
に
と
っ
て
は
、
フ
ェ
イ

ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
も
人
の
つ
な
が
り
の
ひ
と
つ

の
形
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ギ
タ
ー
を
つ
く
り
た
い
」
と
、
25
歳
で
入

社
し
て
か
ら
19
年
。
そ
の
間
ず
っ
と
心
の
奥

に
し
ま
わ
れ
て
い
た
思
い
、
技
術
部
門
で
得

た
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
、
企
画
に
移
っ
て
知
っ

た
顧
客
の
真
実
、
そ
し
て
、
そ
の
人
間
的

魅
力
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
つ
く
り
上
げ
て
き
た

有
志
の
人
脈
…
…
19
年
間
の
す
べ
て
が
凝

縮
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
ヒ
ッ
ト
に
結
び
つ
い
た

と
す
れ
ば
、
企
業
に
お
け
る
ミ
ド
ル
の
新
た

な
存
在
意
義
が
浮
か
び
上
が
る
の
だ
。

同
じ
時
期
、
ヤ
マ
ハ
で
は
前
述
の
常
務

の
発
案
に
よ
る
社
内
公
募
制
度
の
中
か
ら

「
サ
イ
レ
ン
ト
ギ
タ
ー
」
の
ヒ
ッ
ト
も
生
ま

れ
て
い
る
。
音
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
聴
く
た
め
、

夜
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
気
兼
ね
な
く
弾
け
る

点
が
評
価
さ
れ
た
こ
の
商
品
も
、
ひ
と
り
の

ミ
ド
ル
が
発
案
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
も
の

だ
。ヤ

マ
ハ
は
、
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
川
上

源
一
（
第
４
代
社
長
）
が
今
の
ビ
ジ
ネ
ス

56
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モ
デ
ル
を
つ
く
り
上
げ
た
が
、
そ
の
原
点
は

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」
だ
っ
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
も
、
ボ
ー
ト
も
川
上
自
身
が
や

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
。

「
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
知
ら
ず
知
ら
ず
受
け
継
い

で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
旭
）

赤
字
転
落
後
、
再
生
を
託
さ
れ
て
就
任

し
た
伊
藤
修
二
社
長
も
、
社
内
講
演
の
折

成功の本質
ハイ・パフォーマンスを生む現場を科学する

に
旭
を
呼
び
、
社
員
の
前
で
語
ら
せ
る
な

ど
、「
会
社
を
か
き
回
す
」
役
割
を
期
待
し

て
い
る
と
い
う
。
組
織
の
壁
を
縦
横
に
破

っ
て
攪
拌
し
、
眠
っ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
覚

醒
さ
せ
る
。
こ
の
動
き
が
ミ
ド
ル
層
全
体
に

広
ま
れ
ば
、
ヤ
マ
ハ
の
再
生
は
よ
り
確
実
な

も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
文
中
敬
称
略
）

常務および事業部長 

顧客の 
デジタル 
ネットワーク 

“思い”と“イデア”の体現者 

旭保彦氏 
（＝総ハブ） 

社内のハブ的存在 社内のハブ的存在 

社内のハブ的存在 

ミドル    
アップダウン 

社内のハブ的存在 

光るギターのクリエイティブ・ルーティン

眠
っ
て
い
る
D
N
A
を

ミ
ド
ル
が
覚
醒
さ
せ
る
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知
識
創
造
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
も
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

で
も
な
い
第
三
の
方
法
と
し
て
、「
ミ
ド

ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
が
あ
る
。
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
、
社
内
で
、
タ
テ
と
ヨ
コ

の
知
の
流
れ
が
交
差
す
る
中
心
点
に
立

ち
、
ト
ッ
プ
と
第
一
線
社
員
を
巻
き
込

ん
で
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
。

ミ
ド
ル
層
は
と
か
く
〝
変
化
に
遅
れ
た

リ
ス
ト
ラ
対
象
者
〞
的
な
見
方
を
さ
れ

が
ち
だ
が
、
実
は
ミ
ド
ル
こ
そ
企
業
変

革
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

を
こ
の
ケ
ー
ス
は
示
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
ミ
ド
ル
な
の
か
。
答
え
は
、

旭
氏
だ
か
ら
こ
そ
「
光
る
ギ
タ
ー
」
を

思
い
つ
い
た
と
い
う
事
実
の
中
に
あ
る
。

「
何
か
新
し
い
こ
と
を
」
と
命
じ
ら
れ
た

瞬
間
、
氏
の
心
の
中
で
は
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
が
生
ま
れ
て
い
た
。
眠
っ
て
い
た
思

い
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
目
覚
め
た

の
だ
。
源
泉
は
70
年
代
の
原
体
験
。
そ

の
後
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
企
画
を
通
じ
た

顧
客
ニ
ー
ズ
の
気
づ
き
、
ル
ア
ー
の
メ

タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
上
か
ら
の
刺
激
、
環

境
特
性
の
見
極
め
…
…
等
々
、
経
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
自
分
な
り
の

楽
器
の
理
想
像
が
知
ら
ず
知
ら
ず
つ
く

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
お
前
は
何
を

や
り
た
い
の
か
」
と
い
う
自
ら
へ
の
問

い
か
け
を
き
っ
か
け
に
、
忘
れ
か
け
て

い
た
原
体
験
と
と
も
に
、
つ
く
り
た
い

ギ
タ
ー
の
理
想
像
が
想
起
さ
れ
た
。

哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
は
真
善
美
の
理
想

を
イ
デ
ア
と
呼
び
、
そ
れ
は
も
と
も
と

自
分
の
中
に
あ
っ
て
忘
却
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
あ
る
と
き
想
起
さ
れ
蘇
る
と

説
い
た
。
光
る
ギ
タ
ー
も
単
な
る
思
い

つ
き
で
は
な
く
、
そ
の
奥
に
１
つ
の
イ

デ
ア
が
あ
っ
た
。
旭
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
、「
こ
ち

ら
側
に
思
い
や
仮
説
が
あ
る
か
ら
行
間

を
読
み
取
れ
た
」
と
話
す
が
、
自
分
の

中
に
イ
デ
ア
が
な
け
れ
ば
仮
説
も
生
ま

れ
な
い
し
、
思
い
も
深
ま
ら
な
い
。
限

り
な
く
本
物
に
近
づ
こ
う
と
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
イ
デ
ア
は
き
わ
め
て
高
質
の
暗

黙
知
で
あ
り
、
入
社
後
20
年
近
い
経
験

に
よ
り
磨
か
れ
、
形
が
整
え
ら
れ
て
き

た
も
の
だ
。
ミ
ド
ル
だ
か
ら
こ
そ
持
ち

う
る
知
の
創
造
力
を
こ
こ
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
思
い

を
実
現
し
て
い
く
過
程
で
、
日
ご
ろ
か

ら
構
築
し
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
徹

底
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。
組
織

に
は
「
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
で
も
名
づ
け
ら
れ
る
人
脈

の
連
鎖
が
あ
る
。
大
組
織
も
実
は
「
友

だ
ち
の
友
だ
ち
は
み
な
友
だ
ち
」
的
に

つ
な
が
っ
た
狭
い
世
界
で
あ
り
、
中
で

も
多
く
の
知
人
友
人
の
リ
ン
ク
を
持
っ

た
ハ
ブ
的
な
存
在
が
と
て
も
重
要
に
な

る
。旭

氏
は
自
ら
が
ハ
ブ
と
し
て
周
囲
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
ハ
ブ
の
人

脈
の
支
援
を
受
け
て
製
品
化
に
こ
ぎ
着

け
た
。
そ
れ
は
、
も
の
づ
く
り
が
最
終

的
に
は
人
を
そ
の
気
に
さ
せ
て
手
足
を

動
か
し
て
も
ら
わ
な
い
と
実
現
で
き
な

い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ

の
人
脈
は
組
織
に
お
け
る
タ
テ
と
ヨ
コ

の
結
節
点
に
い
る
ミ
ド
ル
だ
か
ら
こ
そ

活
用
で
き
る
も
の
だ
。
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暗黙知に富んだミドルこそが知識創造を促進する
ミドルアップダウンのマネジメントを再認識せよ

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
販
売
と
い
う
、
上

司
も
納
得
し
や
す
い
案
を
出
し
て
、
最

終
的
に
は
正
当
化
し
て
い
く
、
い
い
意

味
で
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
駆
使
し
て
い

る
点
も
興
味
深
い
。
人
脈
を
活
か
せ
る

人
間
は
自
分
の
思
い
を
実
現
す
る
シ
ナ

リ
オ
も
描
け
る
。
人
間
が
わ
か
る
か
ら

こ
そ
プ
ロ
セ
ス
の
流
れ
を
読
ん
だ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
の
だ
。

こ
う
し
た
旭
氏
の
動
き
は
ミ
ド
ル
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
典
型
的
モ
デ
ル
だ
。
経

営
再
建
を
目
指
し
て
就
任
し
た
伊
藤
社

長
は
「
感
動
を
・
と
も
に
・
創
る
」
と

い
う
、
ヤ
マ
ハ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
再
生
の
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
技
術
担
当
常
務

は
社
内
公
募
制
を
始
め
る
な
ど
、
個
人

の
思
い
を
引
き
出
す
多
様
な
場
を
つ
く

ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
旭
氏

は
人
脈
を
動
員
し
、
若
手
の
力
も
す
く

い
上
げ
、
再
生
の
方
向
性
を
具
体
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
示
し
た
。
そ
の
後
も
ト

ッ
プ
か
ら
新
人
ま
で
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル

ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
な
が
ら
、

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
て
い
る
姿

は
称
賛
に
値
す
る
。
ミ
ド
ル
の
重
要
性

を
も
う
一
度
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

タ
テ
ヨ
コ
の
知
の
交
差
点
で

ト
ッ
プ
と
第
一
線
を
結
ぶ

「
友
だ
ち
の
友
だ
ち
は
み
な

友
だ
ち
」的
な
人
脈
の
連
鎖
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リー ダー の 軌 跡

あ
る
年
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
研
究
者
に
会
う
と
、
い
つ
も

「
夢
」
が
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

手

治
虫
が
創
造
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
少
年
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」

は
、
日
本
人
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
＝
善
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ

け
、
技
術
が
描
く
明
る
い
未
来
を
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
世
界
一
と
い
わ
れ
る
の
も
、

か
つ
て
ア
ト
ム
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
大
き
な
夢
を
抱

い
て
技
術
開
発
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で

き
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。

富
士
重
工
業
の
竹
中
恭
二
社
長
も
「
ア
ト
ム
少
年
」
の
ひ

と
り
で
あ
る
。「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
で
育
ち
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
工
学
的
に
動
く
も
の
が
大
好
き
で
、
機
械
の
し
く
み
に
興

味
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
な
ぜ
音
が
聞
こ
え
る
の
か
不
思

議
で
、
自
分
で
エ
ナ
メ
ル
線
を
巻
い
て
ラ
ジ
オ
を
作
っ
て
み

た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
夢
中
に
な
っ
て
無
線
機
を
手
作

り
し
て
い
た
。

「
理
屈
も
分
か
ら
ず
に
作
っ
た
の
で
放
送
が
聞
こ
え
ず
、
家

中
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
た
り
、
自
転
車
を
20
キ
ロ
も

漕
い
で
放
送
局
の
近
く
へ
行
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

私
が
育
っ
た
の
は
自
動
車
が
日
本
社
会
に
普
及
し
て
い
く
時

代
と
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
も
の
が
次
々
生

ま
れ
、
興
味
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

大
学
は
大
阪
市
立
大
学
工
学
部
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
学

業
よ
り
も
ク
ル
マ
に
夢
中
に
な
り
、
自
動
車
部
に
入
る
。
当

時
は
ト
ヨ
タ
や
日
産
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
た

が
、
竹
中
氏
は
あ
る
と
き
、
富
士
重
工
業
が
発
表
し
た
1
台

の
ク
ル
マ
に
目
を
見
張
っ
た
。
伝
説
の
名
車
・
ス
バ
ル
1
0

0
0
で
あ
る
。

「
自
動
車
部
で
私
た
ち
が
運
転
し
て
い
た
の
は
伝
統
的
な
自

動
車
。
し
か
し
ス
バ
ル
1
0
0
0
は
そ
の
セ
オ
リ
ー
と
は
ま

っ
た
く
違
っ
た
設
計
で
、
驚
き
ま
し
た
ね
。
後
輪
駆
動
が
常

識
だ
っ
た
時
代
に
、
今
で
は
普
通
と
な
っ
た
前
輪
駆
動
を
先

駆
け
て
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
の
位
置
も
車
輪
の

中
だ
け
で
は
な
く
駆
動
軸
に
つ
い
て
い
る
と
か
、
駐
車
ブ
レ

ー
キ
も
後
輪
で
な
く
前
輪
に
か
け
る
と
か
、
と
に
か
く
斬
新

で
し
た
。『
こ
ん
な
設
計
が
あ
る
ん
だ
！
』
と
感
動
し
、
こ
う

い
う
ク
ル
マ
を
作
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
集
団
に
ぜ
ひ
加
わ
り
た

い
と
思
っ
た
の
が
入
社
の
き
っ
か
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
会

社
の
知
名
度
は
低
く
て
、
大
阪
の
人
間
は
富
士
重
工
業
な
ん

て
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
（
笑
）」

「
自
動
車
の
構
造
を
知
っ
て
い
る
、
な
か
な
か
生
意
気
な
存

在
だ
っ
た
は
ず
」
と
言
う
竹
中
氏
が
入
社
後
す
ぐ
に
配
属
さ

れ
た
の
は
、
技
術
本
部
研
究
実
験
部
。
担
当
は
ブ
レ
ー
キ
の

実
験
を
繰
り
返
し
、
改
善
の
道
を
さ
ぐ
る
こ
と
だ
っ
た
が
、

実
際
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
テ
ス
ト
走
行
を
す
る
テ
ス
ト
ド

ラ
イ
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

「
私
に
は
、
よ
り
ス
バ
ル
ら
し
い
ク
ル
マ
を
作
り
た
い
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
一
心
で
試
作
品
の
改
良
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
う
ち
に
限
界
も
感
じ
ま
し

た
。
も
う
一
段
上
流
の
仕
事
を
し
な
い
と
、
自
分
の
思
う
ク

ル
マ
が
作
れ
な
い
と
考
え
、
め
ざ
す
部
署
へ
行
き
た
い
と
ギ

ャ
ー
ギ
ャ
ー
上
司
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
（
笑
）。
当
時
は
配

属
さ
れ
た
部
署
に
ず
っ
と
居
続
け
る
の
が
普
通
だ
っ
た
の
で

す
が
、
私
は
ど
う
し
て
も
設
計
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
こ
ろ
は
ト
ヨ
タ
の
カ
ロ
ー
ラ
が
す
ご
く
売
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
コ
ロ
ナ
や
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
も
売
れ
出
し
、
業

界
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。
あ
る
と
き
私
は
、
ス
バ
ル

1
0
0
0
を
四
輪
駆
動
車
に
改
造
し
た
ク
ル
マ
を
見
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
の
後
輪
駆
動
部
品
を
使
っ

た
手
作
り
で
し
た
。
そ
れ
を
見
た
と
き
に
は
身
震
い
が
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」

自
動
車
が
も
つ
可
能
性
の
大
き
さ
、
業
界
の
転
換
期
を
迎

竹中恭二
K Y O J I  T A K E N A K A

限
界
を
打
破
す
る
た
め

次
の
世
界
に
進
ん
で

飛
び
込
ん
だ
若
手
時
代

リーダーシップの多くは、仕事上の“一皮むけた”経験を通して培われる。
今回は富士重工業の竹中恭二氏だ。

経営トップと企業の夢がイコールだとすれば、
富士重工業はユーモアあふれる、夢のある企業に間違いない。

「アトム少年」だった竹中氏が経営トップになるまでの軌跡を探る。

富士重工業株式会社　代表取締役社長
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え
て
い
る
と
い
う
自
覚
。
念
願
の
設
計
に
異
動
し
、
竹
中
氏

は
張
り
切
っ
た
。
だ
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
再
び
問
題

意
識
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

「
結
局
、
ク
ル
マ
は
商
品
で
す
か
ら
図
面
で
い
い
も
の
が
描

け
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
。
あ
く
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
企
画

と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
。
私
は
以
前
か
ら

商
品
企
画
の
あ
り
よ
う
が
、
よ
り
よ
い
ク
ル
マ
を
作
る
阻
害

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
上
司
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
う
る
さ

い
社
員
だ
っ
た
ん
で
す
（
笑
）。
設
計
部
門
は
群
馬
県
の
太

田
市
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ん
ま
り
う
る
さ
く
言
っ
て
い

た
か
ら
群
馬
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
の
か
な
？
　
昭
和
50
年
に

東
京
新
宿
の
本
社
の
商
品
企
画
に
異
動
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

平
成
5
年
ま
で
ず
っ
と
商
品
企
画
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

経
歴
か
ら
見
ま
す
と
、
私
は
モ
ノ
作
り
に
邁
進
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
し
か
し
道
の
り
は
平
坦
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
挫
折
の
繰
り
返
し
で
、
高
い
目
標
に

取
り
組
ん
だ
つ
も
り
で
い
て
も
、
経
営
ト
ッ
プ
に
は
そ
れ
な

り
の
判
断
基
準
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
の
崇
高
な

（
笑
）
目
的
は
、
こ
と
ご
と
く
却
下
さ
れ
ま
し
た
」

竹
中
氏
が
取
り
組
ん
だ
最
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
新
車
種
の
開
発
だ
っ
た
。
日
本
も
国

際
化
が
進
み
、
国
内
市
場
だ
け
で
は
勝
負
で
き
な
い
時
代
に

入
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
富
士
重
工
業
に
は
、
軽
自
動
車
と

ス
バ
ル
1
0
0
0
か
ら
発
展
し
た
レ
オ
ー
ネ
、
そ
れ
し
か
車

種
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
オ
ー
ネ
だ
け
で
は
海
外
で
商

売
は
で
き
な
い
。
レ
オ
ー
ネ
よ
り
も
少
し
下
の
車
種
を
新
た

に
作
る
企
画
の
担
当
者
と
し
て
竹
中
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

「
こ
れ
は
理
想
に
燃
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
で
も
、

企
画
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
ん
で
す
。
正
面
攻
撃
で
は
だ
め

成
功
体
験
だ
け
で
は
人
は
育
た
な
い
。

大
切
な
の
は
、
常
に
視
点
を
変
え
て

物
を
見
る
こ
と

竹中恭二
たけなか・きょうじ

昭和21年大阪府生まれ。大阪市立大学工
学部卒業。昭和44年富士重工業入社。
商品企画室担当部長、総合企画本部副本
部長を経て、平成13年6月に代表取締役
社長兼執行役員に就任。平成15年には、
レガシーが「第24回 日本カー・オブ・ザ・イ
ヤー」を受賞。

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
挫
折

方
向
転
換
の
中
で

独
自
の
道
を
発
見
し
た
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経
営
者
の
仕
事
は
、

社
員
に
共
通
の

目
的
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と

中
氏
は
考
え
た
。
そ
れ
が
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
あ
る
。

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
走
り
を
も
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
、
そ
れ

が
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
す
。
理
想
的
だ
と
思
っ
て
い
た
直
列
4

気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
ク
ル
マ
を
あ
え
て
諦
め
て
、
次
善
の
策
で

開
発
し
た
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
が
大

き
く
花
開
き
ま
し
た
。
こ
の
ク
ル
マ
が
な
か
っ
た
ら
、
も
し

か
す
る
と
当
社
は
今
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
コ
ア
技
術
に
特
化
し
て
い
っ
て
、
他
の
大
手
メ
ー
カ

ー
と
違
う
や
り
方
を
し
た
、
あ
え
て
当
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
は
異
な
る
方
法
を
選
択
し
た
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
が
結
局
自
分
た
ち
の
生
き
る
道
を
発
見
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
も
し
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
め
ざ

し
て
い
た
ら
、
ス
バ
ル
の
独
自
性
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」

ト
ッ
プ
に
あ
き
ら
め
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
と
き
、
竹
中
氏

は
39
歳
だ
っ
た
。
自
分
の
理
想
を
断
念
す
る
悔
し
さ
が
、
当

時
の
竹
中
氏
を
打
ち
の
め
し
た
が
、
結
果
的
に
イ
ン
プ
レ
ッ

サ
を
成
功
さ
せ
た
と
き
、
大
き
な
疑
問
が
わ
き
あ
が
っ
た
。

な
ぜ
自
分
に
は
、
早
い
時
期
か
ら
独
自
の
道
を
求
め
る
と
い

う
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
？
　
偶
然
か
も
し
れ
な
い

が
、
ト
ッ
プ
に
な
ぜ
そ
の
判
断
が
で
き
た
の
か
？
　
ま
っ
し

ぐ
ら
に
モ
ノ
作
り
に
打
ち
込
み
、
人
の
心
を
打
つ
仕
事
を
す

る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
自
分
の
判
断
の
支
え
と
な
る
情
報
は

果
た
し
て
正
確
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
。
39
歳
の
竹
中
氏

と
、
経
営
ト
ッ
プ
が
も
つ
情
報
量
と
質
の
差
は
、
判
断
力
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
違
い
な
い
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
唯
我
独
尊
に
陥
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
も
、
い
つ
も
視
点
を
変
え
て
物
を
見
る
こ
と
が

大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
人
間
、
成
功
体
験
だ
け
で
は
育

た
な
い
も
の
で
す
ね
」

89
年
に
レ
ガ
シ
ィ
が
誕
生
し
て
か
ら
、
94
年
に
は
二
代
目

が
送
り
出
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ガ
シ
ィ
は
名
車
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
竹
中
氏
は
成
功
の

要
因
を
「
時
代
性
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た
」
と
分
析
す
る
。
自

分
の
こ
だ
わ
り
が
す
べ
て
正
し
い
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
思
い
が

ち
だ
が
、
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
潮
流
を
理
解
す
る
た
め
、

必
ず
自
分
た
ち
の
相
対
的
な
位
置
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
力

説
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

「
自
分
の
理
想
を
断
念
し
ろ
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
な
か
な

か
切
り
替
え
は
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
わ
れ
わ

れ
組
織
に
生
き
る
人
間
は
、
何
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
を

き
ち
ん
と
認
識
す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。
当
時
私
に
求
め

ら
れ
て
い
た
の
は
、
ど
う
や
っ
て
富
士
重
工
業
と
い
う
会
社

が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
存
在
し
続
け
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
即

し
た
判
断
で
し
た
。
私
の
使
命
は
、
置
か
れ
た
環
境
の
中
で

で
き
る
か
ぎ
り
よ
い
ク
ル
マ
を
作
る
こ
と
。
そ
う
考
え
て
パ

ッ
と
頭
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
か
ら
直
接
説

だ
と
思
い
、
作
戦
を
練
り
ま
し
た
。
理
想
の
ク
ル
マ
を
作
る

ま
で
芽
に
な
る
も
の
を
順
番
に
作
ろ
う
と
考
え
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
こ
し
ら
え
た
ん
で
す
。
た
と
え
ば
軽
自
動
車
の
エ
ン
ジ

ン
も
そ
の
こ
ろ
は
5
5
0
cc
の
2
気
筒
で
し
た
が
、
将
来
は

4
気
筒
に
し
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
5
5
0
cc
を
少
し
上
げ

て
6
6
0
cc
に
す
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
1
気
筒
足
す
と
3

気
筒
で
1
0
0
0
cc
に
な
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
に
は
『
1
0
0

0
cc
を
安
く
で
き
ま
す
よ
』
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ

れ
な
ら
い
い
と
、
企
画
が
通
り
ま
す
。
そ
し
て
徐
々
に
広
げ

て
、
さ
ら
に
1
気
筒
増
や
し
て
直
列
4
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
1

3
0
0
cc
か
ら
1
6
0
0
cc
の
理
想
の
ク
ル
マ
を
実
現
し
よ

う
と
思
っ
た
と
き
に
色
々
な
問
題
が
起
き
た
の
で
す
。

日
米
貿
易
摩
擦
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
た
。
摩
擦
解
消

の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
も
工
場
を
建
設
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
状
況
に
な
り
、
経
営
と
し
て
は
限
ら
れ
た
資
源
を
開
発
だ

け
に
投
資
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
社
長
に
呼

ば
れ
ま
し
た
。『
悪
い
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
に
工
場
を
作
る
。

そ
の
た
め
に
開
発
投
資
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

な
ん
と
か
こ
ら
え
て
く
れ
』
と
、
呑
み
屋
で
説
得
さ
れ
ま
し

た
。
自
動
車
の
設
備
投
資
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
か
ら
ね
。

新
し
い
設
備
投
資
が
で
き
な
け
れ
ば
工
夫
す
る
し
か
な
い
。

経
営
の
継
続
性
か
ら
も
代
替
案
を
作
る
し
か
な
か
っ
た
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
す
べ
て
新
規
に
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
レ
ガ

シ
ィ
の
派
生
車
と
し
て
の
企
画
を
考
え
ま
し
た
」

こ
の
と
き
の
発
想
は
斬
新
だ
っ
た
。
レ
ガ
シ
ィ
の
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン
を
使
っ
て
で
き
る
だ
け
部
品
を
共
用
化
し
、
そ
れ

で
い
て
レ
ガ
シ
ィ
よ
り
も
も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
ク
ル
マ
を

作
る
。
一
般
的
に
は
下
の
車
種
か
ら
上
の
車
種
を
開
発
す
る

積
み
上
げ
型
の
発
想
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る
の
が
常
識
で
、
上

の
車
種
か
ら
下
の
車
種
を
開
発
し
て
も
コ
ス
ト
は
下
が
ら
な

い
。
そ
こ
で
開
き
直
っ
て
大
き
な
ク
ル
マ
が
も
つ
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
さ
ら
に
よ
い
ク
ル
マ
を
開
発
し
て
こ
そ
消
費
者

に
新
し
い
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ク
ル
マ
が
出
来
る
と
竹

唯
我
独
尊
に
陥
り
が
ち
な

技
術
者
は
い
つ
も
視
点
を

変
え
て
モ
ノ
を
見
る
べ
き
だ
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一
般
学
生
た
ち
で
逆
封
鎖
を
す
る
べ
く
、
議
論
し
て
実
行
し

た
こ
と
も
あ
る
。
自
動
車
部
は
ノ
ン
ポ
リ
集
団
だ
っ
た
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時

社
会
や
政
治
に
つ
い
て
、
ま
た
「
工
学
と
社
会
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
熱
く
議
論
し
た
体
験
が
、
竹
中
氏
の
精
神
的
骨
格

を
形
成
し
た
と
い
え
る
。

「
あ
の
時
代
に
学
生
だ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
」

も
う
ひ
と
つ
、
糸
を
商
う
商
人
だ
っ
た
と
い
う
曽
祖
父
ゆ

ず
り
の
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
も
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

「
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
は
こ
う
い
う
人
だ
っ
た
と
、
よ
く
親
父

か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
糸
の
商
売
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
く
て
、
何
匁
と
い
う
単
位
も

い
い
加
減
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
5
0
0
匁
買
っ

て
も
、
1
〜
2
割
少
な
い
の
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、
曽
祖

父
は
逆
に
1
割
増
や
し
て
納
め
た
ん
だ
と
か
。
ほ
か
と
同
じ

こ
と
を
し
て
い
た
ら
差
が
つ
か
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ

う
し
た
ら
『
竹
中
の
糸
な
ら
き
っ
ち
り
長
さ
が
あ
る
。
信
用

で
き
る
』
と
大
変
な
信
頼
を
得
ま
し
た
。
お
ま
え
も
よ
く
覚

え
て
お
け
と
、
親
父
は
言
っ
て
い
ま
し
た
」

多
数
派
と
は
違
う
道
を
行
く
こ
と
。
そ
れ
は
レ
オ
ー
ネ
か

ら
レ
ガ
シ
ィ
、
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
へ
と
続
く
富
士
重
工
業
の
道

に
重
な
る
。

最
後
に
、「
自
由
に
ク
ル
マ
を
買
え
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
ク

ル
マ
が
い
い
か
」
と
尋
ね
て
み
た
。
そ
の
答
え
が
ふ
る
っ
て

い
た
。

「
空
飛
ぶ
自
動
車
が
欲
し
い
で
す
ね
。
50
年
ご
ろ
、
ア
メ
リ

カ
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
会
社
は
数
台

作
っ
て
初
飛
行
し
た
あ
と
倒
産
し
ま
し
た
け
れ
ど
（
笑
）。

空
飛
ぶ
自
動
車
な
ら
通
勤
の
と
き
も
ひ
と
っ
飛
び
で
楽
で
す

し
ね
。
私
は
自
動
車
に
限
ら
ず
乗
り
物
は
す
べ
て
好
き
」

社
長
と
は
い
え
、
や
は
り
竹
中
氏
は
根
っ
か
ら
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
後
の
レ
ガ
シ
ィ
の
大
ヒ
ッ
ト
、
さ
ら
に
レ
ガ
シ
ィ

か
ら
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
再
建
、
発
展
の
起

爆
剤
と
な
っ
た
。
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
レ
ガ
シ
ィ
の
設
計
思
想

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
10
年
ほ
ど
、
大
き
な
企
業
組
織
の
中
で
生
き
る
魅
力

が
減
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
起
業
し
て
小
さ

な
組
織
を
運
営
し
た
り
、
そ
う
い
う
会
社
で
働
く
こ
と
か
ら

は
得
ら
れ
な
い
喜
び
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
人

で
は
不
可
能
な
こ
と
が
、
大
組
織
で
は
可
能
に
な
る
。

「
企
業
組
織
な
ら
1
0
0
億
、
2
0
0
億
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
で

き
る
。
ひ
と
り
の
力
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
、
同
じ

方
向
に
信
念
を
も
っ
て
動
き
出
せ
ば
す
ご
い
力
に
な
る
で
し

ょ
う
？
　
だ
か
ら
こ
そ
、
経
営
者
は
社
員
に
共
通
の
目
的
意

識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
」

社
員
も
あ
っ
さ
り
諦
め
て
は
い
け
な
い
、
と
竹
中
氏
は
自

分
の
体
験
を
振
り
返
る
。
1
回
蹴
飛
ば
さ
れ
た
ぐ
ら
い
で
あ

き
ら
め
る
な
、
や
り
た
か
っ
た
ら
10
回
説
明
し
ろ
と
先
輩
か

ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
教
え
ど
お
り
、

群
馬
工
場
に
や
っ
て
き
た
社
長
に
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
企
画
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
あ
っ
さ
り
却
下
さ
れ

た
が
、
移
動
す
る
社
長
を
追
い
か
け
、
強
引
に
ク
ル
マ
に
乗

り
込
ん
で
プ
レ
を
続
け
た
。

「
結
局
、
そ
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
ん

で
す
。
次
の
会
議
で
は
ス
パ
ッ
と
通
り
ま
し
た
も
の
ね
。
仕

事
に
対
す
る
執
念
を
見
せ
て
お
け
ば
、
そ
の
人
間
と
の
信
頼

感
が
築
か
れ
る
も
の
で
す
」

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
が
ら
議
論
は
い
と
わ
な
い
。
こ
の
気
性
は

学
園
紛
争
が
活
発
だ
っ
た
大
阪
市
立
大
学
時
代
に
培
わ
れ

た
。
学
園
封
鎖
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
り
、

明
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
意
気
に
感
じ
て
何

か
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
イ

ン
プ
レ
ッ
サ
で
し
た
。
苦
し
み
あ
が
い
て
生
ま
れ
た
ク
ル
マ

な
ん
で
す
（
笑
）」

経
営
は
継
続
性
が
大
切
だ
と
竹
中
氏
は
言
う
。
名
車
レ
ガ

シ
ィ
は
大
き
な
戦
略
変
更
の
第
一
歩
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

莫
大
な
投
資
を
行
い
、
90
年
代
初
め
は
大
幅
赤
字
と
な
っ
た

企
業
の
中
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
が
あ
る

そ
の
魅
力
を
訴
え
た
い

■竹中恭二氏のリーダーシップを育んできた「経験と学習」

工場に来た社長にプレゼンテーションをす
るが、あっさりと却下される。その後、社長
を追いかけ、強引に車に乗り込み、プレゼ
ンテーションを続けた。その結果、次の会
議で企画が通った

自分の理想を断念することは
むずかしい。しかし組織におい
て、自分に何が期待されている
か、果たすべき使命を認識す
る大切さを思い知る

行動することの大切さ。仕事に
対する執念を見せれば、必ず
信頼感が築かれる

経験したこと 学んだこと

アメリカの工場建設に伴う投資開発費の削
減によって浮かんだ発想から「インプレッ
サ」が生まれる。インプレッサの誕生が、
他メーカーとの差別化を決定的にし、スバ
ルの独自性を打ち出した
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「
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
多
く
の
こ
と
が
ら
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
き
な
り
制
度
の

紹
介
に
入
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。

本
書
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
も
う
少
し

手
前
の
枠
組
み
的
な
所
に
あ
り
ま
す
。

制
度
は
目
的
で
は
な
く
、
人
材
を

活
用
す
る
手
段
、
道
具
で
あ
る
は
ず

で
す
。
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
の
た

め
に
あ
る
の
か
。
ベ
ー
ス
に
な
る
考

え
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
整
理
し
、

議
論
の
前
提
と
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

提
示
し
て
み
よ
う
と
」

人
材
を
資
源
と
し
て
考
え
経
営
を

行
う
手
法
は
、
す
で
に
広
く
一
般
的

に
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
人
材

は
他
の
経
営
資
源
と
は
同
列
に
語
れ

な
い
特
殊
性
を
も
つ
と
著
者
は
言
う
。

な
ぜ
な
ら
人
は
人
材
で
あ
る
前
に
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
を
も
ち
、
成
長

し
て
い
く
「
人
間
」
だ
か
ら
だ
。

本
書
冒
頭
で
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

「
経
営
の
視
点
と
人
の
視
点
」
お
よ
び

「
短
期
的
な
視
点
と
長
期
的
な
視
点
」

が
提
示
さ
れ
る
。
以
下
、
常
に
そ
の

根
本
に
立
ち
返
る
形
で
、
獲
得
、
育

成
、
配
置
、
評
価
、
処
遇
ま
で
の
全

プ
ロ
セ
ス
が
解
説
さ
れ
て
い
く
。

「
利
益
が
出
る
構
造
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
経
営
の
視
点
、
誰
も
が

活
き
活
き
働
け
る
よ
う
に
と
い
う
人

の
視
点
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の

接
点
を
見
出
し
、
そ
れ
を
人
事
制
度

と
し
て
設
計
し
て
い
く
。
本
書
は
、

そ
の
な
か
で
苦
闘
さ
れ
て
い
る
多
く

の
現
場
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

者
と
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
本
書
は
、
そ
ん
な
方
々

へ
の
エ
ー
ル
で
も
あ
る
の
で
す
」

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
鳥

瞰
図
的
な
本
書
の
特
徴
を
示
す
一
例

と
し
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る

議
論
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
賃
金
論
は
、
主

に
労
働
の
対
価
と
し
て
の
賃
金
と
い

う
側
面
か
ら
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

成
果
主
義
に
関
す
る
議
論
で
も
、
成

果
を
測
定
し
、
処
遇
に
結
び
つ
け
る

部
分
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
語
ら
れ
が
ち
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
時
期
猛
烈
な
勢
い

で
推
進
が
な
さ
れ
た
反
動
で
、
今
度

は
極
端
に
否
定
的
な
意
見
が
出
て
き

た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
な

ぜ
成
果
主
義
と
い
う
変
革
が
要
請
さ

れ
て
き
た
の
か
と
い
う
原
点
に
戻
っ

て
考
え
れ
ば
、
現
状
の
全
肯
定
や
全

否
定
は
い
ず
れ
も
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け

て
い
ま
す
。

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
か
ら

す
る
と
、
人
の
行
動
を
組
織
の
期
待

す
る
方
向
に
水
路
づ
け
る
『
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
』
の
視
点
が
も
っ
と
重
視

さ
れ
て
も
い
い
。
ま
た
、
成
果
を
生

み
出
す
プ
ロ
セ
ス
を
遡
り
、
そ
の
人

が
な
ぜ
期
待
す
る
成
果
を
出
せ
な
い

か
（
ま
た
は
出
せ
る
の
か
）
を
能
力
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プロフィール

守島基博
もりしま・もとひろ

一橋大学大学院商学研究科教授。カナダ・
サイモン・フレーザー大学経営学部助教授、
慶應義塾大学総合政策学部助教授、同大学
院経営管理研究科教授などを経て現職。著
書に『21世紀の“戦略型”人事部』（編著）、
『会社の元気は人事がつくる』（共著）など。

『人材マネジメント入門』
著者／守島基博（日経文庫　本体830円＋税）

な
ど
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
成
果
主

義
は
、
成
果
を
出
す
た
め
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、

成
果
を
あ
げ
る
過
程
で
の
〝
工
夫
〞

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
」

「
成
果
主
義
の
な
か
で
、
例
え
ば
、
工

夫
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
知

識
創
造
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
な
ど
を

プ
ラ
ス
に
評
価
す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
生
ま
れ
、
い
ず
れ
は
、
企
業

文
化
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
」

「『
人
材
』
と
い
う
言
葉
に
一
番
親
和

性
が
あ
る
の
は
、『
活
用
』
と
い
う
言

葉
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

経
営
の
視
点
か
ら
の
戦
略
達
成
や
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
結
果

と
同
時
に
、
人
が
ワ
ク
ワ
ク
感
を
も

っ
て
、
自
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伸

ば
す
方
向
に
活
用
で
き
て
い
る
か
。

ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

人
事
制
度
も
、
こ
の
基
準
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
る
こ
と
で
、
大
き
な
誤
り

は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

、
組
織
の
力
で
目
標
を
達
成
す

る
時
代
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
企

業
人
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

活
力
に
組
織
が
組
ま
れ
る
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
自
体
が
大
き
く

転
換
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
本
書
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
材
が
も
っ
と
活

用
さ
れ
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

な
が
れ
ば
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

著 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

成
果
主
義
を
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
か
ら
考
え
る
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バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
議
論
の

前
提
と
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

人
材
は「
活
用
」さ
れ
て
い
る
か
？

制
度
の
有
効
性
チ
ェ
ッ
ク
の
視
点
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『「現場」でつながる！ 地域と大学』
著者／友成真一　協力者／菊池章人（東洋経済新報社　本体2300円＋税）

日
本
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
、

社
会
全
体
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

知
的
資
源
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
だ
。
特
に
企
業
社
会
と

比
較
す
る
と
、
行
政
、
大
学
、
地
域

に
は
莫
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ま
だ

ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
埋
も
れ
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
一
方
、
こ
こ
数
年
全
国
各

地
で
、
こ
れ
ら
組
織
、
機
関
な
ど
が

連
携
し
、
相
互
に
活
性
化
を
は
か
る

取
り
組
み
も
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
書
で
は
、
ま
ず
、
そ
ん
な
事
例

を
豊
富
に
、
か
つ
詳
細
に
紹
介
す
る

こ
と
に
つ
と
め
た
。
同
時
に
そ
の
背

景
に
あ
る
、「
右
肩
上
が
り
」
時
代
終

焉
後
の
「
左
肩
上
が
り
」
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

大
学
と
地
域
の
「
機
能
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
知
的
資
源
の

ユ
ニ
ー
ク
な
活
性
化
に
成
功
し
て
い

る
事
例
に
注
目
す
る
と
、
お
も
し
ろ

い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
現
場
で
つ
な
が
る
」
だ
。

例
え
ば
年
輩
の
中
小
企
業
の
社
長

と
若
い
大
学
生
と
い
う
異
質
な
も
の

が
出
会
い
、
腹
を
割
っ
て
語
り
合
い
、

「
つ
な
が
る
」。
そ
こ
か
ら
一
種
の
化

学
変
化
が
起
き
、
な
ん
ら
か
の
新
し

い
価
値
が
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
の
局
面
で
は
、
組
織
や
制
度
の

枠
組
み
は
重
要
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
一
対
一
の
人
間
同
士
が
向
き
合
う

中
で
、
相
互
に
意
識
改
革
が
起
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
ミ
ク
ロ
な

関
係
づ
く
り
が
集
積
さ
れ
て
い
っ
た

と
き
、
閉
塞
し
た
空
気
が
動
か
さ
れ
、

壁
を
突
破
す
る
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
わ
き
出
て
く
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
底
流
に
は
、
つ

な
が
っ
た
人
、
か
か
わ
っ
た
人
す
べ

て
が
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
み
ず
か

ら
が
本
来
も
っ
て
い
た
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、「
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
る
」
社
会
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
、
幅
広
い
波
及
効

果
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
か
ら
は
、

一
種
の
社
会
運
動
的
な
側
面
も
あ
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
日

最
先
端
と
さ
れ
る
企
業
経
営
、
組
織

イ
メ
ー
ジ
に
重
な
る
も
の
だ
。
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
転
換
点
を
考
え
る
企
業
人

の
方
々
に
も
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
友
成
、
菊
池
談
）

友成真一
ともなり・しんいち

1954年大分県生まれ。通商産業省
（現・経済産業省）を経て、早稲田
大学産業技術創成研究所教授。
2002年より現職。

菊池章人
きくち・あきひと

1954年岩手県生まれ。社団法人日
本リサーチ総合研究所特別研究員。

『イタリア人の働き方――国民全員が社長の国』
著者／シルヴィオ・ピエールサンティ　企画・監修／内田洋子（光文社新書　本体740円＋税）

総
人
口
5
7
0
0
万
人
の
イ
タ
リ

ア
に
は
、
2
0
0
0
万
余
り
の
零
細
、

中
小
企
業
体
が
存
在
す
る
。
労
働
人

口
と
の
対
比
で
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に

国
民
全
員
が
社
長
の
国
と
い
え
る
ほ

ど
の
割
合
だ
。
こ
う
し
た
経
済
構
造

は
世
界
に
例
を
見
な
い
も
の
で
、
そ

の
特
殊
性
に
は
多
く
の
専
門
家
が
高

い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
ゼ
ロ
あ
る
い
は
マ
イ

ナ
ス
か
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
成
功
し

た
15
人
の
イ
タ
リ
ア
人
を
、
独
自
の

取
材
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。
イ

タ
リ
ア
は
、
国
家
と
し
て
ま
と
ま
っ

て
行
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
「
後
進
国
」
だ
が
、
個
人

が
独
創
性
を
発
揮
す
る
分
野
で
は
抜

群
の
輝
き
を
放
つ
。
そ
ん
な
、「
も
う

ひ
と
つ
の
イ
タ
リ
ア
の
顔
」
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

侵
略
さ
れ
、
征
服
さ
れ
、
統
治
さ

れ
る
歴
史
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
イ

タ
リ
ア
人
は
「
自
分
の
幸
せ
は
自
分
、

家
族
の
力
で
築
く
も
の
」
と
い
う
価

値
観
を
も
つ
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち

彼
ら
彼
女
ら
の
人
生
観
、
職
業
観
の

背
景
に
は
、
歴
史
的
社
会
的
な
個
人

の
精
神
性
の
あ
り
方
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
例
を
一
概

に
日
本
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
を

通
し
て
日
本
社
会
を
見
た
と
き
、「
自

分
を
育
て
る
こ
と
で
豊
か
な
関
係
を

つ
く
り
あ
げ
る
」
と
い
う
人
間
同
士

の
同
等
性
の
視
点
が
足
り
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。
企
業
に
お
い
て
も
、
人

材
と
は
高
い
立
場
か
ら
「
育
成
」
す

る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
む
し

ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
個
性
を
殺
す

こ
と
で
、
戦
後
日
本
的
な
企
業
経
営

は
成
り
立
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
う
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
の
企
業
人
の
間

に
は
、
人
間
性
回
帰
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

が
流
れ
て
い
る
。
利
益
よ
り
も
個
人

の
幸
せ
を
追
求
す
る
、
新
ル
ネ
サ
ン

ス
時
代
を
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

も
見
え
る
。

本
書
に
登
場
す
る
元
気
な
イ
タ
リ

ア
人
た
ち
の
姿
か
ら
、
一
度
き
り
の

人
生
の
貴
重
な
時
間
、
チ
ャ
ン
ス
を

無
駄
に
し
な
い
こ
と
、
日
常
の
中
の

小
さ
な
充
実
感
が
積
み
重
な
り
、
や

が
て
大
き
な
意
味
が
自
分
の
中
に
生

ま
れ
る
こ
と
の
価
値
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

（
著
者
談
）
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シルヴィオ・
ピエールサンティ
Silvio Piersanti

通信社イタルメディア代表。1935
年ローマ生まれ。ローマサンタチェ
チリア音楽院ピアノ・作曲科卒業。

内田洋子
うちだ・ようこ

株式会社ウーノアソシエイツ代表。
1959年神戸市生まれ。東京外国語
大学イタリア語学科卒業。

書籍　W63_63

産
学
連
携
で
地
域
を
活
性
化

眠
れ
る
知
的
資
源
を
掘
り
起
こ
す

知
ら
れ
ざ
る
起
業
家
魂
の

底
流
に
流
れ
る
も
の
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最近、ビジネス誌の取材で「若

手にガツンと一言お願いします」

って。これ、ホント多いんですよね。

管理職の人は自分で言えないんで

すか？　僕を悪者にしないで自分

でピシャッと言ってほしいですね、

ピシャッと（笑）。

若い人のことがわからないって、

それを言ったらおしまいですよ。自

分がカッコイイ上司になろうとして

いるんじゃないんですか？　

僕の小説には『半落ち』にして

も、『陰の季節』にしても、ほとん

どヒーローはでてこないんですよ。

だって、今までの人生でヒーローな

んていなかったでしょ？完全無欠

の上司なんていないんですよ。仮に

いたとしても、そんなのちっともカ

ッコよくないし、なりたくないです

よ。それよりも、自分がどれだけ情

けなくて、家族や組織にがんじが

らめで、素朴な正義感で生きてい

るのか、自分の生き様をさらりと

話せる上司のほうが断然カッコイ

イ。そういう上司に部下も憧れる

し、ついてくる。会社ってのは同じ

言語を使っている村。若い人もそ

う、誰だってそこで評価されたいん

です。違う村の人になんか評価さ

れてもちっとも嬉しくないわけです

よ。

小説の中でも、カッコイイこと

を語るのは本当に簡単です。いく

らでも捏造できますから。

部下の育成法を意識したことは

ないけれど、僕の人物作りにヒン

トがあるかもしれません。よく、

「どこへ取材に行っているのですか」

と聞かれるんだけど、行ってないん

です。それよりも普段の生活の中

で、出会った人のふとした表情か

らどんどん想像を膨らませていく。

人それぞれに、絶対起こってほし

くない恐ろしいことがあるんです。

例えば、動物病院の先生の言動

から、「この人にとって絶対起こっ

てほしくない、一番恐れていること

って何だろう」って考えるんです。

預かった犬が急に死んでしまうこ

とかなとかね。そうして考えていく

と、どんどん物語が広がっていく。

小説の中でも、部下が最も恐れ

ている、絶対起こってほしくない事

態をそっとカバーする上司を登場

させるんです。『動機』では、新米

の部下が命の次に大事な“警察手

帳”を紛失してしまいます。そこで、

定年間近の彼の上司が部下の将来

に傷がついてはいけないと、一括保

管していた30冊余りの他の手帳を

まとめてわざと紛失させてしまう。

もちろん、部下には何も言わずに

です。なぜそれが発覚したかは、実

際にお読みいただきたいのですが。

何が怖いか、直接部下に聞いた

って駄目ですよ。人間、本当に恐

れていることは絶対口にできないん

です。部下がボロボロになってしま

うような、仕事や人生で最も恐れ

ていることは何だろうか……。想

像することですよ。

64Apr.-May  2004

CATALYST

1957年、東京都生まれ。国際商科大学（現・東京国際大学）卒。上毛新聞社に勤務後、フリーライターとなる。91年『ルパンの消息』が第9回サントリーミステリー大賞佳
作に。98年『陰の季節』で第5回松本清張賞を受賞。2004年『半落ち』が映画化され大ヒット。

PROFILE

横山秀夫

部下が本当に
恐れていることは何か

組織と個人の葛藤を描き、独自の“横山ワールド”が話題の作家

新 論 点

人と組織の

部下が警察手帳を紛失。
その時あなたは……

完全無欠のカッコイイ
上司なんていないよ

カタリスト　W63_64

※触媒の意味

※

カ タ リ ス ト

よこやま・ひでお

文／正木美穂子（編集部）

ごく普段の想像から
ストーリーを広げる
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「毎年、退職する７０００人を１００％支援する仕組みを考えてほしい」

――多少極端かもしれないが、仮に、こんなオーダーが経営トップからあったとしよう。

まず、あなたなら何から始めますか？

今回は、防衛庁・陸上自衛隊に焦点をあてた。

「自衛隊の例は特殊ではないか」と思うかもしれない。

しかし、陸・海・空で約1万人の退官者のうち、陸上自衛隊だけで年間７６００人が、

次の人生を歩み出している。厳しい雇用情勢の中、

20代の若者3000人、中高年4000人以上の再就職をどうやって

100％支えているのだろうか。この事実に学ぶところがあるはずだ。

陸上自衛隊の支援施策の枠組み、それを支える現場、

新たな道を踏み出した退官者の取材をもとに、企業でも応用できる、

あるべき“セカンド・キャリア支援”について考えた。

年間総数7６00人。
陸上自衛隊に見る

“セカンド・キャリア支援”

文・構成正木美穂子（編集部）

過去27年（1973～2000年度）
自衛官退職者の推移
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「
退
官
す
る
自
衛
官
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、
業

務
で
は
な
く
任
務
で
す
」
財
団
法
人
自
衛
隊

援
護
協
会
東
京
支
部
・
援
護
課
長
の
小
島
捷

利
氏
は
言
う
。
自
衛
官
に
と
っ
て
の
〝
任
務

〞
と
い
う
意
味
は
格
別
で
あ
る
。
彼
ら
の
任
務

と
は
、
極
寒
の
地
で
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
ま
ま
一

晩
中
、
山
中
を
駆
け
回
る
な
ど
、
そ
の
厳
し
さ

は
経
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
ま

さ
に
「
命
が
け
で
達
成
す
べ
き
も
の
」
な
の
で

あ
る
。
第
二
の
人
生
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
国

家
の
安
全
に
直
結
す
る
。
退
官
と
い
う
出
口

の
安
定
は
、
若
手
人
材
の
確
保
に
も
大
き
く

影
響
す
る
か
ら
だ
。
有
事
に
備
え
る
組
織
に
は

若
い
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
若
手
人
材
の
大

量
採
用
、
大
量
放
出
は
否
め
な
い
。
若
く
な

け
れ
ば
体
力
的
に
も
、
精
神
的
に
も
過
酷
な

状
況
に
対
応
で
き
な
い
の
が
本
音
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
自
衛
官
は
公
務
員
で
あ
り
な
が
ら

も
、
定
年
年
齢
が
若
い
。
任
期
制
は
20
代
、

定
年
制
は
大
多
数
が
53
歳
か
ら
55
歳
で
定
年

を
迎
え
る
。
定
年
が
60
歳
な
の
は
、
わ
ず
か
に

数
名
で
、
幹
部
中
の
幹
部
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
退
職
時
に
は
90
％
を
超
え
る
再
就
職
率

も
、
退
職
３
カ
月
後
に
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
を

超
え
る
。

「
退
職
後
の
仕
事
が
な
い
な
ど
と
な
れ
ば
、
今

後
の
採
用
、
国
家
の
安
全
に
影
響
し
ま
す
。

退
職
日
ま
で
に
な
ん
と
か
再
就
職
先
を
決
め

て
あ
げ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
雇
用
保

険
が
な
い
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。
決
ま

ら
な
け
れ
ば
、
無
給
の
失
業
者
に
な
り
ま
す
。

就
職
希
望
者
全
員
を
１
０
０
％
援
護
す
る
の

が
我
々
の
任
務
で
す
」
防
衛
庁
陸
上
幕
僚
監

部
人
事
部
援
護
業
務
課
総
括
班
長
一
等
陸
佐

の
宇
佐
美
真
氏
は
言
う
。
た
だ
退
職
3
カ
月

以
内
に
ほ
ぼ
全
員
の
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
年
々
退
職
日
ま
で
に
就
職
が
決
ま
ら

な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る
（
図
表
１
）。

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
1
9
5
0
年
、
賛

否
両
論
の
渦
中
に
創
設
さ
れ
た
警
察
予
備
隊

は
、
1
9
5
4
年
防
衛
庁
・
自
衛
隊
と
な
る
。

予
備
隊
員
の
募
集
で
は
、
38
万
2
0
0
0
人

以
上
の
志
願
者
が
殺
到
し
、
５
倍
の
倍
率
に

な
っ
た
。
1
9
5
6
年
に
任
期
満
了
に
よ
る

退
職
者
が
発
生
し
た
こ
と
で
、「
再
就
職
援
護
」

が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
援
護
施
策
を
利
用

し
た
の
は
、
延
べ
10
万
人
に
上
る
。
同
年
、
就

職
援
護
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
全
国
46
都
道

延
べ
10
万
人
が
利
用
し
た
援
護
施
策
の
背
景

な
ぜ
、
1
0
0
％
支
援
す
る
の
か
。

〝
任
務
〞と
い
う
言
葉
の
重
み

ど
ん
な
歴
史
的
背
景
で

支
援
は
発
達
し
た
の
か

【図表２】陸上自衛隊　セカンド・キャリア支援の内容

定年3年前に5週、経営管理・人事労務管理・事務管理・生産管理・財務管理、
その他の教育を１佐に対しては小平学校、2佐以下については方面隊ごとに実施

定年3年前以降の定期異動時に上申に基づき定年関連異動を実施

退職予定3カ月間、年次休暇の範囲内で就職準備（就職予定事務所の見学・
座学教育の受講・就職の打ち合わせ）のため特に支障のない職務に配置

在職25年目に3日、方面総監部等駐屯地において、職務能力・労働情勢・職業
能力開発、生涯生活設計などを教育

年2回1日、任満退職予定隊員に対し雇用協力企業の説明会により具体的な就
職準備を実施

入隊後2年経過した任期制隊員を対象に3日／回、明確な自己分析による人生
設計・進路相談、職業選択・施策取得等に関する知識付与・動機付けを実施

制度名・狙い施策名 開始年度

S.31～

S.37～

S.39～

S.37～

H.6～

H.11～

H.15～

対象

定年制

定年制

定年制

定年制

任期制

任期制

人数／年

約3,300名

約1,100名

約4,000名

約2,800名

約4,500名

約500名

延べ人数

約27,500名

約9,300名

約21,900名

約17,200名

約20,900名

約500名

1.就職支援

2.業務管理教育

3.定年前の異動

4.付期間の設定

5.グリーン
プログラム

6.合同企業
説明会

7.任期制隊員
ライフプラン

0

50

100

150

200

250

300

350

平成7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 

任期制 
定年制 

（人数） 

【図表１】退職日時点での再就職未決定者数の推移
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府
県
の
地
方
連
絡
部
に
援
護
要
員
が
配
置
さ

れ
た
。

1
9
8
7
年
に
は
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護

協
会
が
設
立
さ
れ
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
を

始
め
た
。
防
衛
庁
側
は
、
同
援
護
協
会
に
対

し
て
、
求
職
情
報
と
退
職
予
定
自
衛
官
の
情

報
を
取
次
い
で
い
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
な
く
、〝
援
護
〞
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
就

職
を
決
め
る
の
は
本
人
で
あ
り
、
彼
ら
を
援
護

す
る
と
い
う
考
え
だ
か
ら
で
す
」
と
宇
佐
美
氏

は
言
う
。

任
期
制
、
定
年
制
そ
れ
ぞ
れ
に
教
育
研
修

67 Apr.-May  2004

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
任
期
制
に

は
２
つ
の
支
援
が
用
意
さ
れ
、
１
つ
目
は
、
動

機
付
け
を
目
的
と
し
た
、
入
隊
３
年
目
の

「
任
期
制
隊
員
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
研
修
で
あ
る
。

３
日
間
泊
り
込
み
の
こ
の
研
修
で
は
、
定
年

ま
で
自
衛
官
と
し
て
務
め
上
げ
る
か
、
民
間
を

選
ぶ
の
か
深
く
考
え
さ
せ
る
。
グ
ル
ー
プ
討
議

や
進
路
相
談
で
自
分
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ

と
で
、
人
生
設
計
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る

の
が
狙
い
だ
。

ま
た
、
定
年
制
自
衛
官
に
向
け
て
は
、
４

つ
の
支
援
施
策
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、「
業
務

管
理
教
育
」
で
あ
る
。
定
年
の
３
年
前
に
企

業
実
務
を
５
週
間
か
け
て
学
ぶ
。

2
つ
目
は
、「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

あ
る
。
在
職
25
年
目
の
年
に
３
日
間
、
職
業
能

力
開
発
と
生
活
設
計
に
関
す
る
教
育
を
受
け

る
。
こ
の
時
点
で
、
将
来
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
固
ま
っ
て
い
る
人
は
６
割
に
も
満
た
な
い

と
い
い
、
定
年
後
の
生
活
も
視
野
に
入
れ
た

「
生
涯
経
済
プ
ラ
ン
」
の
作
成
は
、「
定
年
ま
で

の
10
年
を
有
効
活
用
で
き
る
」
と
好
評
だ
。

３
つ
目
は
「
定
年
前
の
異
動
」
で
あ
る
。
自

衛
官
は
１
年
半
か
ら
２
年
ご
と
に
全
国
を
異

動
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
自
衛
官
は
故
郷

を
離
れ
、
遠
隔
で
任
務
に
就
い
て
い
る
。
こ
の

制
度
で
は
定
年
３
年
前
か
ら
、
希
望
す
る
地

域
へ
の
異
動
を
可
能
に
し
、
定
年
後
は
故
郷

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
と
い
う
自
衛
官
の
希
望
を

後
押
し
し
て
い
る
。
４
つ
目
は
「
付
期
間
の
設

定
」
で
あ
る
。
退
職
予
定
日
の
３
カ
月
前
か

ら
年
次
休
暇
の
範
囲
内
で
就
職
準
備
の
た
め

の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
。

防衛庁陸上幕僚監部　人事部
援護業務課　総括班長
一等陸佐　宇佐美　真氏

現
在
の
陸
上
自
衛
官
は
14
万
8
1
9
7
人

で
あ
る
。
1
9
8
0
年
に
3
0
7
0
人
だ
っ

た
女
性
自
衛
官
の
数
は
、
現
在
1
万
4
3
9

人
で
全
体
の
4
・
4
％
を
占
め
る
（
※
１
）。

自
衛
官
は
任
期
制
と
定
年
制
に
分
か
れ
て
お

り
、
陸
上
自
衛
隊
の
場
合
は
、
１
任
期
２
年

で
通
常
２
任
期
を
節
目
と
し
て
退
職
す
る
者

が
多
い
。
１
任
期
満
了
退
職
者
の
平
均
年
齢

は
20
歳
。
２
任
期
満
了
退
職
者
で
も
平
均
22

歳
と
若
い
。
2
0
0
2
年
度
で
は
３
６
０
０

人
が
新
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
る
。
以

前
は
多
く
を
高
卒
者
が
占
め
て
い
た
任
期
制

だ
が
、
最
近
で
は
約
２
割
が
大
卒
者
で
あ
る
。

定
年
制
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

そ
の
た
め
に
は
厳
し
い
試
験
を
パ
ス
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
切
り
替
え
が
可
能

な
の
は
10
人
中
2
人
ほ
ど
で
あ
る
。
任
期
制

自
衛
官
は
今
回
の
イ
ラ
ク
派
遣
で
も
現
地
で

多
数
活
躍
し
て
い
る
。

一
方
、
定
年
制
へ
は
、
幹
部
候
補
生
と
し

て
採
用
試
験
を
受
け
る
か
、
防
衛
大
学
校
や

防
衛
医
科
大
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
入
隊
す

る
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
50
代
半
ば
で
定
年

を
迎
え
る
。
平
成
14
年
度
の
定
年
者
数
は
約

４
０
０
０
人
で
あ
る
。

自
衛
官
と
い
う
職
業※

１
　
防
衛
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
（
2
0
0
4
年

3
月
24
日
現
在
）

防衛長官

副長官

長官政務官（2名）

事務次官

防衛参事官等（289名）

事務官等（23,924名）

自衛官（258,581名）

即応予備自衛官（5,723名）

予備自衛官（47,900名）

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

非常勤職員

事務官等（85名）

非常勤職員

防
衛
庁
職
員

特
別
職
自
衛
隊
の
隊
員

一般職

【図表３】防衛庁職員の内訳

陸将

陸将補

１等陸佐

２等陸佐

３等陸佐

１等陸尉

２等陸尉

３等陸尉

准尉

陸曹長

１等陸曹

２等陸曹

３等陸曹

陸士長

１等陸士

２等陸士

３等陸士

幹部

准尉

曹

士

60
数名

10数名

約100名

約300名

約300名

約400名

約300名

約50名

約600名

約2,000名

約100名

数名

約3,000名

56

55

54

53

定
年
制

任
期
制

【図表４】平成14年度　定年制・任期制
自衛官の内訳と16年度退職予定者数

階級 区分 年齢
16年度陸上自衛
隊退職予定者数
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自
衛
隊
援
護
協
会
東
京
支
部
は
首
都
圏
一

都
三
県
を
担
当
し
、
企
業
と
各
部
隊
を
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
主
な
業
務
は
求
人

開
拓
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
現
場

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
だ
。
東
京
支
部
で
は
10

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
求
人
開
拓
に
あ
た
っ
て
お

り
、
首
都
圏
の
企
業
約
2
0
0
0
社
に
足
を

運
ん
で
い
る
。
そ
の
内
、
毎
年
新
規
の
求
人

が
獲
得
で
き
る
の
は
約
4
0
0
社
。
隊
員
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
実
績
の
な
い
業
種
で
も
情
報

を
求
め
て
足
を
運
ぶ
。
求
人
開
拓
は
隊
員
の

ニ
ー
ズ
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
20
代
か
ら
50
代
ま

で
の
隊
員
の
希
望
職
種
は
実
に
幅
広
い
。「
退

官
後
の
職
業
人
生
は
長
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
望

み
を
か
な
え
て
や
り
た
い
。
た
と
え
、
希
望
が

芸
能
事
務
所
で
あ
ろ
う
と
、
電
話
を
か
け
、
片

っ
端
か
ら
話
を
聞
き
に
行
き
ま
す
。
我
々
ス
タ

ッ
フ
も
元
自
衛
官
な
の
で
、
求
職
者
の
気
持

ち
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
ど
う
に
か

し
て
や
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま

す
」
と
同
援
護
協
会
　
総
括
主
幹
の
横
山
文

夫
氏
は
言
う
。
中
に
は
、
退
職
後
に
ス
キ
ュ
ー

バ
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
沖
縄
で
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い

た
20
代
の
隊
員
も
い
る
。
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
先
行
し
て
い
な
い
か
と
思
う
も
の
の
、

各
支
部
と
連
携
を
取
り
、
仕
事
は
あ
る
の
か
、

沖
縄
の
労
働
条
件
が
果
た
し
て
本
人
の
希
望

と
合
致
し
て
い
る
の
か
、
徹
底
的
に
事
実
に
基

く
情
報
を
集
め
て
本
人
に
提
示
す
る
。「
隊
員

は
社
会
の
現
実
を
知
り
ま
せ
ん
。
イ
メ
ー
ジ
だ

け
で
希
望
を
言
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
、
や
っ
ぱ
り
ム
リ
だ
と
言

う
結
論
に
な
っ
て
も
い
い
。
と
に
か
く
納
得
の

い
く
再
就
職
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

横
山
氏
。

援
護
協
会
で
は
こ
う
し
た
足
で
稼
い
だ
情

報
を
集
め
、
現
場
の
自
衛
官
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、『
人
材
情
報
』
と
い
う
名
前
の
冊
子

で
、
定
年
退
職
予
定
の
求
職
者
リ
ス
ト
を
広

く
公
開
し
て
い
る
。
リ
ス
ト
内
容
に
、
各
人
の

階
級
や
生
年
月
日
の
ほ
か
、
希
望
の
職
種
、

取
得
資
格
や
免
許
、
退
職
後
の
市
町
村
が
記

さ
れ
て
い
る
。

新
規
開
拓
と
は
別
に
年
間
1
0
0
0
件
も

の
求
人
が
、
企
業
か
ら
援
護
協
会
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。
な
ぜ
、
こ
れ
だ
け
の
数
の

求
人
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は

「
手
作
り
の
援
護
」
に
あ
っ
た
。

援
護
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
再
就
職
を
し
た

元
隊
員
と
の
絆
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い

10
名
で
2
0
0
0
社
を
フ
ォ
ロ
ー
。

新
規
求
人
は

毎
年
4
0
0
社
を
獲
得

毎
年
1
0
0
0
件
の

求
人
が
リ
ピ
ー
ト

企
業
か
ら
の
信
頼
を
生
む

「
手
作
り
の
援
護
」

る
。
再
就
職
先
の
企
業
の
近
く
に
立
ち
寄
る

と
、
元
気
か
と
顔
を
見
に
行
く
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
こ
う
し
た
フ
ォ
ロ
ー
が
、
元
隊
員
を
初

心
に
戻
す
。「
今
、
職
を
探
し
て
い
る
後
輩
の

た
め
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
自
分
が
体
験

し
た
再
就
職
ま
で
の
困
難
な
道
の
り
を
思
い

出
し
、
そ
れ
が
大
き
な
力
に
変
わ
る
。
ま
た
企

業
側
に
声
を
か
け
、
Ｏ
Ｂ
の
様
子
を
伺
い
、

小
さ
な
誤
解
か
ら
力
を
発
揮
で
き
な
い
で
い
た

Ｏ
Ｂ
が
活
躍
を
は
じ
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
し

ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
再
就
職
し
た

Ｏ
Ｂ
が
就
職
先
で
活
躍
し
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
て
求
人
が
あ
っ
た
時
に
、
ま
た
自
衛
隊
か
ら

採
用
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
入
る
。
小
島
氏

は
こ
れ
を
「
手
作
り
の
援
護
」
と
表
現
す
る
。

こ
の
地
道
な
援
護
活
動
と
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
が
大

き
な
信
頼
を
う
み
1
0
0
0
件
の
求
人
を
生

み
出
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
1
0
0
0
件
の
求
人
が
企

業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
驚
き
だ
。

ど
ん
な
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
自
衛
隊
員
の
何

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
自
衛
隊

株式会社ラスコーポレーション
営業統括本部　菅田行一氏（写真右から2人目）
業務改善プロジェクトの成功が目下のミッションだ

年
間
７
６
０
０
人
を
支
援
す
る
現
場
の
凄
み

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し

隊
員
の
能
力
と
マ
ッ
チ
ン
グ

全
体
計
画
を
練
っ
て
い
る
防
衛
庁
を
支
え
て
い
る
の
が
、
全
国
の
援
護
協
会
支
部
だ
。
現
場
を
支
え
て
い
る
東
京
支
部
に
支
援
の
実
際
を
聞
い
た
。
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は
社
会
の
縮
図
で
す
。
病
院
か
ら
結
婚
式
場

か
ら
ま
で
あ
ら
ゆ
る
職
場
と
仕
事
が
自
衛
隊

の
中
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

の
活
か
し
方
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
買
わ
れ
て
企
業
に
就

職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」（
小
島
氏
）。
実

際
の
仕
事
の
知
識
や
経
験
以
外
に
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
何
だ
ろ
う
か
？
横
山
氏
に
う
か
が

っ
た
。「
組
織
の
中
で
の
役
割
の
大
切
さ
や
、

ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
を
乗
り
切
っ
て
き
た
粘
り
強

さ
、
ま
た
1
0
0
0
人
も
の
部
隊
を
持
っ
た

経
験
か
ら
培
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
自

衛
隊
の
活
動
で
養
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
能
力

が
企
業
の
中
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
。
こ
の
仕
事
は
、
日
々
、
厳
し
い
競
争
下
に

あ
る
７
、
８
店
舗
の
経
営
数
値
を
分
析
し
、

オ
ー
ナ
ー
に
提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

務
で
す
。
売
上
、
利
益
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
各
店
舗
を
回
り
、

立
地
や
競
合
、
天
気
、
気
温
、
地
域
行
事
な

ど
の
商
圏
調
査
、
発
注
や
品
揃
え
、
従
業
員

の
教
育
か
ら
効
果
的
な
陳
列
提
案
ま
で
と
仕

事
内
容
は
幅
広
い
。
経
営
者
と
の
信
頼
関
係

も
築
き
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ず
っ
と

ス
タ
ッ
フ
で
き
た
企
業
出
身
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
と
違
い
、
自
衛
官
は
み
な
厳
し
い
現
場
を
経

験
し
て
お
り
、
現
場
の
状
況
を
素
早
く
察
知

す
る
能
力
に
長
け
て
い
ま
す
。
細
か
い
確
認
を

ミ
ス
な
し
で
行
う
の
は
自
衛
官
の
得
意
と
す
る

と
こ
ろ
、
ま
た
体
力
も
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
我
々
へ
の
求
人
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」。
こ
う
し
て
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

正
確
に
受
け
止
め
、
隊
員
た
ち
の
経
験
を
棚

卸
し
な
が
ら
一
人
一
人
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
現

場
の
努
力
は
驚
き
だ
。

実
際
に
、
自
衛
官
は
ど
う
や
っ
て
再
就
職

先
を
見
つ
け
た
の
か
。
定
年
制
と
任
期
制
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
活
か
し
て
新
た
な
道
を
歩

ん
で
い
る
お
二
人
に
、
話
を
聞
い
た
。

人
材
総
合
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
ラ
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
昨
年
7
月
に
入
社
し
た
菅
田

行
一
氏
（
55
歳
）
は
、
全
社
規
模
で
進
め
て

い
る
〝
棚
卸
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
で

社
長
直
轄
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。
全

国
に
散
ら
ば
る
メ
ン
バ
ー
に
指
示
を
与
え
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
に
す
る
の
が
仕
事
だ
。
組
織

自
衛
隊
で
の
経
験
を
ど
う
や
っ
て

再
就
職
に
活
か
し
た
の
か

日通東京警備株式会社　東京警送支店
警備隊　根岸正善氏
素早い敬礼と鋭い視線が、瞬時に周囲の空気を変える

の
見
直
し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
難
題
が
山
積

み
だ
が
、
ひ
る
む
気
持
ち
は
全
く
な
い
。

菅
田
氏
の
専
門
は
大
砲
だ
っ
た
。
欧
州
か

ら
輸
入
し
た
大
砲
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

訓
練
で
は
1
8
0
人
に
命
令
を
出
す
指
揮
官

だ
っ
た
。
防
衛
大
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
46

年
に
入
隊
し
、
指
揮
官
、
幕
僚
、
教
官
、
研

究
員
な
ど
を
経
て
、
平
成
15
年
７
月
に
一
陸

佐
と
し
て
55
歳
で
定
年
退
職
し
た
。

初
め
て
再
就
職
を
意
識
し
た
の
は
、
定
年

10
年
前
の
研
修
だ
。
何
か
を
始
め
な
け
れ
ば
と

焦
り
、
単
身
赴
任
先
で
毎
晩
、
行
政
書
士
の

勉
強
を
し
た
も
こ
の
頃
だ
。
営
業
以
外
の
職

に
就
き
た
か
っ
た
が
、
即
戦
力
に
な
る
経
験
が

な
い
事
に
悩
ん
だ
。
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
。

自
問
し
た
結
果
、
答
え
は
「
人
」
だ
っ
た
。

「
そ
の
た
め
に
新
し
い
資
格
を
取
る
な
ん
て
ナ

ン
セ
ン
ス
。
少
人
数
で
練
っ
た
作
戦
も
、
1
8

0
人
の
部
隊
を
指
揮
し
た
こ
と
も
、
基
本
は

全
部
人
を
動
か
す
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
こ
れ
だ
と
気
付
き
ま
し
た
」（
菅
田

氏
）。
そ
ん
な
時
に
、
援
護
協
会
の
求
人
で
ラ

ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
出
会
っ
た
。「
自
衛

隊
で
培
っ
た
状
況
判
断
や
思
考
過
程
を
活
か

し
て
ほ
し
い
」
―
こ
の
言
葉
が
全
く
違
う
世
界

へ
の
転
職
を
決
意
さ
せ
た
。

菅
田
氏
は
言
う
。「
幕
僚
長
を
し
て
い
た
時

の
考
え
方
や
、
指
揮
官
を
し
て
い
た
時
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
私
の
財
産
で
す
。
こ
の
会
社
の

メ
ン
バ
ー
に
こ
の
財
産
を
い
か
に
分
け
与
え
ら

れ
る
か
。
そ
れ
が
私
の
課
題
で
す
」

●

一
方
、
日
通
東
京
警
備
に
勤
め
る
根
岸
正

善
氏
（
28
歳
）
は
、
あ
る
朝
、
都
内
の
倉
庫

の
入
り
口
へ
と
早
足
で
向
か
っ
た
。
３
年
前

に
入
社
し
て
以
来
、
建
物
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
と
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
出
入
り
す
る
大
型
自

動
車
の
出
入
管
理
を
担
当
す
る
。
根
岸
氏
の

鋭
い
視
線
と
、
空
気
を
切
る
よ
う
な
素
早
い

敬
礼
は
、
一
瞬
に
し
て
周
囲
の
空
気
を
緊
張

さ
せ
る
。

根
岸
氏
は
、
任
期
制
自
衛
官
と
し
て
６
年

間
勤
め
た
。
自
衛
官
に
な
る
前
に
は
ア
ル
ミ
加

工
会
社
に
３
年
間
勤
務
し
た
。「
精
神
的
に
弱

い
自
分
を
克
復
し
た
い
」
と
入
隊
を
決
意
し

た
。
陸
上
自
衛
隊
で
は
備
品
整
備
を
担
当
し

た
。
入
隊
時
に
は
再
就
職
を
考
え
る
余
裕
な

ど
な
く
、
た
だ
、「
自
分
に
本
当
に
自
衛
官
が

勤
ま
る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
だ
っ
た
。

衝
撃
を
受
け
た
の
は
入
隊
２
カ
月
目
の
訓

練
。「
目
を
こ
す
る
な
」
と
の
命
令
で
、
進
入

し
た
テ
ン
ト
の
中
に
は
催
涙
ガ
ス
が
溜
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
の
５
、
６
分
は
途
方
も
な
く

長
く
感
じ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
苦
し
い
訓
練

に
挑
ん
で
い
た
あ
る
日
、
自
分
が
強
く
成
長
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

任
期
満
了
の
１
年
前
、
自
衛
官
を
続
け
る

か
、
民
間
へ
の
道
を
選
ぶ
か
と
悩
ん
だ
。

「
自
分
が
強
く
な
り
た
い
と
い
う
願
望
が
か
な

っ
た
時
、
情
報
が
遮
断
さ
れ
て
い
て
、
外
出
す

る
の
に
も
色
々
と
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

再
就
職
を
決
意
し
ま
し
た
」（
根
岸
氏
）。
就
職

活
動
で
は
、
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、

外
資
系
生
保
か
ら
大
手
外
食
産
業
ま
で
、
な

ん
と
６
社
か
ら
の
逆
指
名
を
受
け
た
が
、
迷
う
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理
想
の
組
織
を
保
つ
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る

「
自
衛
隊
の
事
例
は
、
特
殊
で
あ
る
。
普
通

の
企
業
で
あ
れ
ば
、
7
6
0
0
人
の
再
就
職

支
援
の
た
め
に
1
0
0
0
人
の
人
材
を
割
い

て
い
た
ら
、
コ
ス
ト
が
合
わ
な
い
」
と
考
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
は
、
代
謝
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
考
え
る
際
の
重
要
な
示
唆
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

14
万
８
０
０
０
人
以
上
を
抱
え
る
「
陸

上
自
衛
隊
」
と
い
う
組
織
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
新
陳
代
謝
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
円
滑
な
代
謝
は
実
に
難
し
い
。
な

ぜ
な
ら
代
謝
さ
れ
る
人
に
対
す
る
組
織
の
ス

タ
ン
ス
は
、
そ
の
組
織
に
残
っ
て
い
る
人
、

も
っ
と
い
え
ば
、
そ
の
組
織
に
参
加
す
る
人

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
長
期
的
に
は
、
業
績
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

経
営
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
必
要
な
時
に
、

必
要
な
人
材
と
人
数
が
揃
っ
て
い
れ
ば
い

い
。
よ
っ
て
、「
必
要
な
人
材
だ
け
を
調
達

し
て
、
そ
う
で
な
い
人
材
は
ア
ウ
ト
プ
レ
イ

ス
メ
ン
ト
す
れ
ば
い
い
」
と
シ
ン
プ
ル
に
考

え
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
マ
ネ
ー
ジ
し
よ

う
と
し
て
い
る
「
ひ
と
」
は
生
身
で
あ
る
。

生
身
の
「
ひ
と
」
は
気
ま
ぐ
れ
で
、
合
理
的

な
反
面
、
情
緒
的
で
も
あ
る
。
ゴ
キ
ゲ
ン
に

働
い
て
も
ら
わ
な
い
と
、
調
達
し
た
は
ず
の

「
人
材
の
質
」
が
担
保
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

調
達
し
た
人
材
は
、
学
習
を
す
る
。
学
習
の

度
合
い
に
よ
っ
て
、「
人
材
の
質
」
は
変
化

し
続
け
る
。
そ
の
よ
う
な
学
習
度
合
い
も
、

「
学
習
意
欲
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ゴ
キ

ゲ
ン
さ
に
起
因
す
る
部
分
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
代
謝
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
組

織
に
残
る
人
が
ゴ
キ
ゲ
ン
で
仕
事
に
打
ち
込

み
、
組
織
に
対
す
る
貢
献
を
図
り
、
優
秀
な

人
材
を
惹
き
つ
け
な
が
ら
、
代
謝
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

近
年
流
行
し
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
自
律

（
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で
考
え
な
さ
い
。

そ
の
た
め
の
支
援
は
会
社
が
す
る
）」
は
、

円
滑
な
代
謝
を
促
す
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ

る
。
自
衛
隊
の
事
例
は
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」

に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
見
え
る
が
、
そ

の
ひ
と
つ
の
変
形
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
。「
今
は
、
目
の
前
の
任
務
に
打
ち
込
み

な
さ
い
。
早
期
の
定
年
が
近
づ
け
ば
、
定
年

後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
始
め
ま
し
ょ
う
。
こ

ち
ら
で
十
分
に
援
護
す
る
か
ら
」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
。

冒
頭
に
、
1
0
0
0
人
の
再
就
職
支
援

部
隊
が
い
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
高
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
再
就
職
を
す
る
7
6
0
0
人
の
人

件
費
に
比
較
す
れ
ば
、
支
援
を
行
う
1
0
0

0
人
の
人
件
費
は
十
分
に
ペ
イ
す
る
だ
ろ
う

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
官
が
安
心
し

て
ゴ
キ
ゲ
ン
よ
く
任
務
を
遂
行
で
き
、
い
い

人
が
採
用
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ひ
と
つ

の
確
立
さ
れ
た
代
謝
シ
ス
テ
ム
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
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こ
と
な
く
、
第
一
志
望
の
警
備
の
仕
事
を
選

ん
だ
。
自
衛
隊
で
の
経
験
が
存
分
に
活
か
せ

ら
れ
る
か
ら
だ
。

「
夜
中
に
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
片
手
で
一
人
で
確
認

に
周
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
突
然
誰
か
が
出
て

き
て
も
対
応
で
き
る
精
神
力
と
、
24
時
間
体

制
の
激
務
に
耐
え
う
る
体
力
は
、
自
衛
隊
で

の
６
年
間
で
培
わ
れ
た
も
の
で
す
」（
根
岸
氏
）

●

「
7
6
0
0
人
の
再
就
職
は
何
が
支
え
て
い
る

惹
き
つ
け
な
が
ら
代
謝
を
促
す

自
律
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
？
」
―
取
材
を
進
め
な
が
ら
ず
っ
と

考
え
て
い
た
。「
任
務
」
と
い
う
言
葉
の
重
さ

か
ら
は
じ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
隊
員
の
納
得
感
と
就
職
後
ま
で
フ
ォ
ロ

ー
す
る
「
手
作
り
の
援
護
」。
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
一

人
一
人
の
元
自
衛
隊
員
と
し
て
の
誇
り
…
…
。

何
が
欠
け
て
も
実
現
で
き
な
い
。
Ｏ
Ｂ
ふ
た
り

を
取
材
し
て
仕
組
み
は
大
切
だ
が
、
何
よ
り
も

自
衛
官
一
人
一
人
の
前
向
き
な
心
の
あ
り
方

が
一
番
大
切
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
た
。
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